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真伝勇伝・革命編

堕おちた黒い勇者の伝説８







　プロローグ　ライナとシオン







　雨が降る。

　雨が降っている。

「……そろそろ、そういう時季なのかなぁ」

　と、牢ろう獄ごく付きの看守が言う。

　ライナはそれに、分厚い古こ文もん書じよに落としていた目を上げて、聞く。

「……あ？　なにが？」

　牢獄の外には、ライナのための食事を看守が持ってきてくれている。

「いやさ、さっき外でてみたら、雨が降り出しててさ」

「……雨？」

「そそ。で、そういやそろそろ、雨季が始まるなぁって」

「ほう」

　と、ライナは眠ねむそうな顔で看守のほうを見上げ、それから、暗い、光の入らない、絶望で埋うめ尽つくされているのっぺりとした牢獄を見回す。

「もう、そんな時季か……」

「そうだよ～。いやになっちゃうよ。今日、昼は晴れてたから、傘かさ持ってきてないし」

　ライナはそれにまた、半眼で、

「傘……そういや雨降ったら、傘さすよなぁ」

　この牢獄に入ってからずっと、外に出ていなかったからちょっとだけ物もの珍めずらしい気分で、彼はそう呟つぶやく。

　ローランド帝てい国こくには季節が十二あって、それがぐるぐるとめまぐるしく回るのだが──とはいっても、メノリス大陸の一番南に位置しているせいか、比ひ較かく的一年通して温暖なのだが──しかし雨季は一年に、二回しかない。夏になる前の雨季と、冬になる前の、雨季。

　今回のは、後者だ。

「……なんか寒くなってきてたと思ったよ」

　ライナが肩かたをさすって言うと、看守がうなずく。

「ああ、確かにな」

「ってか、あれじゃないの？　雨降ったら、おっさんの自じ慢まんの嫁よめさんが、傘持ってきてくれんじゃないの？　前持ってきてもらってたじゃん」

「いやそれが、昨日喧けん嘩かしてさー」

「またかよ。どうせあれだろ？　浮うわ気きがバレたんだろ？」

「ばっか、俺は浮気なんかしねぇよ」

「モテそうにないしね」

「ぶっ飛ばすぞおまえ」

「それに、俺が言ってるのは嫁さんのほうの浮気だし」

「は？　ちょ、俺の奥さんはそういうタイプじゃないから！」

　ライナはにやにや笑いながら言う。

「と、亭てい主しゆが言うけど、すでに奥さんは愛あい想そを尽かして家出の準備を──」

「ってライナおまえ、今日はあれか？　飯抜ぬき覚かく悟ごの発言だよな、それ」

　と、看守がにらんできて、ライナは笑った。

「いやいやうそうそ。ほんのかわいい冗じよう談だんじゃないか」

「言っていい冗談と、悪い冗談がある。食べたいなら、謝罪しなさい」

「うーん」

「じゃあ飯抜きー」

「あー、はい、ごめん。きっと奥さん、おっさんのこと雨だなーって心配してるよ」

「え、そうかな？」

「そうそう。娘むすめもお父さん心配だなーって言ってるよ」

「うちの娘、ほんといい子だからなー」

　単純に、へらへらと嬉うれしそうになる看守を見てあきれながら、ライナは手を伸のばす。

「ほい、じゃあ飯」

　すると看守はうなずく。

「いいよ。やろう。ちょっと気分よくなったから、俺の、おやつ用のパンもあとで持ってきてやるよ」

「まじで？」

「ああ。雨だから早めに帰って、俺は家族と飯食おうと思ってるし」

「そか」

「ああ」

　ライナは看守から食事を受け取る。味の薄うすいシチューと、パンだけ、という献こん立だて。

　でもこれにももう、慣れてしまった。

　そもそも、食事に興味があるほうではないのだ。いや、この牢獄に入る前も、食べたり、笑ったり、頑がん張ばって生きたりすることに、それほど興味を持てるほうじゃ、なかったのだ。

「…………」

　だから、気にならない。

　ただぼんやり、食べて、寝ねて、飼われているこの状じよう況きようが、それほど苦にはならない。

　だが、看守がライナを見下ろして、なぜか悲しそうな顔をする。

「……でも、おまえは辛つらいよなぁ」

　ライナはパンをほおばりながら、半眼を上げる。

「……へ？　なにが？」

「おまえは、ずっとここで……一生ここで、このシチューとパン、食うんだもんな」

　彼は手に持ったカスカスのパンを見て、薄く笑う。

「意外と、慣れるけどねぇ」

「そんなもんか？」

「うん」

「そうかぁ……でも、明日あしたはまた、弁当もってきてやるよ。奥さんが作った奴やつ」

「お～、いいね。おっさんの奥さん、料理うまいもんな」

　看守は笑う。

「ああ。俺は幸せもんだろ」

「それ自分で言う？」

「あはは。とにかく、明日は期待して待ってろよ」

「うん。そうする。弁当のために、おっさんと奥さんが今日ちゃんと仲よくできるよう祈いのってるよ」

「え？」

　看守が一いつ瞬しゆん、驚おどろいた顔になる。それから頭を押さえ、

「ああ～、そうだった。喧嘩してんだった」

「忘れてたのかよ。仲いいなぁ」

「えと、あれだ。じゃあ、俺は今日はもう帰るけど、明日弁当なかったら、ごめんな」

「ほーい。ま、期待しないで待ってるよ。せいぜい奥さんと仲よくな」

「うん。仲直りしてみる」

　看守が去っていく。

　ライナはもう一口パンをかじり、読みかけの古文書へ目を落とす。

「…………」

　周囲が異常なまでに静かになる。

　沈ちん黙もく。

　静せい寂じやく。

　誰だれもいない、空くう虚きよな、一級犯罪者が入れられる、独どく房ぼう。

　そこにもう、どれくらいの時間、期間、閉じ込められているだろうか？

　孤こ独どくは人を狂くるわせると言うが、

「…………」

　彼は、孤独にはひどく、慣れていた。

　生まれたときから慣れていた。

　誰とも繫つながらなければ、誰も傷つけなくてすむのだから。誰とも触ふれ合わなければ、傷つけられることも、ないのだから。

「……あ～、でもちょっと」

　ほんの少しちょっと……

「暇ひまかな」

　と、彼は半眼で、天てん井じようを見上げる。

　ここにいると、このなにもない場所にいると、妙みようにいろいろなことを、思い出してしまうから。

　それは戦場で消えた仲間たちが笑ってる顔とか、キファの泣いている顔とか──

　シオンの、なにもかもを独りで気負ってしまっていて、もう、いまにも緊きん張ちようの糸が切れそうなのに、無理矢理笑っている辛そうな顔、とか。

「…………」

　だがそれもやはり、ここでは意味のないことだった。

　外の世界とここは、ずいぶんと離はなれてしまっている。

　シオンがいったいいま、どんな顔をしているのか、とか。

　世界がどうなっているのか、とか、そんな情報は、まるで入ってこない。

　ライナは、少し目を細めて牢獄の、鉄製の柵さくを見る。そこには魔ま法ほうを無効化する魔法陣じんがたくさん描えがかれている。

　どんな魔法を使っても脱だつ出しゆつすることができない、一級犯罪者専用の牢獄。

　だが、その柵を見て、なぜか彼は少し、安心してしまう。

　瞳ひとみに呪のろわれた五ご方ほう星せいを浮うかべても、誰も気付かないくらい深い場所にあるこの穴あな蔵ぐらに閉じ込められていることに、

「…………」

　彼は、少しの寂さびしさとともに、安心を感じてしまいながら──

「……あ、そういやおっさんの奴、おやつのパン、くれないで帰りやがったぞ」

　ライナは独り小さく呟いて、かすかに笑った。







　第一章　塀へいの外の世界







　その、牢ろう獄ごくのある建物の、外──




　雨が降っている。

　強く、雨が降っている。

「……やっぱり雨、やまないなぁ」

　看守は空を見上げた。

　彼が働く、一級犯罪者が収容される建物は、どういうわけか貴族たちが住む区画の外れに建てられていた。

　理由は、政争に負けた貴族たちもここに収容されているから、ということだったが、真しん偽ぎはわからなかった。少なくとも自分が担当している囚しゆう人じんには、貴族はいなかったから。

「……ああでも、ライナもああ見えて、貴族だったりするのかなぁ」

　一度振ふり返ってから、首を振る。笑う。

「いや、あのだらしなさで、貴族の出ってことはないか」

　雨足はどんどん、その強さを増しているようだった。

「こりゃ、今夜は嵐あらしになるか？」

　目を細め、建物から外へと踏ふみ出す。この調子じゃ、家に着くころにはずぶ濡ぬれだろう。こんなに濡れて、と、奥さんに心配されるかもしれない。

「そしたら仲直り、できるかなぁ」

　そんなふうに呟つぶやいたところで、ドン！　っという、雷らい鳴めいが轟とどろくような音が、遠くで響ひびいた。

「ん？　雷かみなりか？」

　そう呟きかけたところでさらに、ドンドンドン！　と、空が光る。

　看守はそちらを見上げる。

　遠い、軍部の官舎がある方角の空が、真っ赤に染まっているのが見える。

　空には稲いな妻ずま──

　あきらかに自然のものではない、人工的な、稲妻の塊かたまりが三つ。

　それがいったいなんなのか、一瞬わからなかった。いや、軍の教育施し設せつで読まされた、書物の中では見たことがあった。

　大規模攻こう撃げき魔法──と呼ばれる、戦場で大量の人間を殺す必要がある場合に、唱えられる魔法だ。

　名前はなんと言ったか。

『稲光いづち』という高難度の魔法を、さらに複数の魔術師によって同時に唱え、巨きよ大だいな魔法陣を編みあわせることによって生み出す、魔法のはずだ。

　だが、

「……なんであんなのが、空に浮かんでる？」

　あまりの現実感のなさに、呆ぼう然ぜんと看守はそんなふうに呟いて空を見上げた。

　だって、あきらかにおかしいのだ。

　ここはローランド帝てい国こくの、それも、首都なのだから。

　さらに貴族が住む区画や、軍官舎は、ローランドの王城を囲むように造られている。つまり、この国の中心部の空に大規模攻撃魔法が浮かぶなんてそんな馬ば鹿かげた話が──

「…………」

　だがそこで、魔法の一つが弾はじけた。

　ドオオオオオオン──と、また、遠くで雷鳴が響く。さらに空が赤く染まる。

　燃えているのだ。遠くで魔法が爆ばく裂れつし、この強い雨の中、火の手があがっているのだ。

「ちょ、ちょちょ、いったいなにが起きて……」

　だが言葉は、そこで止まってしまった。

　今度はすぐそばで、

「求めるは雷鳴〉〉〉・稲光いづち！」

　そんな声が、あがったから。

「え？」

　看守はその、声のほうを見る。そして大きく目を見開く。

　彼が見た方向には、血まみれの男が必死の形相でこちらに向かって走っていた。

　雨と血でびしょ濡れの銀色の髪かみ。意志が強そうな金の瞳。その男が、怒ど鳴なる。

「邪じや魔まだ、どけ！」

　胸をどんっと、殴なぐられる。

「うあっ」

　看守は後方へと倒たおれてしまう。そしてその、自分が元いた場所に、背後から放たれた稲妻が弾ける。『稲光いづち』の力が地面をえぐり、さらに地面にたまった水に電流が流れて、かすかに体を痺しびれさせる。

　いま、銀色の髪の男に殴られていなければきっと、自分は死んでいた。

「な、な、なんだよ。なにが起きてる!?」

　看守が叫さけぶが、答えは返ってこない。

　銀ぎん髪ぱつの男が背後を振り返る。振り返ったところにはもう、黒装しよ束うぞくの男がナイフを構えていて、銀髪の男の肩かたを刺さす。血が舞まい、雨ですぐに落ちる。

　だが、銀髪の男はひるまない。

「くそ、っがぁああ」

　右みぎ腕うでを黒装束の男の顔にのばす。親指を眼球に突つき込む。

「ぐあ」

　ひるんだ黒装束の男の首に、自分の肩に刺されたナイフを引き抜ぬき、振るう。

　それで一人、目の前で人間が死んだ。

　銀髪の男が、黒装束を、殺した。

「……はぁ、はぁ、はぁ、はぁ」

　肩で息をしながら、銀髪の男はこちらを見る。足あし下もとがふらついている。

「…………」

　看守はもう、動けなくなってしまっていた。なにが起こっているのか、それはわからない。この、ローランドの首都の空に、大規模攻撃魔法が弾けたり、貴族が住む区画で、殺し合いが行われていたり──

　もちろんこの国で、人が殺されることは珍めずらしくなかった。

　ここはそういう国だ。

　貴族たちがすべての権利権力を握にぎり、平民たちは彼らの気分一つで殺される。

　だがそれでも、この区画で殺人を見るのは、初めてだった。

　もしもここで殺し合いが起きるというのなら。

　大規模攻撃魔法が放たれるというのなら、それはもう、戦争だ。

　だから看守は、言った。

　目の前の、人を殺した血まみれの銀髪の男に向かって。

「……せ、戦争か？　まさかネルファ皇こう国こくが、攻せめてきたのか？」

「……ぜえ、はぁ……はぁ、はぁ」

　銀髪の男はナイフを手に、こちらを見る。疲つかれた顔。だが、楽しげに笑う顔。金色の瞳を鋭するどく、細め──

「……ああ、戦争か。それいいな」

　にやりと笑って、また走り出してしまった。

　するとすぐに、追いかけるように黒装束が四人、目の前を通り過ぎる。

「殺せ！　早く奴やつを殺せ！」

　銀髪の男を追いかける。

　こちらには目もくれない。

　だが、あきらかになにか、おかしなことがこの国で起きようとしているのはわかった。今日は外に出ないほうがいいのは、わかった。

　看守は立ち上がり、牢獄のほうへと逃にげ帰ろうとして、足を止める。

　妻や子供のことが、心配になって。

　空が赤く燃え、通りで殺し合いが行われているこんな状じよう況きようで、家に二人を残しているいまの状況が心配になって。

　昨日、喧けん嘩かしてしまったままの、妻の顔を思い出して、

「ああ、もう」

　彼は家へと、走り出した。




　　　　◆




　雨。

　雨。

　雨。

　雨に濡れた体が、重い。

「……はっ、はっ、はっ」

　もう、どれくらいの時間、こうして走っているだろう。

　シオン・アスタールは、ぼんやりとした意識の中で、そんなことを思う。

　酸素が足りない。

　心臓が爆発しそうだ。

　しかし、これほど必死に走っているのに、背後からくる追手をまくことができない。

　殺気が背後で膨ふくれあがる。

「ぐう」

　シオンはとっさに身をかがめる。

　その上をナイフがかすめる。

　暗殺者の腕をつかんで、関節を極きめようとするが、あっさり外される。あきらかに、相手のほうが実力が上だ。

　暗殺者が笑ったのがわかった。

「終わりだ、下げ賎せんな犬の皇おう子じ」

　ひねるようにナイフが振り下ろされる。頭の中にそれを、よけない、という選せん択たく肢しが表示される。体が、疲れているのだ。逃げ続けてもう、酸素を失った筋肉が、心臓が、体が、脳が、頑がん張ばりたくないと言い始めているのだ。

　だが、それでも、

「……犬を馬鹿にしてると、嚙かみ付かれるぞ、おい！」

　掌てのひらを上げる。手にナイフが刺さる。だが、それで止まる。さらに持っていた、さっき暗殺者から奪うばったナイフを振り上げる。

　暗殺者はそれを、鋭い瞳ひとみで見る。

　余よ裕ゆうの瞳で見る。

　あっさり一歩下がって、よける。

　そしてきっと、次の攻こう撃げきがくる。

　それに備えないと。

　それに反応しないと。

　それをよけて、なんとか、生き残らないと。

　頭の中にそんな言葉が浮ういては消え、しかし、

「…………」

　もう、体がうまく動かない。

「は、はっ、はっ」

　自分の、荒あらい呼吸だけが聞こえる。

　暗殺者が笑っている。こちらを見て笑っている。

「もう終わりか？」

「……はっ、はっ」

「ま、もう動けないだろ？　ナイフに毒が仕込んである。雨で少し薄うすまったかもしれないが、それでも……」

　シオンはそこで、地面に膝ひざをついてしまう。吐はき気けがする。死ぬほどではない。たぶん、暗殺者の男が言うとおり、雨に助けられた。だが、体はもう動かなかった。

　シオンは小さく、呟つぶやく。

「……ルシル」

　だがやはり、ルシルは返事をしない。助けるつもりが、ないようだった。

　この程度の状況を覆くつがえせないようなら、奇き蹟せきの一つや二つを起こせないようなら、王になる資格などとても手に入らないだろう──それが、ルシルの言葉だった。

　確かにそうだ。

　いまのこの、あきらかに劣れつ勢せいな状況で、それでもなおすべてを覆すには、奇蹟が必要だった。

　暗殺者がゆっくりとナイフを上げる。

　奇蹟が起きなければもう、終わりだ。

　しかし、

「……おまえら、いったいそこで、なにをやっている？」

　突とつ然ぜん、背後で声がした。

　澄すんだ、よく通る女の声。

　シオンはそれに、にやりと笑った。

　振ふり返る。

　するとそこには、一人の絶世の美少女が立っている。雨に濡ぬれてさえ、艶つややかに輝かがやく金色の長い髪。

　切れ長の青い瞳。

　華きや奢しやな体に、不ふ釣つり合いな長大な剣けんを腰こしに差している。

　代々ローランド帝てい国こく王を護衛している剣の一族──エリス家の娘むすめ、フェリス・エリスだ。

　ちなみにいま、シオンが逃げてきた場所は、フェリスがいつも兄に命じられて巡じゆん回かい警備を行っている場所だった。
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　この時間に彼女がここにいるかどうか、それはわからなかったが、闇やみ雲くもにここまで逃げてきたわけではなかった。

　あとは、自分に運があるかどうか、だけの問題だったのだが。

　シオンは笑いながら、言う。

「……まだ、俺にはやることがあるらしい」

　するとフェリスがこちらを冷たい瞳で見つめて、言った。

「そのザマはなんだ、シオン」

　シオンは苦く笑しようしながら、言う。

「いや……ちょっと鬼おにごっこしててね」

「鬼ごっこ？」

　フェリスが背後の、暗殺者たちのほうへと目を向ける。

　暗殺者が言う。

「なんだ、おまえは」

「邪じや魔まをするなら、おまえも殺すぞ」

「消えろ」

　それにフェリスが少しだけ首をかしげて、答える。

「ふむ。それはいったい、誰だれにものを言ってる？」

「おまえだよ」

「もう一度聞く。いったいその、ふざけた態度の物言いは、誰に対するものだ？」

「だから、おま……」

　言葉は、そこまでだった。

　フェリスの姿が、消えた。少なくともシオンの目では、追うことができなかった。

「ぐあっ」

　という、うめき声が背後で聞こえた。

　シオンが振り返ると、暗殺者が三人、地面に倒たおれて気絶していた。

　フェリスは剣すら抜ぬいていない。ただ、最後に残った暗殺者の目の前に立って、言う。

「もう一度聞こう。殺す？　消えろ？　いったい、おまえは誰にものを言っている？」

「な、へ？　いや……くそ！」

　愚おろかなことに、暗殺者がナイフをフェリスのほうへと放った。だがその何倍もの速さでフェリスの体が回る。彼女の長い足の先が、暗殺者の顔面をとらえる。

　暗殺者が吹ふっ飛とぶ。

　それで、すべては終わりだった。

　フェリスがこちらを見て、言う。

「……もう一度言うが、シオン。あの程度の相手に、おまえはなんてザマだ」

　シオンはそれにへらへら笑って、答える。

「……いやぁ、あいつら、けっこう強かったよ？」

「おまえは弱すぎる」

「そうかもしれないけどさぁ」

　と、彼は異常に強い美少女を見上げてまた、笑った。

　実際のところ、さっきの暗殺者を相手にして、生き残れるような奴は、ほとんどいないはずだった。一応これでも、シオンはかつてローランド帝国王立軍事特とく殊しゆ学院の中では、優ゆう秀しゆうなほうで通っていたのだ。

　もちろん、実力を隠かくしていたライナや、クラウ、ルーク、ミラーなどの、かつてのローランドの、暗部に所属していたバケモノのように強い奴らには負けるが、それでも──

「凡ぼん人じんは凡人なりに、頑張ってるんだけどねぇ」

　と、シオンは苦笑しながら立ち上がる。

　全身に毒が回っているのが、わかる。死にはしないが、ダメージは大きい。足あし下もとがふらつく。

　だがそれでも、ここで止まるわけにはいかない。休むわけにはいかない。

　戦争は、始まっているのだから。

　シオンは息を吐く。吸う。そして、体の中にある毒を無視する。

　フェリスがこちらを見て、言った。

「言っておくが、いま命を助けたのは、無料じゃないからな？　ウィニ……」

　が、遮さえぎってシオンはうなずいた。

「ウィニットだんご店『おすすめ詰つめ合わせセット四番』だろ？　もうちょっと手伝ってくれたら、二年分ぐらい送るよ」

　瞬しゆん間かん、フェリスがかすかに目を見開く。

「に、二年分!?　本当か!?」

「ほんとほんと。だからもうちょい手伝っ……」

　そこでまた、空で轟ごう音おんが鳴り響ひびく。

　大規模攻こう撃げき魔法──『雷ら落ぐ雷る』が落ちた音だ。

　フェリスがつまらなそうに、切れ長の瞳でそちらを見上げる。

「……で、シオン」

「ん？」

「これはいったい、なにが起きている？」

　シオンも目を細め、軍の官舎がある方角を見る。

　クラウたちがそこでいま、テングロン侯こう爵しやくが率いる貴族たちの私設兵と、戦争しているはずだった。

　戦せん況きようは、圧あつ倒とう的劣れつ勢せい。

　あきらかにあそこにいる部隊の数では対応できないくらいの大勢力が、攻せめ込んできていた。

　そしてクラウたちの部隊が壊かい滅めつする前に、援えん軍ぐんを連れていく必要があるのだが、しかし、残っている時間はそう長くはないだろう。

「……さて、俺はどうすればいいのか」

　彼は独り、小さく呟く。

　シオンを擁よう立りつする、と言ってくれている貴族たちはすでに、何人か獲かく得とくしていた。

　そしてそれはミラーも同じだろう。

　だがそれをあわせても、おそらく、テングロン侯爵の勢力にかなわない。もしもそれでテングロン侯爵をどうにかできるのであれば、さらにその背後にいる公爵連中をどうにかできるのであれば、この国をどうにかできるのであれば、そもそもこんな戦争は起きていないのだ。

　正々堂々胸を張って、革命を起こせばいい。こそこそ隠れて、勢力を拡大する必要はない。

　だが、いまの彼らに、その力はなかった。

　おまけにこの戦争も、突とつ発ぱつ的に起きてしまったものだった。

　シオンが、兄であるケスタリウス皇子を殺してしまい、貴族たちが革命軍の存在に、気付いてしまったのだ。

　準備が整わないままに、革命は始まってしまった。

　それに、シオンは小さく、

「……俺のせい。俺のせいだ。だが、あのままじゃきっと、革命は成功しなかった」

　うめくように呟きながら空を見上げる。とんとんっと、足を地面に踏ふみならす。その足音を雨音がかき消す。

「この国はそういう国だ。真っ当に、真まっ直すぐ革命しようとしても、どうせどうにもならない」

　そもそも、もう、父のローランド王は、人間ではなかった。血の色も金色なのだという。完全に呪のろいに侵おかされ、壊こわれてしまっていた。

　ケスタリウス皇子も、そう。

　そして、

「……俺も」

　ローランドの王族に名を連ねる者はみな、そうだった。

　そこでフェリスが訝いぶかしげにこちらを見つめて、言う。

「なにをぶつぶつ言っている？」

　シオンは顔を上げて、答える。

「なあフェリス」

「なんだ」

「俺は、王になれると、思うか？」

「はぁ？　いったい、なんの話だ」

「いま、それを試ためされてるんだよねぇ。君のお兄さんに」

　それにフェリスが改めて、こちらを見つめる。

　血まみれの、シオンの姿を見つめ、

「……そのボロボロの姿は、兄様が絡からんでいるのか？」

　だがシオンは、それ以上は答えない。時間がないから。会話している時間が、ないから。

　だからただ、ただ、思考を巡めぐらせる。今後、どう動けばいいか。どう進めばいいか。

　ルシルはこう言った。

　シオンの父親の側かたわらを守っている、この国の守護者はこう言った。

『君をもう、助けないよ。この程度を乗り切れないなら、君には価値がない。だからとりあえずは、不可能を可能にして見せてくれ。じゃなきゃ、民たみの心は君に集まらない』

　確かにそうだろう。

　なにせ、勇者の力は、つかんだニンゲンの心の量で決まるのだ。

　だが、

「……俺のことを信しん奉ぽうしている人間は、少ない。それを、どうひっくり返す？」

　シオンはやはり独り、呟つぶやく。

　懐ふところから、王から奪うばってきた、金色に輝かがやくローランド帝国の紋もん章しようを取り出し、くるくる回しながら呟く。

　そしてまた、ルシルの言葉を思い出す。

『君は、現国王よりも多くの心をつかむ必要がある……圧あつ倒とう的なニンゲンの心をつかむ必要がある。となると、奇き蹟せきがいるよねぇ』

　そう、ルシルは言った。

『この国の誰もが、君を応おう援えんしたくなるような、奇蹟や、伝説が……さて、それを君は、作れるかな？』

　そう、ルシル・エリスは言った。

『エスタブールの戦せん役えきで活かつ躍やくした、英えい雄ゆう皇子──それが果たして、この国の王にまで上り詰めることができるのか？』

　奇蹟。

　伝説。

　英雄譚たん。

　人心をつかむためには、それが必要だった。

　いまの自分はまだ、力のない、ちょっとだけ活躍した皇子様だ。

　だが、彼は、

「…………」

　俺は、いまから短時間で、世界に王として認められる必要がある。だがそれはいったい、どんな奇蹟だ？　そのために俺は、

「なにをすればいい？」

　シオンは思考を巡らせる。

　それは簡単ではなかった。

　まるで簡単ではなかった。

　だが、やる必要がある。

　じゃなきゃきっとシオンの仲間たちが──クラウが、ミラーが、ルークが、革命を胸に秘ひめている人間たち全員が、今回のことで皆みな殺ごろしにされてしまう。

　シオンは少しだけ考え、振ふり向く。

「……フェリス」

「ん？」

「まずは君の家にいこう。お兄さんの服を貸してくれ」

「それは、いったい……」

　だが遮って、シオンは、血と、雨と、吐と瀉しや物によって汚よごれた全身を見せて、疲つかれた顔で笑う。

「こんな格好じゃ、恥はずかしくて外に出れないだろう？」

「もうここは、外だがな。つまりそんな格好で外に出ているおまえは、変態ということだ」

「って、あ～、いまはそのやりとりに付き合う時間が、ないんだ、ごめん」

　すると少しだけフェリスは機き嫌げんの悪そうな表情になってから、言った。

「……そうか。で？　それからどうする？　いったいおまえは、なにがしたい？」

　それにシオンは、笑って──

　そしてなぜか、頭の中にいくつかの仲間の顔がよぎる。

　それはあのエスタブールの戦役で失った、タイルや、トニーや、ファルといった、仲間たちの顔や、裏切り者にならざるを得なかったキファの顔。シオンを産むことができて、幸せだったと言って死んだ母の顔。

　そしていまも、独どく房ぼうに入れられたままの、ライナの顔。

　それを思い出して、シオンは、フェリスの「いったいおまえは、なにがしたい？」という問いに、答えた。

「……そろそろ、誰だれかを救えるだけの力を手に入れたいんだよ」

　そのためなら、なんでもする、と。

　どんな手でも使う、と。

「…………」

　そしてぎゅっと、父親から奪った紋章を彼は、握にぎりしめて。







　第二章　終わらない革かく命めい







　戦場の有様は、ひどいものだった。

　死体で絨じゆう毯たんができそうだ。

　革命軍はすでに、司し令れい塔とうを失っていた。

　心理的支柱を、失っていた。

　クラウ・クロムは死に、地に伏ふしていた。

「…………」

　なのに、いまだ戦争は終わらない。

　貴族の私設兵が同士討うちを始めてしまって、なぜだか戦争は終わらない。

　それは、異常な光景だった。

　司令官がいないのであれば、いったいここで、なんのための殺し合いが行われているのか？

「…………」

　ルーク・スタッカートはその戦場で、貴族の私設兵の青い制服を着て、目を細めていた。

　人が死ぬ。

　人が死ぬ。

　とある兵士がこう叫さけんだ。

「お、俺はもう、貴族どもの言いなりに生きるのは嫌いやなんだよ！」

　そう叫びながら、あっさり死んだ。

　もう一人の兵士はこう叫んだ。

「く、クラウ・クロムの、言う通りだ！　ここで、ここで頑がん張ばれば、なにかが変わるかもしれない！　なら、なら俺は、革命軍に……」

　そう叫びながら、やはり死んだ。

　だがその悲鳴は、叫びは、願いは、どんどん伝でん染せんしていってしまう。

　もともと、そうなる可能性は秘めているはずだったのだ。この国の状じよう況きようは異常なまでにひどい。かなり長い間、絶望的なほどに環かん境きようは悪い。革命が起こらないのがおかしいような、状況だった。

　民たみが、貴族たちに反乱を起こさないのがおかしいような状況。

　だが、ずっとそれは起きなかった。

　なぜかはわからない。

　なにか気味の悪い、人知を超こえた力が働いているとしか思えないほどに、惨さん状じようは延々と維い持じされ続けていた。

　だからこそ、

「……ミラーさんは、王族の血に連なるシオンさんに賭かけたんでしょうけど」

　と、ルークは呟く。

　そしてやはり、それは正解だったかもしれない、と、彼は思う。

　あきらかにいま、いつもと違ちがうことが起こり始めているから。

　異常なことが起こり始めているから。

　民の、怒いかりが伝でん播ぱしていく。

　悲しみが伝播していく。

　絶望が伝播していく。

　希望が伝播していく。

　明確に革命軍は負けているのに、次々と、反はん抗こうを始める兵士たちが現れてしまって──戦線が維持される。

　それが、

「クラウのおかげなのか……」

　少し離はなれた場所の地面に、背中を剣けんで貫つらぬかれて倒たおれている、クラウ・クロムの死体を見つめ、

「……もしくは、シオン・アスタールの力なのか」

　だがどちらにせよ、勝ち目はあるかもしれない、と、ルークは思い始めていた。

　世界のルールが変わり始めている。

　この国を包み、民を抑よく圧あつしていた、まるで洗脳のような力がどういうわけか突とつ然ぜん、失われ始めている。

「もちろんまだ、こんな劣れつ勢せいではそれをどうこうできるとは思いませんが」

　ルークと同じ制服を着た男が、言ってくる。

「なに、突つっ立ってる！　革命軍を殺せ！」

　ルークはその男を見て、言う。

「あ、すみません。私はちょっとテングロン侯こう爵しやくから特命を受けていて、忙いそがしいんですよ～」

「特命？　それはなんだ？」

　その問いに、ルークはひょいっと一歩下がる。後ろを振り向く。振り向きながらナイフを投げる。そのナイフはおそらく、男の首に刺ささったろう。

　そして、

「あなたには、秘密です」

　そのまま移動する。革命軍を必死に殺そうとしている、私設兵の将校たちをこっそり、こっそり、殺していく。

　敵の司令塔を潰つぶしながら、

「い、いったいなにが起きてるんだ！　なぜおまえらは、革命軍に手を貸す！　貴族に逆らって、生きてられると……くそ、まずい！　このままじゃ、負けるぞ！」

　などと、叫んでおく。

　そんなはずはないのに。あきらかにまだ、貴族たちの勢力のほうが圧倒的なはずなのに、それでさらに、わかりやすいほど革命軍に寝ね返がえる人間が、増える。

　いや、もしかしたら全員が、革命軍になる可能性を持っているのかもしれないとすら、思ってしまう。

　ここにいる私設兵たちだって、貴族は嫌きらいだろう。家族や仲間を貴族に殺された者で、溢あふれているはずだ。

　だが、いまはまだ、

「圧あつ倒とう的な劣勢……戦線を維持する意味を感じられないほどの、劣勢──さてここからもしも奇き蹟せきが起きるというのなら、どうこれが覆くつがえるんでしょうねぇ？」

　それは、ラッヘル・ミラーが起こすのか。

　シオン・アスタールが起こすのか。

「……こんなおもしろいことを見れないなんて、クラウは馬ば鹿かだなぁ」

　と、ちょっとだけ悲しげな顔を作って、ルークは呟つぶやいた。

　でもそれは一いつ瞬しゆんだけ。

　目線のはしに、クラウの部下のシュスが走っているのが入る。シュスもいつの間にか、ルークとは別の貴族の私設兵の制服を着ている。

　敵から奪うばって、着き替がえたのだ。

　シュスは一直線にクラウの死体のほうへと走って行く。助け起こす。クラウは動かない。まるで動かない。やはり、死んで──

　が、シュスが目を大きく見開く。

　背後の部下になにかを叫ぶ。

「……なんだ、生きてるのか、しぶといなぁ」

　ルークは小さく、笑う。

　すると背後で声がする。

「ミラーさんの命令で、クラウ・クロムが殺されかけたら……」

　というのを遮さえぎって、ルークは言った。

「仮死状態にして死を演出しろって命じられてた？」

「はい」

「よくやった。で、次の命令は受けてる？」

「いいえ。クラウ・クロムが負けたら、逃にげろ、と。ですがいまのこの状況は……」

　ルークが振ふり向くと、自分より年上の、やはり貴族側の制服を着た男がいる。戸と惑まどうように周囲を見ている。

「……いったい、なにが正解ですかね？　普ふ段だんのミラーさんなら、こんなの見たら一度撤てつ退たいだと思います……でも、この状況はあまりに……」

　だが、その言葉も、そこまでだった。

　横から走ってきた兵士に、ミラーの部下は首を剣で斬きり落とされてしまう。

　さらにその兵士はこちらを見る。

「おまえ、革命軍だろ」

「…………」

　バレた。

　だがルークは一度にやりと笑ってから、叫ぶ。

「こ、こいつ、革命軍だぞ！　裏切り者だ！　殺せ！」

「なっ」

　それで一いつ斉せいに、その兵士の背後に、『稲光いづち』が生まれる。ルークがなにも、やる必要はない。

「き、貴様……」

　兵士はそう言ったところで、稲いな妻ずまを受けて、死んだ。

　本当に、ひどい戦場だった。

　誰だれが味方かわからない。

　誰が敵かわからない。

　ただ、人が死ぬだけ。

　無意味に人が死ぬだけ。

　ルークは一歩下がり、それから、地面を転がる仲間の首を見る。クラウを救った、ミラーの部下の首を。

「……大だい丈じよう夫ぶ。君の死は、無む駄だにしないよ。この革命を、なんとか……」

　そこで、背中をナイフで刺される。刺してきたのは、仲間だった。

　革命軍の、兵士だった。

　ルークはそれに、笑う。

　痛みと、自分の間ま抜ぬけさに笑う。

　振り返る。

　革命軍の兵士が言う。

「この、貴族の犬が！」

　必死な顔をしている。まだ、十四、五歳くらいの、少年だった。

　こんな子供が、戦場にでる。それがローランドだ。とても、存在する価値がある国とは、思えない。

　ルークはその、少年の腕うでを摑つかんで、言う。

「……慌あわてるな。僕は、仲間だ」

「え」

「そして、命じる。僕の背後を取れるくらい、君は優ゆう秀しゆうなんだろう？　なら、頼たのまれてくれ」

「そ、そんな、俺は仲間の背中を……」

「いいから。ちょっと僕の後ろを見て。目線は送らないで。クラウ・クロムが、生きてる。シュス・シラーズが助けようとしている。君は仲間を何人か集めて、あそこに魔ま法ほうを撃うち込んで。そしたらシュス・シラーズがきっと、クラウを官舎へ運ぶ」

「あ、あ、クラウさんが……」

「いい？　勝つよ。君、名前は」

「ら、ラッハ……ベラリオール」

「じゃあラッハ。大丈夫。正義は僕らにある。だから、絶対に勝つ」

　とんっと、ルークは少年の腕をたたく。

　正義。

　正義がある。

　正義なんてこの国では、いままでなんの価値もなかったけれど、ルークはあえてそう、言った。

　すると少年の目には希望が浮うかぶ。

「あ、あなたの名前は？」

「はは」

　ルークは、名乗らなかった。名乗ったところで、意味はないのだ。

　生き残ることができるかどうかも、わからないのだから。

　生き残る価値がある国になるかどうかも、わからないのだから。

　だが、それでも彼は、走り出す。

　無駄かもしれない戦線を維い持じするために。

　この革命を維持するために。

　ここを守り切れなければ、貴族たちの総攻こう撃げきが始まってしまうだろう。ここで革命軍のほうが優勢だと、革命軍に手を貸したほうがメリットがある、と、貴族どもの心に刻みつけなければ、なにもかもが終わってしまうだろう。

　だから、あと、もう少しだけ。

　ほんの少しの間だけ、

「……意味がないかもしれない、夢に付き合ってもらおうか」

　ルークはそう呟いて、宙空に魔法陣じんを描えがき始めた。




　　　　◆




「まるで、女のようだな」

　フェリスがシオンを見て、そう言った。

　走る馬車の中。

　シオンは雨と血で汚よごれた髪かみに、櫛くしを入れていた。

　服はもう、着替えている。ルシルの服だという、シンプルで、それでいて高貴さのある服を選んで、借りた。

　肩かたの傷と、手の傷は、時間がないので焼いて出血を止めた。

　あとは髪を整えれば、まあ、それなりの姿になれるだろう。

　髪に櫛を入れながら、シオンはフェリスに向けて微笑ほほえんで、言う。

「まあ、なにせ僕は、高貴な高貴な、皇子様だからねぇ」

「吐ぬかせ。ただのだんご配達人の間ま違ちがいだろう？」

「うん。ま、最近じゃそれも仕事のうちだけど」

　と、シオンは疲つかれた顔で、笑う。

　彼が向かう先は、いままでずっと中立を守っていた、ヌーブル伯はく爵しやく邸ていだ。

　このローランドには、権力を握にぎる巨きよ大だい勢力が二つある。

　アバーズ公爵と、ステアリード公爵の、勢力だ。

　そしてその下で、ワティ侯こう爵しやくやテングロン侯爵が争っていて、その下部に何人もの貴族たちが付き従って集団を作っているのだが。

　しかしそれとは別に、権力の中ちゆう枢すうで無駄な争いをしたくない、という、穏おん健けん派の貴族たちもいて、その中心にいるのがヌーブル伯爵だった。

　すでに、シオンを擁よう立りつしてくれようと動いてくれていた貴族たちから、ヌーブル伯爵には連れん絡らくはしてある。

　この状じよう況きようで、激変が始まろうとしているいまのこのローランド帝てい国こくで、それでも彼がシオンを受け入れる──というのであればまだ、未来に繫つながる可能性はある、

「……気がする」

　少しだけ自じ嘲ちようするような笑えみを浮かべて呟いて、シオンはそっと、馬車の窓を開く。

　外を見る。

　やはり雨が降っている。

　雲がかかり、空は暗い。

　空が何度も明めい滅めつするが、それが稲妻のせいなのか、魔法のせいなのか、もうわからない。

「シオン」

　フェリスが聞いてくる。

　だが彼は振り返らない。もう、ヌーブル伯爵邸に到とう着ちやくするはずだ。そしてその、邸宅の前に、馬車がいくつも停とまっている。

　馬車だけじゃない。それを守る、貴族たちの私設兵たちが何人も立っている。

　あれが敵なら、終わりだ。

　あの数の私設兵を相手にしては、さすがのフェリスも、一人ではどうにもできないだろう。

「シオン」

　また、フェリスが言ってくる。

　シオンはそれに、振り向く。

「ん？」

　彼女はまた、聞いてくる。

「おまえはまだ、私の質問に答えていないぞ」

「質問？」

「ああ」

「なんだっけ？」

「いったい、なにをやってる？　いまこの国で、なにが起きている？」

　その問いには、答えられなかった。

　なにが起きているのか？

　もしも自分が奇き蹟せきを起こせなければ、結局はなにも起きていない、ということになる。

　いつもの、暗い、陰いん惨さんとした、ローランドだ。

　貴族たちが笑い、馬ば鹿かな夢を見た平民たちが虫けらのように殺されるローランド。

「……ヌーブル伯爵邸に入ります」

　御ぎよ者しやが言ってくる。

　攻撃がきたら、それで終わりだった。

　すべてのシナリオは、すぐにそこで終わりだった。

　フェリスを逃にがし、自分が犠ぎ牲せいになって、終しゆう了りよう。

「……ぐ」

　緊きん張ちようで、体が震ふるえる。いまさらなにを怯おびえるのかと笑いたくなるが、それでも、自分がまだ、奇蹟に期待していることに、気付く。

「…………」

　攻撃は、こなかった。

　ヌーブル伯爵は、シオンを受け入れたのだ。

　シオンは笑みを浮かべる。まだ、自分には進む道が残っているらしい。まだ、やるべきことが残っているらしい。めんどうな、ことだが。

　馬車が停まる。

「つきました」

　御者が言う。

　それにシオンはうなずいてから、フェリスを見た。

「……悪いけど、ちょっとフェリス、俺の偉えらさを貴族の連中に演出するために、君がさきに出て、馬車の扉とびらを開いてくれないかな？」

　と、頼む。

　当然、フェリスは説明を求めるような、不満そうな顔をしている。

　だがそこで、馬車の扉が開いてしまう。

　扉のさきには、貴族が立っていた。

　金きん髪ぱつの、異常なまでに美しい男が。

　そしてその、貴族の男を見て、フェリスが驚おどろいて立ち上がる。

「に、兄様……!?」

　そう。

　そこに立っていたのは、ルシルだった。

　フェリスの兄。

「いったい、ここでなにをしている？」

　と、彼女は聞く。

　だが、ルシルは微笑むだけで、答えない。シオンのほうを見上げ、

「シオン・アスタール皇子、お手をどうぞ」

　などと、言ってくる。

　まるで従者のように。

　護衛のように、ルシル・エリスがそう言ってきて。

　シオンは笑って、言う。

「どういうこと？　奇蹟を起こすまでは、手を貸してくれないんじゃなかったのか？」

　するとルシルはやはり、笑う。

「妹が──偶ぐう然ぜんに君を助けた。それもこれは、二度目だ。そして彼女にも、エリスの血は流れている」

「つまり、俺は選ばれた？」

「さて、ね。でも、ここまでは悪くない。天は君を好きなようだ」

「……天？　悪あく魔まの間違いだろう？」

　するとルシルは妖あやしげに笑う。そのまま手を伸のばしてくる。

「さあ進もう。見せてくれ、奇蹟を。君はどんな手を使っても、前に進むんだろう？」

　その手を、シオンは取ろうとする。

　横でフェリスが、シオンの腕うでをつかんでくる。

「シオン」

　と、彼女は呟つぶやく。

「前も言ったが、兄様と進むのは、すすめない」

　だが、シオンは彼女のほうを見ないまま、答える。

「もう、遅おそいんだ。俺は止まれない。そしてルシルがいるなら、君はいらない」

「……あ」

　腕を動かし、フェリスの手を振ふりほどく。

　シオンはそのまま、馬車を降りる。

　背後でフェリスが言う。

「おい、シオン」

「…………」

「シオン」

　それに、彼は振り返って、微笑む。
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「心配してくれてるのは、わかってるよ。君は優やさしいね。でも、俺はいく必要があるんだ」

「愚おろかな道だ」

「知ってるよ」

「馬鹿が進む道だ」

「ああ、そうだ。だから付き合わなくていい。というか、ここでルシルが出てきたのは、妹にこの先を見せたくないからだろう？」

　と、シオンは横の、フェリスの兄を見る。

　するとルシルは笑う。

　そして、言う。

「フェリス。家に帰りなさい。子供は寝ねる時間だよ」

「ふざけるな。まだ、夕方にもなってないぞ兄様」

　だがそこで、ルシルがかすかに瞳ひとみを開く。妹を見つめ、

「フェリス」

「…………」

　それだけで、フェリスは黙だまってしまう。二人の間あいだ柄がらがどういうものなのかはわからないが、彼女は動けなくなってしまった。

　ルシルが、馬車の扉を閉めてしまう。

　彼女は、出てこない。

　シオンはそれに笑って、言った。

「門限がずいぶん早いね」

「私は妹が好きだからね。それに、これから君がやろうとしてることを、妹は見るべきじゃない」

「……俺がやろうとしてること？」

「ああ。君は奇蹟を起こすんだろう？」

「…………」

「でもそんな簡単に、奇蹟なんか起きない。偶然や、運命なんて、そうそう何度も期待できない。手も汚よごさずに、魂たましいも売らずに、奇蹟なんて起きない。なら、君がやろうとしていることはきっと、妹が見るべきことじゃない」

　と、ルシルは言う。

　そしてそれにシオンは剣けんの一族の当主を見つめ、笑って言った。

「ああ、そうだな。でもルシル、君に一言いいかな？」

「なんだい？」

「おまえはシスコンだな」

　すると少しだけ驚いたようにルシルはこちらを見てから、

「ははは」

　と、乾かわいた声で笑った。

　そして会話は、そこまでだった。

　シオンの前に、数十人の私設兵たちが進み出てくる。これはもう、怖こわくない。ルシルがいれば、こいつらはもう、怖くない。

　だがそれを殺せたところで、なんの意味もないのだ。

　自分が起こさなければいけないのは、人心を掌しよう握あくするような圧あつ倒とう的な奇蹟。

　このローランド帝てい国こくを根本から塗ぬり替かえるような、強きよう烈れつな奇蹟。

　私設兵に守られながら、数人の貴族たちが前に出てくる。一人は知っている。シオンを擁よう立りつしようとしてくれている貴族──タールレウス伯はく爵しやく。だが、彼は重要人物ではない。いま、重要なのは、中央にいる三十代半ばの、男。

　ヌーブル伯爵だ。

　綺き麗れいな口ひげを生やし、背筋のぴんっと伸びたその男はこちらを見つめて、言ってくる。

「これは、シオン・アスタール皇子──本来であればわたくしのほうから皇子の許もとへ出向かねばならないところ……」

　が、それをシオンは遮さえぎる。

　いちいち、お互たがいの距きよ離りを測ったり、社交辞令に時間を使っている暇ひまは、いまはないのだ。

　だからシオンは、言った。

「頭をお上げください、ヌーブル伯爵。いまの状じよう況きようは、伯爵もご存じのはずです。このローランド帝国ではいま……」

　ヌーブルがうなずく。

「革命が、起きようとしている……ですか？　皇子を旗印にした軍の一部の者たちがいま、テングロン侯こう爵しやくの私設兵と衝しよう突とつしている。しかしこれではまるで戦争だ。わたくしは、今回の皇子のやりかたを好ましくは思っていません……犠ぎ牲せいのわりには、勝ち目があるとは、とても思えませんし」

　シオンはそれに、笑う。

「ではなぜ、私にお会いになったのですか？　私が勝つ可能性を感じていただけているのでは？」

「いえ、申し訳ありませんが、わたくしどもはあくまで平へい穏おんに、中立を維い持じしたいと思っておりますので──」

　そこでさらに、私設兵が増える。

　殺気が感じられる。

　シオンはそれを目で、ぐるりと見み渡わたす。

　ヌーブル伯爵邸ていの、庭園内に数百人は兵士が潜ひそんでいそうだった。

　シオンは、聞いた。

「私を捕とらえて、テングロン侯爵に引き渡す、ですか？」

　が、ヌーブルは首を振った。

「いいえ。あくまでわたくしたちは、中立です」

「では？」

「皇子にはしばらくの間、こちらに留とどまっていただきたい、と思います」

「つまり拘こう束そくすると？」

「いえいえ、あくまで、大切なお客様として、扱あつかわせていただきます」

　確かに、中立だ。

　どこの勢力が勝ったとしても、そこにシオンを売ることが出来る。

　つまりこいつは、シオンが勝てば、シオンにつく、ということになる。

　シオンは聞いた。

「……率そつ直ちよくなところ、伯爵は、どこが勝つと思われますか？」

　だがヌーブルは肩かたをすくめて言った。

「その質問に、なにか意味があると思っているのですか？」

「というと？」

「どこも、勝たないでしょう。いつも誰だれかが勝ち、誰かが負ける。ですが結局は、なにも変わらない。この国はまるで、なにか質たちの悪い呪のろいでもかけられているかのように、なにも変わらない。だからこそ、なにかを頑がん張ばって、民たみや兵の命を失うのは、馬ば鹿かげた話だと思ってます」

　シオンは目を細める。

　確かにそういう戦い方も、あるだろう。戦わなければ、殺されない──特権階級にいるのであれば、そういう選せん択たく肢しも、あるかもしれない。

　もちろん平民は死ぬ。

　女、子供、力がない者から、死んでいく。

　だがヌーブルは違ちがう。

　貴族だ。

　だから、戦わなければ、敵に目をつけられなければ、少なくとも自分の周囲にいる人間だけは、守ることができる。

　そういう戦いもある。

「…………」

　だがシオンの仲間は違う。貴族じゃない者が多い。理り不ふ尽じんに、意味もなく、残ざん酷こくに殺されてしまう。

　国を変えなければ。

　この国を変えなければ──

「…………」

　だがそれを、ヌーブルに話したところでわかりあえないだろう。

　彼は生まれついての特権階級で、強い者につくのだ。

　自分たちの身を守ることで、手て一いつ杯ぱいなのだ。

　だからシオンは、もう一度聞いた。

「……ヌーブル伯爵。いま、軍部で起きている戦争──あれはどちらが勝つとお思いですか」

　ヌーブルは答えた。

「だからそれに、わたくしは興味が……」

　が、シオンは遮って、言った。

「私です。私が勝利します」

　ヌーブルが、なにを馬鹿なことを言ってるんだ、このガキが、といわんばかりの目でこちらを見る。そしてすぐに、それを打ち消すような微笑ほほえみを浮うかべる。

「……そうですか。さすが皇子様。ではわたくしの屋や敷しきで、皇子が勝利するのをゆったりと待ちましょうか？」

　が、シオンは遮って、言う。

「あの戦争はつまり、テングロン侯爵と、私を擁立する軍の戦い──ということになると思います」

「ええ、そうですね」

「私の側についてくれる貴族の方も数人います。つまりその貴族の方と、テングロン侯爵との争いということに……」

　が、ヌーブルがそれには首をかしげる。

「……いえ、僭せん越えつながらいまのところ、皇子につく貴族がいるとは、とても思えないのですが」

　などと、言う。

　シオンはヌーブルの後ろにいる、自分を擁立すると確約してくれたはずのタールレウス伯爵へと目を向ける。

　タールレウスは、目をそらしている。

　つまりは、そういうことらしかった。

　だが、別に彼は悪くない。そんな確約には、最初から意味がないと、シオンにもわかっている。

　誰もがそうだ。自分の命が危あやうくなれば、すぐに意見はひっくり返るだろう。

　ヌーブルが、言った。

「……まだ、皇子は状況を把は握あくしていらっしゃらないようですから、お伝えします。アバーズ公爵が動かれました」

　アバーズ公爵というのは、この国における最大勢力を持った貴族の一人だ。対たい抗こうできるのは、ステアリード公爵くらいしかいないだろう。

　ヌーブルは続ける。

「アバーズ公爵が、テングロン侯爵を保護し、国家を騒さわがせる革命軍殲せん滅めつに動かれるそうです」

「…………」

「もともとは、テングロン侯爵はステアリード公爵派でした。ですが今回の件で、アバーズ公爵側につきます。これで、アバーズ公爵の勢力が最大になったといえます。そのアバーズ公爵と対立している皇子は──」

　未来が、ない、と、ヌーブルは言いたいのだろう。

　シオンは言った。

「ではヌーブル伯爵。あなたは、アバーズ公爵の側に、つくと」

「そうは申しておりません」

「ですがアバーズ公爵が勝ったなら、いい条件で迎むかえられるように私の身み柄がらを拘束して、売れるようにしておきたい、と？」

「……いえ、あくまで、中立を保ちたいだけです。そこは誤解なきよう」

　吐ぬかせ──と、シオンは笑いそうになる。

　だが、ヌーブルの立場はやはり、わかる。戦わないで、安全をはかりたい。

　戦うことに、そもそも意味を感じていないのかもしれない。

　確かに、目指す勝利がないのに戦って仲間や家族を失うことには、なんの意味もないだろう。

　だがそれに、シオンは言った。

「……ヌーブル伯はく爵しやく、あなたには、野心はないのですか？」

「なんの話でしょうか」

「たとえばアバーズ公爵よりも高い地位を手に入れたい、とか、強い権力を手に入れたい、とか」

「ありませんね。そもそも、それを誰が与あたえてくれるというのですか？」

　それにシオンは、答えた。

「私が」

「ははは、ご冗じよう談だんを」

　ヌーブルは、笑った。絶対に不可能な、世よ迷まい言にあきれるように、笑った。

　だがシオンは気にせず続ける。

「いえいえ、世迷い言ではありません。ヌーブル伯爵こそ、少し、状じよう況きようの把握ができておられないようです」

「ほう」

「私が今日、ここにきたのは、あなたに助力を請こうためではありません」

「ふむ。では、なんのためにいらっしゃったのでしょう？」

「命令を、伝えに」

「……命令？　それは、誰からの？」

　そこでシオンは、懐ふところから、王から奪うばった紋もん章しようを取り出した。

　金の紋章。

　槍やりに、蛇へびが巻き付いた、ローランドの紋章。それをくるっと回し、それから、

「もちろん、私の父──ローランド帝てい国こく王からの、です」

　ヌーブルの顔色が、あきらかに変わったのがわかった。

　しかし不用意な発言は、しない。

　これが、彼が長く生き残って、中立を保ち続けられた理由だろう。大きく深呼吸をするような吐と息いきが漏もれてから、小さく、

「……陛下は、ここのところ誰ともお会いになられていないと……」

　だが、遮さえぎってシオンは言った。

「さきほど、会ってきました。これは調べてもらえばわかります」

　事実だ。

　誰かが調べに走ったのが見えたが、調べられても問題ない。

「父から、名指しで呼び出しを受けたのです」

　これは噓うそ。

　でも、調べようがない。実際に、会ったのだから。

「そしてこの、紋章を受け取った。父の代理として、重要な命令を遂すい行こうするように、と」

　また、噓。

　なんの命令も受けていない。だがやはり、それは調べようがなかった。

　ヌーブルが紋章を見つめている。なにかを必死に、計算しているのがわかる。

　だが、計算が追いつかないうちに、シオンは続けた。

「ですからもう一度、お聞かせください。ヌーブル伯爵。あなたには、野心はないのですか？」

「…………」

「アバーズ公爵。ステアリード公爵。確かに、大きな力を持っているでしょう。ですが、あなたは今後も永遠に、その下で怯おびえて暮らすおつもりですか？」

「…………」

　ヌーブルの表情が、冷たく、色をなくす。

　もう、一押しだった。

　信用を得るまで、もう一押し。

　ヌーブルを獲かく得とくすれば、一気に傘さん下かの貴族は増える。それでもアバーズ公爵やステアリード公爵には遠く及およばないが、しかし、シオン派──という人間は、増える。

　そしてシオンを信しん奉ぽうするニンゲンが増えれば、彼の力はそれだけ増大するのだ。だから確実に、彼の心を捕とらえる必要が、あった。

　ヌーブルが、警けい戒かいした声こわ音ねで、言った。

「……皇子。少し、質問してもよろしいでしょうか？」

　シオンはうなずいた。

「いいですよ。ですが、質問を一つするたびに、私からの伯爵への信しん頼らいは落ちますが」

「…………」

　さらにヌーブルが、緊きん張ちようする。

　当然だろう。

　その質問は、信頼が試ためされているのだから。

　だがその信頼は、シオンに対するものだけじゃない。

　アバーズ公爵への。ステアリード公爵への。いままで中立を保ってきた、仲間の貴族たちへの信頼、すべてを背負ったものになるはずだった。

　一言でも、自分の利について話したなら──それは誰だれかの敵になることを意味する。

　アバーズ。

　ステアリード。

　そして、シオン・アスタール。

　人は永遠に中立でいることなど、できない。永久に誰とも戦わないまま、逃にげ続けることはできない。

　なにかを選び、その結果、なにかを失う。

　シオンが人であることを失ったように。

　キファが、姉妹しまいを失ったように。

　ライナが、自由を失ったように──

　絶対に安全な世界で安あん穏のんと生きていた貴族どもも全員、この、命いのち懸がけの戦場に引きずり出してやるのだ。

　シオンは笑いながら、手を差し出した。

「さあ、どうしますか？　質問を、しますか？」

　ヌーブルはそれに、結局、聞いてきた。

「……一つだけ、お聞かせください」

「一つ……いいでしょう。なんでしょうか」

「王は……陛下は、なんと皇子に、命じられたのでしょう？」

　それが、ヌーブルからの質問だった。

　そしてそれは、素す晴ばらしい質問だった。それを聞けばきっと、シオンが本物かどうかが、わかる。

　あの王がいったい、どんな命令を下すのか？

　どんな特命を下すのか？

　くだらないものであってはならない。そもそも、この国の王は、表おもて舞ぶ台たいには出てこないのだ。

　壊こわれているから。

　人間として壊れているから、なんの命令も、なんの指示も、ださない。

　だからこそ、貴族たちがこれほどの力を振ふるっているのだ。やりたい放題に、欲望を増大させているのだ。

　だからきっと、王がなんの命令をしたのか？　それを聞けば、シオンが言っていることが噓かどうかを判断できる、と、思ったのだろう。

　そしてその質問をするのは、アバーズ公爵へも、ステアリード公爵へも、中立派の貴族たちへも裏切りにならない。

　ただ、単に、王の命令について、確かく認にんしただけ──という、体てい裁さいが保てる。

　圧あつ倒とう的なバランス感覚だ。

　やはりヌーブルが生き残っている理由が、わかる。

　だが、シオンはそれに微笑ほほえんで、答えた。

　そして、ここにくるまでに、あらかじめ考えていた言葉を、言う。

「……命令は、こう。隣りん国ごく──ネルファ皇国と、戦争を始める」

　貴族たちの目が、大きく見開かれる。

　信じられないという、顔。

「だ、だが、先年、エスタブール王国との戦せん役えきが終わったばかりで、エスタブールを統治下におけていないいま、戦争をする体力は──」

　しかしじろりと、シオンはヌーブルを見る。

「……その言葉は、王への反はん抗こう……反逆、ということでいいでしょうか？」

　それで、ヌーブルは黙だまる。

　シオンは、続ける。

「……では、あらためて状況を整理しましょう。いま、軍官舎周辺で起きているあの戦せん闘とうですが──あれはテングロン侯こう爵しやく及およびアバーズ公爵と、王から特命を受けたこの、シオン・アスタールとの争い──ということで、いいですよね？」

「…………」

「つまりアバーズ公爵たちは、反逆者である──という方向へ、今夜の筋書きは進んでいく。それで、いいですよね？」

「……わ、わたくしに聞かれましても」

「では伯爵はお帰りください。そしていま、ここで新たに私の手足となって動いてくださる方は……」

　そこで、ヌーブルが顔をしかめて、言った。

「……皇子。これは、あまりに酷こくな……」

　だが遮って、シオンは言った。

「黙れよヌーブル卿きよう。なんのリスクも取らない奴やつが、いったいなにを手に入れるつもりだ？」

「…………」

「選べ。もしくは消えろ。今夜中に俺はアバーズを殺す。おまえもその中に入るか、それとも、俺の下につくか。二つに一つだ」

「…………」

　ヌーブルはそれに、肩かたを落として、言った。

「……皇子に、つきます」

　選せん択たくした。

　これでこいつは、シオン以外の貴族たちの、敵になった。やはりこの国には、中立など、ないのだ。安全地帯など、ないのだ。

　シオンはにっこり微笑んで、ヌーブルの手をつかんで、言った。

「はは、もちろんそう、言ってくれると信じていました。これからどうか、よろしくお願いします、ヌーブル伯はく爵しやく」

「…………」

「ではさっそく、命令です。まずはこの件を、全貴族の方々へ伝えてください。王命を受けたシオン・アスタールはこれから、ネルファ皇国との戦争の準備を始める。ですがその前に、反逆者アノリタ・アバーズ公爵と、それに連なるものを今夜中に皆みな殺ごろしにする、と」

　ヌーブルが震ふるえる。貴族たちも、震える。シオンが、あっさり貴族を殺す──と命じたことに、震える。

　だが無視して、彼は続けた。

「ですがもしもアバーズを売れば、彼の身内でもその地位は保障しましょう。早い者勝ちで」

　それを、ヌーブルが制止する。

「そ、そんな命令をなさっては、国中で血の雨が──」

　が、シオンは笑って遮った。

「すでに降っている。この国ではいつものことでしょう？」

「…………」

「それに、この国は狂くるっている。完全に狂っている。そして、その国の王を目指すというのなら──」

「…………」

「私も、正気ではいられない。私はすでに覚かく悟ごを決めています。王を目指す、覚悟を──ヌーブル伯爵。それでも私に、ついてきますか？」

　するとヌーブルはこちらを見つめ、なにかを決意するような息を吸い、それをため息で吐はきだしたあと、言った。

「あなたが、勝つのなら──」

　シオンは微笑んで言った。

「私を選んだことを、後こう悔かいはさせません」

　そして踵きびすを返す。

　馬車へと向かう。

　背後からヌーブルが聞いてくる。

「どちらへ？」

「もちろん、仲間たちがいる、戦場です──」

　馬車へと戻もどる。

　フェリスはもう、いなかった。

　門限なのだ。

　こんな狂った世界の出来事は、綺き麗れいな彼女には見せられない。

　馬車に乗り込む。

　御ぎよ者しやに命じて、走らせる。

　前の席に静かに座ったルシルが、笑う。

「……ふ、ふふふ、結局、私の名前は使わなかったね。いまの君には、エリス家の名が──剣けんの一族の名がいるかな、と思って、そばにいてあげたのだけど」

「必要なら、使うよ」

「そう？」

「ああ」

「でも、私の名前などは、いらないかもしれないけど」

　と、ルシルは馬車の外を見やるように、言った。

　シオンは聞く。

「どういうことだ？」

「……君のさっきの言葉、もう、急速に国中に広まり始めてるよ。すごい。保身と欲望が光の速さで駆かけ巡めぐる。この国は本当にすごい」

「…………」

「すでに何人も死んでる。あれほど圧倒的な権力を有していたはずのアノリタ・アバーズ周辺の人間が、偽いつわりの王の庇ひ護ごを受けたという君の噂うわさで、急激に減り始めた。君は、言葉だけで人を殺し始めた」

　と、ルシルは言った。

　そしてこちらを見て、

「素晴らしいね。君の進む道は、いまだかつてないほどに、血まみれだ」

　笑う。

　笑う。

　シオンは笑えない。

　だが、もう進むと決めたのだ。なら、どれだけ血が流れようと、気にしてはいられない。

　革命は、始まってしまったのだ。

　最短の道で進まなければ、もっと多くの血が流れるだろう。

　シオンはルシルに聞いた。

「……おまえこそ、いったい何者なんだよ。死んでいく人間の数が、わかるのか？」

　するとルシルはあっさりうなずいた。

「アバーズ公爵は、君の父親の信奉者だからね──人数が減れば、わかる。特に貴族たちの血は、濃こいんだ。呪のろいの影えい響きようを強く受けているから」

「へぇ。貴族たちは、特別、か？」

　シオンは皮肉げに、言う。

　ルシルが、笑う。

「……で、いまの俺と父親の差は、どれくらいある？　俺はあと、どれくらい頑がん張ばれば王の上に立てる？」

　するとルシルは楽しげに言う。

「まだまだ圧倒的に差があるよ。とてもじゃないけどいまのままじゃ、ひっくり返せない。少なくとも、すぐには無理だ。さあ、君はいったいここから、どうするつもりかな？」

「…………」

「アバーズ公爵をこれで潰つぶせても、なにも変わらないよ。君は有力な次期国王候補になるかもしれない。だけど、王じゃない。君はまだ王じゃない」

「…………」

「奇き蹟せきを起こすべきは、これから。さて、君はどうする？」

「…………」

「どう動く？」

　ルシルが、消えた。

　いなくなってしまった座席を見つめ、シオンは考える。

　だが、考えても答えはでない。

　ゆっくり進む、という選せん択たく肢しも、あるかもしれない。

　このまま権力を手に入れ、王の名を借りて最有力の皇子になり、支配下の人間を増やしていく──

　そういう選択肢も、あるかもしれない。

　だが、それでは、

「……時間が、足りない」

　と、彼は思う。

　その間に多くの仲間を、失ってしまうだろう。

　それにそもそも、王命など、受けていないのだ。

　王は正気を保っておらず、シオンのことを、覚えてすらいなかったのだ。

　なら、いずれ噓うそはバレる。

　バレればすぐに、アバーズ公爵は態勢を立て直してくるだろう。

　その前にステアリード公爵と結ぶことができれば、対たい抗こうすることもできるかもしれないが、しかし、

「……貴族同士で小こ競ぜり合いをしていて、なにが変わる？」

　シオンは、呟つぶやく。

　いままでも、ずっと同じことは続けていたのだ。

　貴族たちがそれぞれ擁よう立りつしている皇子たちを争わせ、欲望をぶつけあってきたが、しかし、ただ、それだけ。

「……奇蹟が、いる」

　シオンは、呟く。

「……奇蹟が、いるんだ」

　低く独り、呟く。

　とそこで、走る馬車の扉とびらが突とつ然ぜん、開く。

　シオンはそちらを見る。

　すると走っている馬車の入り口に、びしょ濡ぬれの男が一人、飛びついてきている。

　男はひどく疲つかれた、苦み走った顔でこちらを見て、言う。

「おい、シオン・アスタール。いまの状じよう況きようを言え」

　ラッヘル・ミラーだった。やはりこの国を革命しようと、独り戦い続けてきた男。

「びしょ濡れじゃないか」

　シオンは言うが、ミラーは気にせず濡れたまま馬車に入ってきて、座る。

「……無む駄だ口ぐちはいらない。状況を言え」

「そっちの状況は？」

「最悪だ。アバーズ公爵の陥かん落らくに失敗した」

　どうやら、ミラーはアバーズ公爵と手を結ぶ計画で、事を進めていたようだった。確かにテングロン侯こう爵しやくはステアリード公爵派で、そこをぶつけあう、というのは、真っ先に考えつく正せい攻こう法ほうだろう。

　だが、失敗した。

　テングロン侯爵が、よりにもよってアバーズ公爵についてしまった。さらにヌーブル伯爵にそれも伝わり、ステアリード公爵潰つぶしという新しいゲームが始まってしまっていた。

　アバーズ公爵の、ゲームが。

　だが、それはもう、覆くつがえったはずだ。

　さっきのシオンの噓で、ブラフで、一いつ瞬しゆんだけだが、この世界はこちらに有利に動き始めたのだ。

　だからシオンは、言った。

「いや、アバーズ公爵はいまはもう、気にしなくても……」

　が、遮さえぎってミラーが言う。

「俺はいま、アバーズ公爵に飼われている。アバーズの情報は入ってくる。おまえのついた噓も、もう聞いた。だが、アバーズはすでに立て直し始めている」

「…………」

「だから状況を、教えろ。おまえはなにを考えている？　なにがやれる？　ローランドの血を引く者しかできない、なにか、特別な奇蹟があるのか？」

「…………」

「ないなら、おまえは切り離はなす。俺はアバーズの下で飼われ、ステアリードを潰し、もう一度ゆっくり、革命の準備をする」

　それはいま、軍の官舎で戦争しているクラウや、ルークも、切り離すということだ。

　いまの仲間を捨て、アバーズの下で再び勢力を拡大し、革命をやりなおす、ということだ。

　ミラーが苦しげに、言った。

「いいか？　だからよく考えて、しかしすぐに、答えろ。おまえに、賭かけてもいいだけのなにかが、あるのか？」

「…………」

「俺たちの命を──革命の火を、おまえに託たくしていいだけの、なにかがあるのか？」

　そんなものは、なかった。

　シオンにはなにもなかった。

　仲間なんか、いないのだ。

　王から命を受けた、というのも、噓なのだ。

　そんな中で、誰だれかの命を背負うなんて、できるわけがない。

　いや、もう、そんなのはごめんだった。

　そうじゃなくてもすでに、俺を信じてついてきてくれ──そう言って集めた仲間は、一度皆みな殺ごろしにされているのだ。

　あのエスタブールとの戦せん役えきで、仲間はみんな、殺されてしまっていて。

　みんな殺されてしまっていて。

「…………」

　そんな奴やつがまた、誰かの命を背負うだなんてそんな自信、あるわけがなかった。

　トニーが死んで。

　ファルが死んで。

　タイルが死んで。

　キファが泣いて。

　ライナが絶望して。

　その、それぞれに人生があって。

　自分の噓で、根こん拠きよのない自信で、世界を救いたいという傲ごう慢まんな想おもいで、誰かが死ぬのを何度も、何度も、何度も見せつけられて。

「…………」

　それでもまだ、自信がある？

　そんな頭のおかしい奴、いるはずがないだろう？

　だからシオンは、ミラーを見て、言った。

「……なぁ、ミラー」

「なんだ」

「俺は、だめな奴なんだ」

「…………」

「誰かの命を背負うのが、震ふるえるほど、怖こわい。泣きそうなほど、怖い。いや、実際に震える」

　足が、震えていた。

　手も、体も。

　あたりまえだ。

　誰かの命を、そんな簡単に背負ったり、できない。

　ミラーが目を細め、こちらを見つめて、言う。

「臆おく病びよう者ものが」

「はは」

「で、その臆病者がだした結論は、なんだ。逃にげたい、か？」

　だが、シオンは首を振ふって、笑った。足を震わせながら、手を震わせながら、心を、震わせながら、彼はこう答えた。

「……いや、今日……今日だ。今日、俺が立つ。世界を変える。今日だめならきっと、俺がダメならきっと……この国は、永遠にだめだ。だからミラー。俺を信じてついてこい」

「…………」

　ミラーがこちらを、見る。

　これは重要な決断だった。

　すぐに決められるようなものでは、ないはずだった。

　なのに、思考をするような時間はないのに、ミラーはあっさり、言う。

「いいだろう。おまえに任せる。俺も同じことを考えていた。きっと、俺じゃ無理だ。俺はこの国の仕組みには入っていない、だろ？」

「そうだ」

　シオンは、うなずく。

　それにミラーは、笑う。

「は、あっさり言うね。なら、命じろ。俺になにをしてほしい？　おまえが欲ほしいものを、すべて手に入れてきてやる。やるべきことを、やるべき時に、やるべき量だけ、今日のおまえのためにこなしてきてやる。だから俺に……この国に選ばれなかった俺に……新しい世界を見せてみろ、シオン・アスタール」

　それに、シオンは命じた。

　およそ不可能な命令を。

　ありえない命令を。

　意味不明な命令を。

　だがミラーは質問せず、説明を求めず、

「それで奇き蹟せきが起きるなら、やってやろうじゃないか」

　馬車を飛びだしていった。

　扉が閉まる。

　また、馬車の中は静かになる。

　車輪が回る音。

　雨の音。

　馬車が向かうのは、戦場だ。

　戦場。

「……奇蹟」

　もう一度、シオンはそう呟く。

　そして顔を上げて──

「ちょっと、逃げたいなぁ」

　彼は、自じ嘲ちようするように、笑った。
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　もう、何時間経たったろうか。

「…………」

　ルークは人を、兵を、敵を殺しながら、そんなことを考えていた。

　全身、血まみれだった。

　途と中ちゆうからひどい雨が降っているのに、血が、死が、体から落ちなかった。

　もう自分が革命軍側だということは、とっくにバレていた。だが、それもどうでもいいくらいに、敵が誰だれで、味方が誰か、わからないような戦場だった。

　本来なら、数百しかいないはずの革命軍が、いまはその数を、何倍にも増やしていた。

　貴族たちが革命軍を潰つぶすために私設兵を増員し、しかし、そのたびにどういうわけか、革命軍が増えていく。

　ぎりぎり、殲せん滅めつされないくらいのところで、踏ふみとどまってしまう。

　人が死ぬ。

　人が死ぬ。

　人が死ぬ。

　なのに戦争が、終わらない。

　いったい、なにが起こっているのか、ルークにはもう、理解できなかった。

　初めはクラウの言葉が、敵の私設兵たちにも届いたのだ──だから、同士討うちが始まったのだ──と、そう思っていた。

　だが、それでは説明がつかないほど長い間、自分たちはここに、踏みとどまることができていた。

　もちろんそうなるように、ルークも手を尽つくして戦っていたのだが、しかし、

「……気味が、悪くなってきた」

　彼は空を見上げて、そう呟つぶやく。

　強い雨。

　暗い空。

　この天候も、数が少ない革命軍の、味方をしてくれていた。

　雨のせいで、敵の連れん携けいは取れていない。敵味方の区別が、つきにくくなってしまっている。

　まるでそれは、天が自分たちに味方してくれているかのようで。

　なにか大きな変革が、今日、ここで、運命的に起きようとしているかのようで。

「……って、ちょっと、希望的観測が過ぎますかね」

　薄うすく笑いながら、彼はまた、敵を殺す。

　バケモノ、と、呼ばれた。

　まずあのバケモノを最初に殺せ、と、言われた。

　なるべく活かつ躍やくしないように、目立たないように気をつけていたが、それも、限界があった。

　一いつ斉せいに兵たちがルークを狙ねらう。

　正面に稲いな妻ずまがいくつもあがる。

　それをよけることは、できる。

　だが、よけたさきにさらに剣けんを構えている兵がいて、それをよけても、その後ろからナイフを投げようとしている奴がいる。

　その、ナイフをたぶん、よけることができない。

「……ん～、やっぱり、希望的観測、だったかな」

　と、彼は表情なく、へらへらとだけ、笑う。だが、あきらめずに彼は動く。

　稲妻の群れをよける。

　よけたさきの剣を、避さけようとして、血と雨でぬかるんだ地面に、足をすべらせる。

「あ……」

　剣が自分の、肩かたに入る。両りよう掌てで刀身を押さえるが、剣が胸まで入ってしまう。

　やられた。

　かなり深い傷を、負ってしまった。

「…………」

　痛みと衝しよう撃げきに、声も出せず、ルークは倒たおれる。

　死体の山の上に、倒れる。

　起き上がることができない。

　起き上がる気力もない。

　もう、十分頑がん張ばった。意味がないかもしれないと思う状じよう況きようの中で、十分戦ってみた。

「…………」

　無む駄だ、だったのかなぁ──と、少し思う。

　なにを期待したのだろう？

　この戦場に、なにを期待したのだろう？

　この腐くさった国に、自分はいったい、なにを期待してしまったのだろう？

　それは、いまとなってはもう、わからなかった。

　クラウが変わると叫さけんだから。

　ミラーが変えると叫んだから。

　自分も、なにか不確かなものを信じてここまできてみたのだが、しかし──

「…………」

　リーレの、言う通りだったかもしれない。

　誰かに任せるべきでは、なかったのかもしれない。もっと念入りな計画を練って、もっと入念に時間をかけて、進むべきだったのかもしれない。

　選せん択たくを、

「……ミスったかなぁ」

　ルークは小さく、呟いた。

　雨が止やもうとしていた。

　雲が晴れ、光が射さし込もうとしている。

　だが、この国に光が射すことはない。

　人が死ぬ。

　人が死ぬ。

　しかし、この国にとって、それはまったく意味がない。

　なんの意味もない。

「……私の、命にも、意味は……」

　とそこで、目の前の男がもう一度剣を振り上げた。ルークに止とどめをさすために、高く剣を振り上げ──




　だが、そこで、突とつ然ぜん、




『全軍に告ぐ。戦争は、終わりだ！』




　魔ま法ほうで拡大された声が、轟とどろいた。

　ルークを殺そうとしていた男が振り返る。

　ルークも、顔を上げる。

　その声は、シオンのものだった。

　シオン・アスタールの、声。

　声の中心は、すぐ、近くだった。

　いつの間にか雨が上がっていた。分厚い雲を切り裂さくように陽ひが射し、声の主を照らしていた。

　声の主は、真っ白い馬に乗っていた。大おお仰ぎようなローブに、銀色の長い髪かみ。

　強い意志が感じられる、金色の瞳ひとみ。

　いつの間にここにやってきたのか、シオン・アスタールがそこに現れていて。

　そっと、手を上げる。

　そして口を開く。

『今日のみんなの死に、意味はない。くだらない貴族と貴族の争いに、意味はない。だから死ぬのをやめろ。殺し合うのをやめろ。そして私に、従え！』

　突然現れて、そんなことを言い出す。

　ルークはそれを、半眼で見つめる。剣で斬きられた胸から血が溢あふれ、意識がどんどん、ぼやけていく中、

「……は、はは、なんですか、それは。そんな言葉で、この世界が変わるなら誰も苦労はしないよ」

　と、笑う。

　だが、他の兵士たちの手は一いつ瞬しゆん、止まる。みな、疲つかれているのだ。なんのために戦っていたのかを忘れるほどに、長い時間ここで殺し合いを続けていたから、誰もが心の底から疲れきっていて、シオン・アスタールを、見つめる。

　シオンは、言う。

『私の名は、シオン・アスタール。現ローランド帝てい国こく王が、平民の女に産ませた子供だ』

　その名を、知らないものはいないはずだった。エスタブール王国の戦せん役えきで名を揚げた、英えい雄ゆう皇子──それがシオン・アスタールのプロフィール。

　だが、それだけ。アバーズ公こう爵しやくや、ステアリード公爵、それに、他の皇子たちの圧あつ倒とう的な権力には、かなわない。

　誰かが言った。

「下げ賎せんな生まれの犬が、なにを偉えらそうにしてんだよ！」

　おそらく、貴族の部下だ。

「そうだ！　おまえになにができる！　おまえがいったい、なにを変えられる！」

　怒ど号ごうがあがる。

　だがシオンはひるまない。堂々と胸を張り、見下すような目で戦場を睥へい睨げいして、答える。

『私はなにもしない。なにも変えない。革命を起こす？　革命軍を潰す？　なんのおままごとだ。おまえらはいったい、なにをやっている？　私は正しい道だけを、進む。ただ、ただ、この国の、王からの命令だけを遂すい行こうする！』

　王からの、命令──と、シオンは言った。

　それに戦場の、すべての人間が緊きん張ちようしたのが、わかった。この国の頂点に立つ、支配者──その名前は滅めつ多たに出てこない。

　だが、すべての人間の心の底に、この国の王への恐きよう怖ふ心しんがある。この腐った国をつくる、元げん凶きようへの畏い怖ふ心がある。

　敵味方全軍が、動けなくなってしまう。

　シオンが、ここで起きている問題を、別のものとすり替かえたのだ。

　そして間かん髪はつを入れず、シオンは淡たん々たんと、続けた。

『王は今日、私にこう命じられた。戦争を始めよう、と。隣りん国ごく、ネルファ皇国を蹂じゆう躙りんしよう、と。私はその、ネルファ皇国を侵しん略りやくするための、代表を務めるように、と、命を受けた。成功のあかつきには、私が、次期ローランド帝国王となる確約も、もらった！』

「…………」

『なのにいったい、おまえらはなにをやっている？　この兵を率いているアバーズ公爵は、テングロン侯こう爵しやくは、いったい、誰の許可を得て、この地で貴重な戦力をすり減らしている？　いまのこの状況は、王の許可を得ているのか!?』

　兵たちが、黙だまりこんでしまった。どうしていいかわからず、恐怖に屈くつして、動けなくなってしまった。

　だが、後方で大規模攻こう撃げき魔法が作られ始める。やはり貴族が命じたものだ。シオンを快く思わない、王からの命令だということを信じない貴族たちが、大規模攻撃魔法を、作り始める。

　ルークはそれを、見つめる。

「……さて、どうするシオン・アスタール。ブラフや、噓うそで乗り切れるのは、ここまでですよ。ここから……ここからあなたは、どう、奇き蹟せきを……」

　だが、どうやら最後まで見ることは、できないようだった。

　意識が、遠のいていく。

　ぼやけていく。

　血が、流れすぎた。

　おそらく自分は、死ぬだろう。他の死体の山と同じように。

　他の死者と同じように。

「…………」

　もしかしたら、いま、ここで、なにかが変わるかもしれないが。

　シオンの登場で、なにかが変わるかもしれないが、どうやらそれは、見れそうになかった。

「…………」

　でも、まあ。

　たぶん、もしも奇蹟が起きるかもしれない、というところまで戦線を維い持じするのが、自分の役割だったというのなら。

　自分の命の役割だったというのなら、それは、

「……達成、でき……」

　そこでルークは、意識を失った。




　　　　◆




　大規模攻撃魔法が上がる。

　巨きよ大だいな稲いな妻ずまの塊かたまりが空に生まれる。

　シオンはそれを、

「…………」

　ゆっくりと見上げる。

　あれが完成するまで、あとどれくらいだろうか。

　少なくとも、完成までにすべての人心を掌しよう握あくすることは、できないだろう。『雷ら落ぐ雷る』の完成には、それほど長い時間はかからない。

　だからシオンは、小さく呟つぶやく。

「……ルシル」

　すると声が、返ってくる。

「ああ、ここで私の出番か」

「手を、貸してくれる？」

「もちろん。どんどん、君の信しん奉ぽう者が増えているからね──君に貸せる力が、増えていってる」

「じゃあ、頼たのめるかな」

「なにを？」

　と、ルシルは聞いてくる。

　それに一瞬、シオンは顔をしかめそうになりながら、しかし、言う。

「……あの、大規模魔法を生み出そうとしている奴やつらを」

「うん」

「……皆みな殺ごろしにしろ」

「ふ、ふふふ」

「…………」

「殺す、殺す、皆殺しにする──か。だいぶ、この国の王らしく、なってきたね。じゃあ何秒後にやればいいだろう。君のタイミングで、命じてよ。ああ、楽しみだ、君が奇蹟を起こすのが。血みどろの上に、君が奇蹟を起こすのが」

　無視して、シオンは口を開いた。

　声を魔法で拡大して、続ける。

『ただちに、攻撃をやめろ。さもなければ、皆殺しにするぞ。私は王の命を受けている。つまり、私に逆らうということは、この国に対する、反逆ということになる』

『雷ら落ぐ雷る』は止まらない。貴族たちはきっと、シオンの言葉を信じていない。

　当然だ。

　全部、噓なのだから。

　ミラーによると、アバーズ公爵はすでに態勢を立て直し始めているのだという。シオンの噓を、シオンの言葉の粗あらを、見つけて反撃してこようとしている可能性が、ある。

　だからシオンはいまここで、すぐに奇蹟を起こす必要があった。アバーズ公爵が、貴族たちがどれほど騒さわいでも、覆くつがえらないだけの奇蹟を演出する必要があった。

　彼は、言った。

『いい加減にしろ。もう、この争いは終わったんだ。次の戦争が始まる。おまえらがやっていることは反逆だ』

　それでも、『雷ら落ぐ雷る』が消えてくれれば殺す数は少なくてすむかもしれない。

　攻撃をやめてくれれば、最小限の犠ぎ牲せいで、奇蹟を演出できるかもしれない。

　しかし、『雷ら落ぐ雷る』は消えなかった。

　消えてくれなかった。

「…………」

　そしてそれをシオンはもう、覚かく悟ごしていた。とっくに覚悟していた。そうじゃなくてもすでに、自分のミスで何人もの仲間を失っているのだ。

　すでに自分は、血で汚よごれているのだ。

　狂きよう気きに塗ぬりつぶされてしまっているのだ。

　決して綺き麗れいな体じゃない。

　なのに、

「……なぜ、いまさら思い悩なやむ」

　シオンは独り、小さく呟く。これから多くの人の命を奪うばうことに、

「なぜ、怯おびえる」

　自分の弱さを、独り嗤わらう。

「そんな資格、俺にはないだろ。俺はこれまで、誰だれも守れなかった。誰も救えなかった。力が足りないんだ。覚悟が、足りないんだ。なのになにを偉そうに、馬ば鹿かみたいに、悩む？　いいから進め。前に進め。たとえ闇やみに堕おちたとしても。いつかこのことを後こう悔かいする日がきたとしても、いまは、少しでも、前に……」

　シオンは泣きそうに目を細め、しかしそっと手を、上げる。

　声を魔ま法ほうで拡大する。

　声が震ふるえないように。

　恐怖に、震えたりしないように注意しながら、彼は──

『逆らう奴は、皆殺しにする！　反逆者どもは、皆殺しにする！　この、シオン・アスタールの前に立つ者は全員、この世から、消えろっ！』

　手を、前へとさし出した。

　すると正面に、ルシルが現れた。

　ルシルがゆっくりと両手を広げる。

　妖よう艶えんな笑えみを浮うかべる。

「は、ははは、はははははははははは」

　前へとまっすぐ、走り始める。

　刹せつ那な、目の前で、人の世では起きてはならない出来事が、起きた。

　数百人、数千人の首が、次々と宙を舞まい始めたのだ。

　人が死ぬ。

　人が死ぬ。

　鮮あざやかな赤が、まるで絵の具のように宙空を舞い、大地を染める。

　戦場は、敵味方混乱していた。

　だからきっと、味方も死んだ。

　敵も死んだ。

　革命軍も死んだ。

　貴族の私設兵も死んだ。

　あるのはただ、死だけ。

　死が、人の群れを蹂躙する。

　まるで海が切り裂さかれていくかのように、シオンの正面からまっすぐ死が進んでいき、最後に『雷ら落ぐ雷る』が、消える。

「…………」

　その光景に、誰も、動くことができなかった。

　なにが起きたか、わからないのだ。

　だが呆ぼう然ぜんとするニンゲンどもに、シオンは伝える。

『これが、王からの命令だ！　王命に逆らう者は皆殺しにする──それは平民も、貴族も、他国も関係ない。だから、くだらない争いはやめろ。くだらない権力闘とう争そうも、やめろ。そして、思い出せ。すぐに思い出せ。ここにあるのはただ、恐きよう怖ふだけ。おまえらはその、恐怖に従っていればいい！』

　兵士たちが、こちらを見る。

　そこにはよく見たことがある表情が浮かんでいる。

　このローランドの民たみがみな、毎日浮かべている表情。

　絶望、畏い怖ふ、恐怖。

　この国はいつも、それらに闇色に塗りつぶされている。

　シオンはそれを、見回す。

　死と。

　血と。

　闇を。

　兵士たちは戦意を喪そう失しつしている。

　もうきっと、戦争は終わりだろう。

　革命軍も崩ほう壊かいだ。

　いや、貴族たちの欲望すら、一時的に弱ってしまっただろう。

　圧あつ倒とう的な絶望に、自分たちがいつもなにに怯えていたのかを、思い出してしまったから。

　この国の人間はみな、心のどこかで、あきらめているのだ。なにも変えられないとあきらめているのだ。

「…………」

　いや、自分だって、そうだ。何度も負けそうになる。本当は自分には、前に進むだけの価値がないんじゃないかって。なにも変えることなどできないのに、無む駄だに叫さけんだせいで、友達や、仲間や、恋こい人びとを、巻き込んで殺したんじゃないかって。

「…………」

　いや、事実みんな、死んだ。

　もうなにも残っていない。

　あるのは、死だけ。

　死と、血と、闇だけ。

　孤こ独どくだ。

　ひどく、孤独だ。

　でも、それでも、シオンは前を向いて、続ける。

　静まり返った戦場で、独り──たった独りで、戦いを始める。

『王は私に言った……すべての民を、恐怖で統治しろ、と』

　兵たちが、民たちが、こちらを見る。

　シオンは続けた。

『そのための力を、私はもらった。いまのがそうだ。私は王の、後こう継けい者に選ばれ、そして、剣けんの一族の力を借りることができるようになった』

　噓うそだった。王はなにもくれなかった。

　だが、真実なんてもう、どうでもいい。

　いやそもそも、こんな国に、価値のある真実など、一つも存在していなかった。

　だから、シオンは続けた。

『だからおまえらは、今後、私に従うことになる。王の力を手に入れた、私に従うことになる。これから隣りん国ごくネルファ皇国を潰つぶす。ネルファの民を恐怖に陥おとしいれ、それが終わったらまた、次。また、次だ！　恐怖は終わらない。永遠に終わらない！』

　兵たちの、顔が歪ゆがむのがわかる。

　当然だ。

　そんなこと、誰も望んでいないのだから。だがこの国はそれを求める。

　いたずらに死を求める。

　無意味に力を求める。

　そしてそこにいる人間たちは、泣き叫ぶのだ。

　もうこんなのは嫌いやだと。

　こんな世界は嫌だと。

　叫んで、叫んで、でもなにも変わらない。

　それがいままでの、この国だった。

『だが……私は王とは違ちがう考えを持っている！』

　戦場の注目が、シオンに集まる。

　彼は、続ける。

『私は……くだらない人の死を見るのは、嫌きらいなんだ。誰かが恐怖に怯えるのを見るのも、嫌い。いや、私自身が──これ以上、この国の王に怯えることにもう、うんざりしている。なにが戦争だ!?　なにが恐怖だ!!　ふざけるな！　ふざけるんじゃないっ!!　私たちは──俺たちは、王の、国の、おもちゃじゃないんだ！』

　驚おどろきの顔で、数千の目線がこちらを見る。王に逆らう者などこの国にはいなかったから。決して許されることではなかったから。

　しかし気にせず、シオンは続けた。

『だから私は──王から直じき々じきの命令を受け、剣の一族の力を得たこの、シオン・アスタールは！　最初の仕事として、この国の王の更こう迭てつを行おうと思う！　すでに私には、それを行うだけの力がある！』

　それも、噓だ。

　そんな力はない。

　だが、それでもシオンは怒ど鳴なった。

『だからおまえらは、私に従え！　この国を変えたいと本気で思っている者は、私に従え！』

　シオンは喉のどが張り裂けんばかりに、叫んだ。

『もう、家族を殺されることに怯えたくない者は、友が死ぬのを見たくない者は、理り不ふ尽じんな世界に怯えたくない者は、私に従え！　これは奇き蹟せきじゃない！　奇蹟を起こそうとしているんじゃない！　もしもおまえらが私についてきてくれるのなら、私は、この国を変えることができる！　だから！』

　と、彼は手を、前に突つき出して、言った。

『もしも世界を変えたい者は、俺についてこい！　俺が、おまえらに新しいローランド帝てい国こくを見せてやるっ！』

　そう、叫んで、シオンは言葉を止めた。

　兵たちは、動かなかった。

　だが、気にしない。

　自分にできることは、これですべてだった。

『……伝えたいことは、以上だ。異論がある者は、いま私を殺せ。殺せないなら──』

　シオンはにっこり笑って、言った。

『おまえらは全員、私の仲間だ』

　そう言ってから、馬にそっと触ふれ、歩かせる。

　向かうは、襲おそわれていた軍の官舎の方角。

「…………」

　攻こう撃げきは、こなかった。

　みな、戸と惑まどっているようだった。

　耳みみ許もとで、かすかな声がした。

「……ふ、ふふふ、すごいね。人を殺してすぐに、おまえらを守る？　いったいそれは、どの口が言うのか」

　シオンは小さく、自じ嘲ちようするように笑って答えた。

「……まったくだね」

「でも、悪くなかった。いまので君の力が、急激に強大になり始めた」

「…………」

「圧倒的な恐怖を見せ、さらに王の横暴を見せてから、救いを演出した。すばらしく嫌らしいやり口だけど、劇的に君の信しん奉ぽう者が増え始めた」

　シオンはそれに、答える。

「……ミラーのおかげだな。国中に俺が今日やろうとしていることを──この国で、王に成り代わろうとしている、ということを、広めてくれている」

　それが、シオンがミラーに頼たのんだことだった。

　今日、いま、この戦場でシオンが叫ぶまでの間に、できるだけ多くのニンゲンに、シオンの決意を広めてくれるよう、頼んだ。

　それはひどく馬ば鹿かげた頼みだった。

　そんなものを広めたところで、いったいなにが変わるというのだろう？

　なにを信用して、ミラーに命を懸けろというのだろう。

　だが、ルシルは言った。

「そうだね。ミラーとかいうのは、頑がん張ばっている。だが、成果は出ていなかった。その噂うわさを信じる者はいなかった。だがいまの演説で、風向きが少しだけ、変わったよ」

「……へぇ。俺にも、少しは目があるか？」

　するとそれに、ルシルが言った。

　馬の横に姿を現し、空を見上げ、なにかを確かく認にんするように頭をぐるりと回してから楽しげに両手を広げて──

「いや、君がたぶん、王になるだろう。起きたよ、奇蹟が。今日の演説で、王と君、一対一の戦いになった。他の王族は候補から消えた。貴族たちにも、そこを争う権利はない。なのに倒たおすべきはずの王には──」

「そもそも、戦う気がない？」

「ああ……まあ、だいぶ、弱ってたしね。死期も近かった」

　シオンはそれに、ルシルを見下ろす。

「あ？　じゃあ、そもそも俺が頑張る必要は──」

　が、ルシルは首を振ふった。にやにやと笑った。

「いやいや、次の候補が見つかるまでは、王は死ねないから。私に、無理矢理生かされる。呪のろいに、無理矢理生かされる。実はもう、ここ三年はそうだった」

「…………」

　と、そこで、シオンは軍の官舎近くまで進み、馬から下りる。兵たちが何人か近づいてきて、涙なみだを流しながら、言った。

「か、感動しました」

「世界がどうなろうと、この国がどうなろうと、俺はアスタール様についていきます！」

　そんなことを、言われる。

　シオンはそれを見つめ、それから、聞く。

「……クラウや、ルークは？」

「クラウさんは、上にいます。ルーク、という方は……」

「知らない？」

「すみません」

「いや、いい」

　そう言って、シオンは官舎に入った。

　といっても、官舎は魔ま法ほうで攻撃されて、穴だらけだった。屋根も落ちている。

　兵たちが次々に、声をかけてくる。

　まだ、夢が見られる、と。

　シオンを王にしたい、と。

　この国を、変えたい、と。

　ここにいるのは大半がミラーの部下のはずだが、その兵たちも、シオンを王として担かつぎ上げることに、未来を見てくれているようで──

　なのにそこで、ルシルが言った。

「あれ、シオン」

「ん？」

「いま、君が王になった」

「え？」

「死んだ。王が。君の、父親が。老ろう衰すいだ」

「なっ」

　シオンは、振り返る。

　するとルシルがやはり、にやにや笑いながら言った。

「この国が──この国にかかっている呪いが、いまので新しい生いけ贄にえを君に決めたってさ。おめでとう、我が主。おめでとう、王様」

　ぽんっと、優やさしく肩かたをたたかれる。

　ルシルは消える。

　それはあまりにも、あっけない幕引きだった。

　ミラーが、クラウが、ルークが、国中の誰だれもが何年も、何年もかけて達成しようとしていた夢が、あっさり叶かなってしまって──

　ライナや、キファが、タイルや、トニーや、ファルの身の上に起きた出来事が、まるで意味がなかったかのようにあっさり、叶ってしまって。

「……そんな」

　シオンは、立ち尽つくしてしまう。呆ぼう然ぜんと、立ち尽くしてしまう。

「じゃ、じゃあ、俺がこの国の……」

　すると耳許でまた、声がする。

「王だ」

「なら、もう……この国は、変わるのか？　いままでとは違う、世界に。もう誰も泣かないような、世界に──」

　が、それは遮さえぎって、ルシルが言った。

「いやぁ、変わらないよ。なにも変わらない」

「…………」

「だって君は、ただの歯車だから。新しいだけの、歯車だから」

「…………」

「言っておくけど、君の父親は──王になりたてのときは、純じゆん粋すいに国を憂うれうような、素す晴ばらしい王だったんだよ？」

「…………」

「でも、今日死んだ。君が奇蹟を起こし、ニンゲンの心をつかんで呪いを担になうことを叫さけんだから、死んだ」

「…………」

「つまり、なにも変わらない。ただ、人を変え、歯車を変え……少しだけ新しい物語が始まっただけ。でも、この国が狂くるっていることには変わらない」

　と、ルシルは言って──

　そしてそれに、シオンは答える。

「違ちがう。俺が、変える」

「はは、君の父親もそう言ってたよ」

「俺は、この国を変える」

「壊こわれる前は、同じことを言ってた」

「俺は決して壊れない。絶対にこの国を──」

　だがルシルはまた、笑って、

「は、はは、ははははは、じゃあ、私もそれを願ってるよ。狂きよう人じんの側かたわらにたたずむのは本当に、本当に退たい屈くつだから」

　そして声も、消えた。

　ルシルが去った。

　目の前には、革命のために必死に頑張ってくれた仲間たちがいた。

　涙を流し、シオンを担ぎ上げて世界を変えると叫んでいる。

　この国を変えると。

　絶望に満ち満ちたこの世界を、自分たちの力でなんとかするんだ、と。

　シオンはそれを、見つめ──

「…………」

　もう、王が代わっているのに、結局はなにも変えることが出来ない絶望の真ん中で、それでも必死に微笑ほほえんで見せながら、

「…………」

　彼は。

　シオン・アスタールは。

　世界でもっとも醜みにくい呪いを受け、この国の王となった。
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　エピローグ　シオンとライナ




「…………」

　ルシルの、言葉の通りだった。

　なにも変わらなかった。

　王になっても、なにも変わらなかった。

　貴族たちの力は大きく、この国の仕組みは変わらず、闇やみは広がり続けるばかりだった。

　玉座にシオンは座っている。

　独り座っている。

　ルークはこない。

　ミラーもこない。

　こんな国は、まだ、望んでいた理想のものじゃない、と、二人は新しい戦いを始めた。

　あの戦争で、大多数の仲間を失った。ルークや、クラウも、ひどい傷を負って、復帰に何か月もかかってしまった。

　復帰後クラウには軍を率いて貰もらうことになったが、やはり向こうも、一ひと筋すじ縄なわではいかなそうだった。

　そしていつでも足あし下もとにまとわりつくのは、力のなさだ。

　誰も救うことができない、力のなさ。

「…………」

　王の座について、数か月。

　やっとできるようになったことがあった。

　貴族に逆らったことによって牢ろう獄ごくに入れられた軽犯罪者たちの、牢獄からの解放だ。中にいる者たちは、かつてのシオンや、ミラーたちの仲間が多かった。

　貴族たちの反対を押し切り、その牢獄からの解放に、成功した。

　そしてその中に捕とらえられていた仲間が、今日、この王の間にくるはずだった。

　広い、居い心ごこ地ちの悪い玉座の間の入り口に、一人の女が、立つ。

　赤い髪かみの、かわいらしい女。

　旅姿をしている。

　かつてのシオンの仲間。

　ローランド帝てい国こく王立軍事特とく殊しゆ学院で同級生だった、女の子。

「キファ」

　と、シオンが言うと、彼女はこちらを見上げて、ちょっとだけ驚おどろいたような顔で笑いながら、近づいてくる。

「うっわ。すごい。ほんとに王様になってる」

「はは」

「どう？　その椅い子すの座り心地。やっぱすごい？」

　なんてキファが聞いてきて、それにシオンは、答える。

「居心地が、悪いよ」

「えー、そうなんだ」

「うん」

「そうかぁ」

「うん」

　と、シオンは、うなずく。

　キファはにこにこ、笑っている。

　シオンはその、彼女を見つめて、言う。

「……キファ、久しぶり」

「うん」

「君を早く、出してあげたかったんだけど、なかなか力が足りなくて」

　それに彼女は、首を振ふった。

「ライナが、独どく房ぼうから出してくれたから……私を、救ってくれたから……軽犯罪者の牢獄は辛つらくなかった」

「…………」

「仲間を裏切った私には、甘いくらいの場所で」

「…………」

「もっと、私なんかひどい目にあえばいいのに……って毎日思っちゃうくらいの、楽な環かん境きようで」

　が、そこで彼女は、言葉を止める。笑う。これ以上話しても仕方がないけれど、という顔で話を打ち切って、こちらを見つめてくる。

「……でも、シオンはすごいね。言ったこと、実現しちゃった。ほんとに王様になっちゃった」

　だがシオンは、首を振った。

「全然、予定通りじゃなかったけどね。あれからも、仲間を何人も失った」

「でも、すごいよ」

「すごくない。いまも、全然力が足りないんだ。だから……」

　力を貸してくれないか？

　そう、言おうと思った。

　だがキファはすぐに反応した。こちらを、見上げ、

「……ライナは？」

「…………」

「ライナは、どうなったの？」

　シオンはそれに、顔をしかめて、答える。

「……まだ、牢獄にいる。僕の力じゃまだ、ライナのいる牢獄は、解放できなくて」

「王様なのに？」

「ひどいもんだろう？」

　キファが、こちらを見上げて、聞く。

「もしも、ライナを牢獄から解放するために私の力が必要なら、手を貸す。でも、私がいなくてもライナを解放できるのなら──シオンがもう、王様だから、彼には危険が及およばないっていうんなら、私は、この国を出ようと思う」

　その言葉に、シオンはキファを見つめた。

「国を、出る？」

「うん」

「なんのために？」

「ライナの目が……いったいなんなのかを、調べるために」

　そこで、シオンはライナの瞳ひとみが暴走したときのことを、思い出す。もう、遠い昔のように感じられてしまう、あの出来事を思い出す。

　キファとシオンが殺されかけて、あいつがおかしくなってしまったときのことを。

　ライナの目が暴走していなければ、あのとき、自分は殺されていたことを。

　なのにあいつは自分をバケモノと責める。自分を人殺しと責める。自分から進んで、牢獄に入ってしまう。

　その、ライナを救いたいと、彼女は思っているようだった。

「目のことを調べに……『複写眼アルフア・ステイグマ』のことを調べにいくのか？」

「うん」

「ライナを救うために？」

　そう、問いかけると、キファはなぜか、嬉うれしそうにもう一度うなずいて、

「……それしかもう、私は生きる意味を持ってないから」

　あっさり、そんなことを言う。

「だから、答えて、シオン。ライナのこと、あなたが牢から出してくれるの？」

　その問いに、シオンはうなずいた。

「……たぶん、できると思う」

「約束できる？」

「ああ、必ず」

「じゃあ、シオンに任せた」

「…………」

「私は外に出る。世界を巡めぐる。あ、でもシオン。そのことはライナに言わないで。私は、全部裏切っていなくなっちゃった、って、もしもライナと再会したら、伝えて」

「君が、そうしてほしいなら」

「うん。そうしてほしい」

「わかった……」

「じゃ、そういうことで」

　キファが、踵きびすを返す。

　途と中ちゆうで、足を止める。振り返って、言う。

「あ、ねえ、シオン」

「ん？」

「顔色がすごく悪いけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

　なんて、キファが言ってきて、シオンは笑う。

「寝ねてないだけだよ」

「昔みたいに、仕事ばっかり？」

「そう。仕事が大好きだからさ～」

「あはは。でも、だめだよ、根こんばっかり詰つめてても、進まないことってあるから」

「そう、かな」

「独りで無理って思ったら、誰だれかに頼たよらないと」

　という言葉に、シオンは笑う。

「それを君が言う？　俺たちに一言も相談しなかった、君が」

「あはは。経験者は、語る、ですよ。最後はライナに甘えて、救ってもらったし」

「そうか」

　と、シオンはうなずいた。

　それに、あのときはなにかを言われても、救うことはできなかった。誰にも、そんな力はなかった。いつもそうだ。必要なときに、必要なだけの力はない。

　だが、キファは言う。

「だから、シオンもなにか辛いことがあるなら、誰かに……」

　だが遮さえぎって、言った。

「友達はたくさんいるよ。仲間も、彼女も、たくさん。ほら、俺ってライナと違ちがってモテるから」

　それにキファは笑った。

「確かにね～。なにせいまや、王様だしね」

「そうそう」

「でも、結局誰にも心を開かないんでしょう？」

「…………」

「だから、なにか相談があったら、いまだけ、ちょっとだけ聞いてあげる。手伝いはしないけど」

「あはは。ひどいなー」

「ひどいのはシオンの顔だよ。ほんとに疲つかれてる」

　それにシオンは、笑って、言った。

「いまは、王になったばかりで、大変な時期でさ」

「うん」

「だから、疲れるのは仕方ないよ。でも、そうだな。じゃあ、頑がん張ばって一生懸けん命めい権力を拡大して」

「うん」

「ライナを牢ろう屋やから出したら……あいつに相談に乗ってもらおうかな」

　するとキファの顔が、ぱっと輝かがやく。

「あ、それいいね。ライナ、誰かが欲ほしがってあげないとすぐ自分はバケモノだとか言って、すねちゃうから」

「はは、確かにね」

「だからそれも、シオンに任せた。私が帰ってくるまで、ライナを……」

「ああ、わかった。キファ」

「ん？」

「気をつけてね」

　キファは、うなずく。

「心配ご無用。なにせ私は、一流のスパイですから」

　その、一流のスパイは、正体がバレて、姉と妹を殺され、仲間を無理矢理裏切らされ皆みな殺ごろしにされ、ライナを投とう獄ごくすることになってしまった。

　それを彼女は背負っている。

　彼女のせいじゃないのに。

　ライナと同じだ。

　自分の責任じゃないのに、ひどい、重荷を背負っていて。

「あはは……じゃあね、シオン。また、いつか」

　と、彼女は去っていった。

「ああ。また、いつか」

　シオンはそう、呟つぶやいた。

　そして玉座の間に、静せい寂じやくが戻もどる。

　ライナを牢獄から出すには、もっと力がいる。

　もっともっと、多くのニンゲンの心を獲かく得とくする必要がある。

　反国王派の貴族を、減らす必要がある。

「……」
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　　　　◆




　それからの毎日は、権力闘とう争そうばかりだった。

　国のための政治など、夢のまた、夢だった。

　何人も殺した。

　何人も殺された。

　そしてそれが、当たり前になっていった。

　自分の中の暗い闇やみが、かすかに、しかし確実に大きくなっていくのを感じた。

　人を殺すたびに。

　誰かを踏ふみつけるたびに。

「…………」

　ある日気付くと、英えい雄ゆう王と呼ばれていた。

　こんなに自分の手は汚よごれているのに、かつてないほどの善政を敷しく、素す晴ばらしい王だと呼ばれていた。

　革命も、一いつ滴てきも血を流さずに前王を更こう迭てつすることに成功した──ということになっていた。

　更迭どころか、前王は死んだのに。

　あれほどの仲間を、敵を、殺したのに。

　闇が膨ぼう張ちようする。

　自分の中の、呪のろいが膨張する。

　正気を保つのは、ひどく難しい。

　全身が、痛むのだ。

　全身が、呪いで侵しん蝕しよくされるのだ。

　いっそ人をやめたら楽になれるのではないか、そんなことを考える夜もあった。

　正気を失ったら、楽になれるのではないか、そんなふうに思うこともあった。

　独りになると、床ゆかで全身を押さえ、痛みにもだえ苦しんだ。

「…………」

　だがそんなある日──

　権力の拡大を続け、権力闘争に勝利し続けた、ある日。

　シオンは、牢獄に収容されている一級犯罪者を解放することができるだけの力を手に入れてしまった。

　初めはそれに少し、シオンは怯おびえた。

　いったいどんな顔で、ライナに会えばいいのか、と。

　だって、自分の手はもう、あのころよりもさらに、汚れているのだ。

　血で、汚れているのだ。

　なのにどんな顔で、ライナに会いにいけばいいのか、そんなふうに、悩なやんでしまって。

「…………」

　だが結局、シオンはライナを。

　かつての親友を、救いにいくことにした。




　　　　◆

　　　　◆

　　　　◆




　そこは光が届かない場所だった。

　日の光も、月の光も。

　いまが昼なのか、夜なのかも、わからなくなるような最悪の牢獄。

　普ふ通つうの人間なら、そこで数か月すごしただけで、発はつ狂きようしてしまうような、劣れつ悪あくな環かん境きようにライナは閉じ込められていた。

「…………」

　いまは深夜で、シオンはその牢獄に、誰にも見られないように訪おとずれていた。

　ここにいることがバレたら、他の貴族からの横やりが入る可能性があったから。そうすれば、ライナに危害が及およぶ可能性も、ある。

　それほどまだ、自分の力はこの国の中において、小さかった。

　なぜ王になれたのか？

　それはただ単に、前王が死んだからだ。

　自分が国全体に、諸もろ手てをあげて王として迎むかえられたわけではなかった。

　だが、いまはそれはいい。

　そんなことはいい。

「…………」

　彼は目を細めて、目の前の光景を眺ながめた。

　石の壁かべと、鉄の柵さくで区切られた狭せまい空間。

　その狭い空間に、所狭しと書類と本が山積みにされている。その量は、幾いく重えにも積み重なった本が床と化し、本来の石の床はまるで見えなくなってしまっているほどで。

　人づてにきいたこの牢獄を管理していた看守の話によると、ライナはここで、ずっとなにかの研究をしていたのだという。

　必死に、二年間、ずっと、なにかの研究をし続けていたのだという。

　あの、何事にもやる気を見せなかったあいつが、二年間もここで、いったいなにと戦っていたのか、それはもう、見当もつかなかった。

　だが、書しよ棚だなを見れば、わかる。

　文字で埋うめ尽つくされた書類を見れば、わかる。

　ライナも独り、ここでなにかと戦っていたのだ。

「…………」

　寝ね息いきが、聞こえる。

　親友の、寝息が聞こえる。

　鉄さびで汚れた柵の向こうで、ライナの呼吸が、聞こえる。

　昔のライナならきっと、シオンの気配に気付いただろう。

　だが、彼は起きない。

　二年。

　二年の孤こ独どくが、ライナを鈍にぶくしてしまったのだろうか。

　そっとシオンは、柵の中に手を伸のばす。散乱している書類を一束つかみとる。

　するとそこには、信じられないほどに馬ば鹿かげた妄もう想そうが並んでいる。

　勇者や、悪あく魔まや、魔王などといった言葉が並んでいる。

　人によってはそれを見て、狂くるってしまった──と、判断するかもしれない。

　それはひどく、幼よう稚ちな論文だった。馬鹿げた論文だった。この世界がこんなにも暗いなら、もっと大きな力で──魔王や、勇者や、悪魔のような力で、なんとか照らせるようになれないか、と、子供のような野望を、祈いのるような気持ちで書いた論文だった。

「……は、ははは」

　シオンは笑う。

　ライナの言葉に、笑う。

　馬鹿にしているわけじゃない。

　決して、馬鹿にしているわけじゃない。

　そしてその中に一枚、ライナの決意表明のようなものが書かれた紙があるのを、見つける。

　それをシオンは、読んでしまう。

　もしかしたら、それを読まなければ、これからの進む道が、変わっていたかもしれないのに、彼は、それを読んでしまう。

　もし読まなければ、もっと簡単に、戦うことをやめることができたかもしれないのに。呪いが、ひどいから。体を蝕むしばむ呪いがひどいから、もっとあっさり正気を失い、楽になることができたかもしれないのに。

　シオンはそれを、読んでしまった。

　そしてそれが、彼を正気へと無理矢理、揺ゆり戻してしまった。

　シオンはその、ライナが書いたレポートへと目を落とす。

　ライナの戦いに、目を落とす。

　するとそこには、こんな馬鹿げたことが、書かれていた。

　こんな、信じられないことが書かれていた。







　人が死ぬのは嫌きらいだ。

　殺すのも嫌い。

　泣かれるのだって、泣くのだっていやだ。

　人生を選べないというのはどういう気持ちだろう？

　家族が死ぬのは？

　好きな人が死ぬのはどうだろう？

　誰だれもそんなことを望まないはずなのに、なぜか世界は、そんな無意味な悲しみばかりを、笑いながら欲ほしがる。

　なにかを無理矢理変えたいと思ったことはなかった。けど、変えなきゃ悲しいし、もうなにも失いたくないから……

　めんどくさい話だが……

　そろそろ前へ進もうかと思う。いままでずっと、目をそらしてきたけど、必要なら、自分の過去だって見つめてみよう。

　そして、

　もう誰もが、なにも失わない世界を手に入れるために。

　あの子も、キファも泣かないし、タイルやトニー、ファルは死なないし、シオンは思いつめなくていいような世界。

　みんなが笑って、昼寝だけしてればいいような世界へ。

　　　　ライナ・リュート







「…………」

　それを、シオンは読んで。

　あのライナが。

　いつも眠ねむい眠いと言いながら、自分に絶望して、誰とも近づきたがらなかったライナが、そんなことを書いてしまうくらいに暗い、醜みにくい、世界の中心で、シオンはそんなレポートを読んでしまって。

「…………」

　彼は、思わず泣き出してしまいそうなのをこらえながら、呟つぶやいた。

「なるほどね」

　震ふるえる声こわ音ねで、呟いた。

「これがおまえの選んだ道か」

　そしてシオンは、失いかけていた正気を引きずり戻もどし、もう一度だけ戦うことを決めた。

　どれくらいの間、自分の体が保もつかはわからないが、心が保つかはわからないが、それでも、

「…………」

　やれるところまで、やってみることを決めた。

　英えい雄ゆう王と呼ばれよう、と、決めた。

　過去最高の善政を行う者だと、称しよう賛さんされることを、決めた。

　あと、少しだけ、真しん剣けんに戦ってみよう、と、決めた。

　だから。

　だからおまえも、

「……こんなところでいつまでも昼寝できると思ったら大おお間ま違ちがいだぞ……こっちは苦労してきたっていうのに……おまえだけこんなところで楽してるなんて俺は許さない。俺だけが悩むなんてのは許さない。おまえは俺のもんだ。俺は、おまえを使うぞ」

　とそこで、彼は泣きそうな顔でにやりと笑って、

「たとえ、おまえが望まなくてもな」

　そう、言った。




　そして伝説が始まった。

　新しい伝説が始まった。




　それは暗い暗い、どうにもならないような闇やみの中で、それでも光を見てしまった二人の物語だ。




　堕おちた黒い勇者と、寂さみしがりの悪魔の紡つむぐ──物語。
















こいん・まじっく







　　第一章　シオン・アスタールの場合




　女の声がする。

　ひどく澄すんだ、綺き麗れいな女の声。

　その声が、

「おまえはだんだん眠ねむくなる。おまえはだんだん眠くなる。おまえはだんだん眠くな……」

　などと囁ささやきかけてきて。

　それにシオン・アスタールは目を覚ました。

　気高さを感じさせる銀色の髪かみに、強い意志が込こめられた鋭するどい金の瞳ひとみ。

　その瞳を、薄うすく開く。

　ちなみに場所は、ローランド帝てい国こくの王城にある彼の仮か眠みん室。

　この国の王であるシオンのものとしてはあまりに質素な、簡易ベッドがあるだけの狭せまい部屋で、彼は独り眠っていた。

　そう、独りで眠っていたはずだった。

　なのに声が聞こえる。

　女の声。

　その声がまた、

「おまえは眠くなるんだ。さあ寝ねろ。寝るんだ」

　などと言ってきて、その声の主のほうへとシオンは目を上げる。

　するとそこには、妙みように無表情な、金きん髪ぱつの美女が立っている。

　艶つややかな金色の髪に、青い瞳。華きや奢しやな体に、その細い腕うでではとても扱あつかえるとは思えない、長ちよう剣けんを腰こしにさしている。

　フェリス・エリスだ。

　そのフェリスが、どういうつもりなのか穴があいたコインのようなものに糸を結び付け、そのコインを左右に振ふる。

　ゆら、ゆら、ゆらとコインを、シオンの目の前で振ってきて。

　それにシオンは言う。

「あの、フェリス」

「おまえはだんだん眠く……」

「ちょ、なんのつもりかな？」

「眠くなれ」

「いや、そもそも僕、寝てたんだけど」

「口答えするな！」

「うーん」

「さあ寝ろ」

　と、コインをまたゆらゆらしてくる。

　そのゆらゆらをシオンは見つめながら、彼女がいったいなにをしたいのかを考えてみる。そして彼女が、コインを持っているほうとは別の手に、一冊の本を持っているのに気づく。

　その本の背表紙にはこんなことが書かれている。




『人を自在に操あやつる方法──悪用厳禁！　誰だれでもできる、催さい眠みん術じゆつ』




　それにもう一度、シオンはフェリスのほうを見上げ、

「もしかしてフェリスは、僕を操るつもりなのかな？」

　と言ってみた。

　瞬しゆん間かん、フェリスの綺麗な青い瞳がきらりと輝かがやき、

「おお、早くも催眠術がかかってきたか？」

「いや、たぶんかかってないと思うけど」

「なら早くかかれ」

「え～……困ったな」

「早くかかれ」

「……あの、フェリス」

「なんだ？」

「その、催眠術で盛りあがってるところとても申しわけないんだけど」

「ふむ」

「仮眠も取ったし、そろそろ僕、仕事に戻もどってもいいかな？」

　と、シオンは上半身をベッドから起こす。

　するとそれを見て、フェリスが怪け訝げんな顔になり、手に持っていた本を開く。

「おかしいな。このコイン法で眠らせてしまえば、すでに相手はあなたの思うがままの操り人形──と書かれているのだが」

　それにシオンは、

「嫌いやな本だなぁ」

　と苦く笑しようする。

「おいシオン」

「うん？」

「右手をあげろ」

「右手？　こうかな？」

「左手をあげろ」

「こう？」

　と、シオンが両手を上げてみせると、フェリスはそれに驚おどろいたような顔になり、

「なんと！　すでに操り人形状態だったか！　ならいますぐ国家予算の七割を使ってだんご祭りを開かい催さい……」

「しないよ？」

「…………」

「催眠術かかってないよ？」

「…………」

　そこでシオンはにやりと笑えみを浮うかべ、

「というか、フェリスは俺を操って、そんなことをしようとしてたのかぁ。じゃあ、俺が操られる前に、ローランド中のだんご屋を潰つぶ……」

　が、そこでフェリスが慌あわててコインを握にぎり、隠かくす。さらに本も自分の背後に隠して、

「と、いう冗じよう談だんはさておくとして……」

「冗談だったの？」

「当然だ」

「ふぅん」

「さ、さて、私はそろそろ帰ろうかな」

　そう言って彼女は踵きびすを返し、部屋を出ていく。

　それをシオンは見送ってから、

「……なんだったんだろ」

　と独り笑ってから、ベッドから出る。

　そして、

「さて、それじゃあ今日も仕事、がんばろっかな」

　と、呟つぶやいた。




　　第二章　ライナ・リュートの場合




　女の声がする。

　ひどく澄んだ、綺麗な女の声。

　その声が、

「おまえはだんだん眠くなる。おまえはだんだん眠くなる。おまえはだんだん眠くな……」

　などと囁きかけてきて。

　それにライナ・リュートは目を覚ました。

　万年寝ね癖ぐせのついた黒くろ髪かみに、やはり万年寝ぼけまなこの黒い瞳。

　その瞳を、ライナは薄く開く。

　ちなみに彼がいるのはいつもの宿屋だ。例によって例のごとく、シオンの馬ば鹿かたれに徹てつ夜やで何日も仕事させられたあげく、やっと宿に帰ってきて二時間ほど寝れたと思ったら、もうこれだ。

　と、ライナは目を声の主のほうへと向ける。

　というか、目を開けただけでもう、そいつの姿は見たくなくても目に入る。

　なにせそいつは、彼の腹のあたりにまたがり、なにやら糸付きコインをゆらゆらさせながらこちらの顔をのぞきこむようにしているのだから。

　その、他人の睡すい眠みんを邪じや魔ましまくる迷めい惑わく女に向かってライナは言った。

「おいフェリス」

「おまえはだんだん眠く……」

「てめぇが起こしてんだろうが」

「いいから寝ろ。おまえはだんだん、だんだん眠くなっていくのだ」

「ああ!?　寝ていいのか？」

「さあ眠くなる。眠くなる」

「言われなくても眠てぇんだよ。じゃあ寝るぞ？　寝るからな？」

「寝ろ」

「んじゃおやすみ～」

　と、ライナは目を閉じる。

　それにフェリスが、

「……ふむ。寝たか？」

「…………」

「寝たのか？」

「…………」

「おいライナ？」

「…………」

「おい、私の声が聞こえてるのか？」

「…………」

「おいライ……」

「うるせぇえええええええええええええええええええええええええええ!?」

　と、ライナは目を開けて、怒ど鳴なった。

　するとフェリスがこちらをにらみ、言う。

「寝てないではないか」

「てめぇが起こしてんだろうが!!」

　するとそれに、彼女は手に持っていた本を開きながら、

「おかしい。このコイン法で寝た相手は、術者が起きていいと言うまで、決して目を覚まさないはずなのだが……」

　などと言う。

　それにライナは彼女が手に持っていた本を見る。するとその背表紙には、催さい眠みん術じゆつがどうのこうの、操り人形がどうのこうのと書いていて。

「ああん？　おまえ俺に催眠術かけようとしたわけ？」

　と聞くと、彼女は首を振ふり、

「いや、おまえは実験台だ。標的は他にいる」

「ほう。誰よ」

「シオンだ。あいつに催眠術をかけて、国の予算でだんご祭りを開催させようと思ったのだが、うまくかからなかった」

　なんて言葉に、ライナはほんの少しだけ興味を持ったように、眠ねむそうな目をちょっとだけ開いた。

「へぇ……シオンに催眠術ね」

「そうだ」

「そりゃおもしろそうだな」

「だろう？」

「ああ。でもその催眠術、俺には全然効いてないぞ？」

　するとそれにフェリスが、困ったようにふむっと腕うで組ぐみし、

「イリスはあっさりかかったのだがな」

　なんて言う。

　ちなみにイリスというのは、フェリスの妹のことだった。

　その、イリスの、フェリスとは違ちがって感情豊かにいつも元気いっぱいの顔を思い浮かべながら、ライナは言った。

「単純な奴やつしかかかんねーんじゃねぇの？」

「ん？　あたかもおまえは単純じゃないかのような物言いだな」

　それにライナはにやりと笑い、

「俺は複雑な男なんだよ」

「……で、催眠術についてなんだが」

「いや、せめて突つっこみ入れてよ」

「なんの？」

「おまえのどこが複雑だー、とか？」

「で、催眠術について……」

「いや、いいけどさぁ」

　と、ライナはため息をつく。それから自分の腹の上に乗ったままのフェリスを見上げ、

「とりあえず、息苦しいからどいてくれない？」

　と言ってみる。

　するとそれにフェリスはうむっとうなずき、しかしなぜかまるでどかずに、

「この催眠術の本によると……」

「いまの、うむってうなずきはなんだったんだよ！」

「いいから聞け」

　と、フェリスの拳こぶしが飛んできて、それがライナの顔面に、

「ぐぎゃぁああああああ!?」

　と、彼は死んだ。

　短い一生だった。

　そのまま目を閉じてぐったりする。

　するとフェリスが、

「で、催眠術の話だが……おいライナ」

「…………」

「ライナ、聞いてるのか？」

「…………」

「仕方ない。もう一度殴なぐって起こ……」

「やめて」

「うむ。で、催眠術についてなのだが」

「どんだけおまえ催眠術にはまってんだよ」

　と、ライナはあきれ顔で目を開いて、言う。

「ま、いいや。相手しなきゃおまえ、際限なくうるさくするつもりだろ？」

　すると彼女はあっさり、

「うむ」

　とうなずいてきて、

「うむじゃねぇよ」

「で、この催眠術が……」

「あ～もうはいはい、ちょっとその本見せてみ。俺が読んでみるから」

　と、手を差し出す。

　すると彼女はそれに、はっ！　と驚おどろいた顔になり、それからなぜか自分の胸を隠すように押さえて、

「わ、私に催眠術をかけて、いやらしいコトするつもりなんでしょ！　わかってるんだからね！　あんたが変態だってことは、私、あんたの顔を見た瞬しゆん間かんからわかってるんだからね！」

　などと急に女っぽい声こわ音ねを作ってノリノリで彼女が言ってくるが、それにライナは半眼のまま、

「……あ～、えーと、俺さ、二時間しか寝ねてないからおまえのその戯たわ言ごとの相手する余よ裕ゆうないんだけど？」

　と言う。すると彼女の顔にかすかにつまらなそうな色が浮うかぶ。

　それにライナは苦く笑しようして、

「んな顔したって相手しねーぞ？　ってか、催眠術の話には付き合ってやっから、早く本貸せよ」

　瞬間、フェリスはまた胸を押さえて、

「そんなこと言って、やっぱり私に催眠術をかけていやらしいコト……」

「あーもうめんどくせぇなおまえは。んじゃあそう。そうそう。もういかがわしいことおまえにしまくってやろうと……」

「やはり思った通りかこの変態男め！　だが、そんな悪行の数々はもう許さんぞ！　正義の味方、美少女天使フェリスちゃんが成敗してくれる！」

　と、マウントポジションから理り不ふ尽じんに思いっきり殴られる。

「ぐぎゃ」

　と叫さけんで、彼は死んだ。

　短い一生だった。

　そのまま目を閉じてぐったりする。

　するとそれにフェリスが、

「さて、そんなくだらないことばかりやってないで、話を進めるぞライナ」

　などと言ってきて、

　それにもう、ライナは疲つかれきった顔でフェリスを見上げて言った。

「……はぁ？　そりゃ俺のセリフだよったく。ってかいつも思うんだけど、この前半のやりとり省略できないの？」

「で、この催眠術の本には……」

「聞いてねぇし……もう、いいからその本渡わたせって。俺が読んでみっから」

　と言うと、彼女はやっと本をこちらに差し出してくる。ライナは本を受けとり、開く。そして中を読んでみる。するとその本はなかなかに本格的なもので、

「へぇ、脳の構造から魔ま導どう科学まで話がいってんぞ。これ、おまえまじで読んだの？」

　と聞くと、彼女は当然だとばかりにうなずき、

「イラストは見た」

「おまえ、その発言をよくそんな胸張って言えるよな～」

　と、妙みように感心しながら、彼は本のところどころに挿そう入にゆうされているイラスト部分を見てみた。

　すると怪あやしげな中年の男が、女の子に向かって糸付きコインをゆらゆらさせている絵が載のっていて。

「まんまじゃねぇか」

　と言うと、彼女はうなずき、

「うむ。私は本に書かれているとおりにやっているのに、なぜおまえらには催眠術がかからない？」

　なんて言ってきて、それにライナはなにか言おうとして、しかしやめる。言うとまた、いろいろ長くなりそうだから、

「……だよねー」

　と、あたり障さわりのない相あい槌づちだけ打って、再び催眠術の本へと目を向ける。

　するとやはり、その本はなかなかしっかり書かれた興味深いものだった。

「……こりゃ、ちゃんとやったらシオンにもかかるかもよ？」

　ライナが言うと、フェリスが少しだけ興奮した様子で、

「本当か！」

　と言ってくるが、やはり彼は適当にうなずいて、読み進める。

　本の中には催眠術と魔導の連れん携けいについて、わりと難解な説明が続いている。

　そしてそこには思ったとおり、精神構造が単純な人間──たとえば子供等──のほうが催眠術をかけやすいらしい、ということや、技術が上がってくれば誰だれにでもかけることができる、などなどが書かれていて。

「ふむ。ふむ、なるほど。ってかこれ、催眠術っていうか、魔法だぞ。へぇ、こんな解かい釈しやくでこの術式を……いやでも実用的じゃないよなこれ、あれ、でもこうすれば……あ、だめか……ってか、いいのかこんなの出版して……？」

　などと言いながら、ライナは本を読み進めていく。

　それにフェリスはライナの腹にまたがったまま、こちらを見下ろしている。

　その間にもライナはページをどんどんめくっていき、

「へぇ、じゃあこの術式は……」

「おいライナ」

「だからこうなって、ここが……」

「おいライナ、退たい屈くつだ」

「あ、噓うそだろ。これでここがいけんなら……」

「退屈だと言っている！」

「ぎゃぁあああああ!?」

　と、ライナは死んだ。

　今日三度目だった。

　そして彼はぐったりと死にながら、

「ってかもう、おまえうるさいから、だんごでも食ってろよ」

　と言うと、彼女は手をぽんっと打ち、

「その手があったか！」

　と、懐ふところから包み紙のようなものを取り出す。そこでやっと彼女は腹の上からどいてくれる。包み紙を部屋の机の上におく。周囲をきょろきょろ見回し、

「おいライナ。茶はないのか？」

　なんて言ってきて、彼は本を読んだまま答える。

「食堂にあんじゃね？」

「ふむ」

　と、彼女は小走りに部屋を出ていく。戻もどってくる。そのまま椅い子すに座り、包み紙を開くと串くしだんごが数本出てくる。それを彼女はじっと見つめる。じーっと見つめる。そして、

「が、我が慢まんだ。湯が沸わくまでの我慢だ」

　とそわそわした様子でだんごを見つめて、数分。彼女は再び席を立ち、お茶セットを持ってくる。湯ゆ吞のみ二つに茶を注ぎ、

「ライナ、茶を飲むか？」

　と聞いてくるので、彼はうなずく。するとフェリスがお茶をくれる。飲みながらライナは本を読み進める。

　するとまた、フェリスが聞いてくる。

「だんごも食べるか？」

　しかしそれには首を振ふって断る。

「寝起きで腹減ってない」

「ふむ。そうか。うまいのだがな」

「…………」

「こんなにうまいのだがな」

「…………」

「あー、このだんごはうまいなー。食べなかった奴やつは後こう悔かいするだろうなー」

「…………」

「こんなにうまいだんごはもう食べられないだろうなー」

「…………」

「あーだんごが……」

「ああもう、うるせぇなぁ。わかった。食うよ。寄こせ」

「しかしおまえの分はない」

「うぜぇ～」

　と、ライナが顔を上げると、目の前に一本のだんごが差し出されている。それに彼は目を少しだけ見開き、それからだんごを受けとる。食べる。

「あ、ほんとにうまいな」

　と言うと、フェリスがかすかに嬉うれしそうに微笑ほほえんで、うなずく。

「だろう」

「ああ」

「じゃあさっさと読め。読んでシオンを操あやつるぞ」

「へいへい」

　と、ライナは催さい眠みんマスターになるべく、あくびを嚙かみ殺しながらベッドの上で本を読み続けたのだった。




　　第三章　クラウ・クロムの場合




　それに気づいたときにはもう、遅おそかった。目を開くと、体の自由が奪うばわれていて。それに、

「くそ、なんだこりゃ」

　と、クラウ・クロムはうめくように言った。

　燃えるような赤い髪かみに、鋼はがねのように鍛きたえあげられた体たい軀く。

　ローランド帝てい国こく軍ぐん元げん帥すいの地位にある彼はいま、自分の執しつ務む室にあるベッドの上で、縄なわのようなもので何者かに拘こう束そくされてしまっていた。

　縄は、ご丁てい寧ねいに首、体、腰こし、足、足首にくくりつけられていて、ほとんど体の自由がきかない。

　それに彼は、顔をしかめる。

　状じよう況きようは非常にまずかった。

　刺し客かくがこのローランドの王城に侵しん入にゆうしているのだ。それも、自分たちの気配を感じさせないままクラウを拘束してしまうことができるほどの実力を持った、刺客が。そんな奴らなら、もしかしたらシオンの命さえ──

「馬ば鹿かが、ンなことさせるか」

　と、彼は肩かたの関節を外して、縄から抜ぬけようとする。腕うでさえ自由になれば、魔法で他の縄を切断することも……

　切断することも……

「…………」

　が、そこでクラウは、思考を止めた。

　肩の関節を外すのも、やめる。

　なぜなら、刺客が自分の顔をのぞきこんできたから。

　刺客は二人だった。

　男女の刺客。

　そのうちの、女のほうの刺客が言った。妙に無表情で美人な、金きん髪ぱつの女がこちらを見下ろし、

「さあライナ、こいつに催眠術をかけてみろ。こいつは見るからに単純そうだからな。練習にはもってこいだろう」

　などと言って、それに寝ねぐせのついた甲か斐い性しようのなさそうな寝ぼけ男が答える。

「脳みそまで筋肉入ってそうだしな」

「こいつにかけられなければ、きっとシオンにはかからないぞ」

「だなぁ」

「さあやれ。やってこいつに裸はだかおどりをさせよう」

「ほいじゃま、やるか」

　なんてことを言う。

　当然その二人の名前を、クラウは知っている。

　ここ半年ほどの間にシオンが使いはじめた素す性じようの知れない部下で、男はライナ・リュート、女はフェリス・エリスという名前のはずだった。

　その、ライナのほうが懐から糸のついたコインを取り出し、こちらに垂らしてくる。

　それをクラウはあきれ顔で見上げ、

「ああ？　てめぇらなにやってんだ？」

　と聞くと、それにライナが言う。

「はいはーい、体をリラックスしてねー。じゃ、コインを見つめてくれるかな？」

「いいから答えろよ。返答しだいじゃてめぇらただじゃおかな……」

　が、さらにそれを遮さえぎってライナが言う。

「いいからいいから、もうなーんにも悩なやまなくていいからねぇ。さ、このコインを見つめて～」

「だーからてめぇ、俺の質問に……」

「はい、あなたはだんだん眠ねむくなる～、あなたはだんだん眠くなる～」

　などと言いながら、ライナはコインで空気中の精せい霊れいを移動させて、見えない魔ま方ほう陣じんを描えがいていく。おそらくなにかしらの魔法を発動しようとしているようで、それにクラウは対処する。

　脳内の魔ま導どうに感応する部位の感度を鈍にぶらせ、ライナが使ってくる魔法に対たい抗こうしようとして──

　しかし、彼はそれを止める。

　なぜなら別の事件がそこで起こったから。

　こちらに催眠魔法をかけようとしてきているライナの横で、フェリスという名前の金髪女が、ばたりと床ゆかに倒たおれてしまって。

　それにライナがそちらを見て、

「は？　冗じよう談だんだろ？　おまえがかかってどうすんだよ」

「むーん」

「おいフェリス、起きろ」

「…………」

「起きろ起きろー、起きないとおまえ抱かかえていかなきゃいけねぇだろー？」

「…………」

「うえ～全然起きねぇ。もうめんどくせぇなぁ」

　と、ライナが本当にめんどくさそうにフェリスを抱えあげ、背負う。

　それにクラウが言った。

「……いや、めんどくさいってのは俺のセリフだと思うが？」

　するとライナがこちらを見下ろして、答える。

「そりゃごもっとも」

「で、結局おまえらなにがしたいんだ？」

「いや、それが俺も被ひ害がい者しやなんでよくわかんないんだよねぇ」

「被害者？」

「なーんか、催眠術で盛りあがっちゃうぞー☆とか、そんな話らしいぞ？」

「はぁ？　全然話の中身が見えないんだが？」

「そりゃそうだろ。たぶん中身なんてないんだと思うし」

　と、ライナは背中におぶった金髪女のほうを見て、ため息をつく。

　それから再びこちらを見下ろし、

「ま、そんなわけで迷めい惑わくかけたな。俺ら帰るよ」

　などと言うので、クラウはライナをにらみつけて、言った。

「帰るのはいいが、縄をほどいていけよ」

　するとそれに、ライナがこちらを見下ろす。そしてそのままなぜか、急に半笑いになって言った。

「じゃ、帰るよ」

「ああ!?　まさかてめぇ、置き去りにするつもりじゃ……」

「はは」

　と、ライナはそのまま部屋を出ていこうとして、

「てめぇ、ふざけんな!?」

　と、クラウは怒ど鳴なった。

　しかしそのときにはもう、ライナは部屋を出ていってしまっていて。

「……おい、冗談だろ」

　と、彼はうめくように言う。

　そのまましばらく天てん井じようを見上げ、

「ああくそ、めんどくせぇなぁ」

　と、結局腕の関節を外す。そして腕を縄から抜こうとするが、しかし、その縄はご丁寧なことに彼が関節を外すことを想定して縛しばりつけていたようで、

「うお、まじかよ。え、じゃあ……」

　と、彼は言った。

「じゃあ、どうすんだ」

　そう、途と方ほうに暮れたような声こわ音ねで言ったとき、部屋の扉とびらがノックされた。

　それにクラウは目だけで扉のほうを見る。そういえば、彼の後こう輩はいのカルネに目覚まし役を頼たのんでいたのだ。仮か眠みんから起こしてくれ、と頼んであったはずで。　だから彼は扉のほうを見て、

「助かった。おいカルネ、ちょっと困ったことにな……」

　が、また、彼は言葉を止める。

　扉の向こう側から、カルネではない、別の人間の声がしたから。

　その声が、言う。

「……困ったこと？　これは、なにかお取り込み中でしたか、クロム元帥閣下」

　ひどく冷たい、声。

　クラウとは犬けん猿えんの仲の根暗男、ミラン・フロワード中将の声だった。

　それにクラウは顔をしかめ、

「ああ？　フロワード？」

　と聞くと、フロワードが答える。

「ええ。私です」

「なんでてめぇが俺のとこにくんだよ」

「なんでと言われましても、用事があったから、としか答えようがありませんが」

「俺のほうにはねぇよ」

「そうですか。ですが私のほうにはありますので、入らせてもらいます」

　などと言ってくる。

　そのまま扉のノブがぐるっと回って、

「って、ちょっと待て！　待て！　入るな！　いままじで取り込み中なん……」

　が、フロワードは無視して入ってくる。そして扉が開き、細身の、長身の男が現れる。

　漆しつ黒こくの長い髪に、この世のすべてを見下しているかのような、冷たい瞳ひとみ。

　その瞳で、縄で拘束されているこちらを見下ろし、

「…………」

　しかし、彼はなにも言わない。

　それにクラウが、

「てめぇ、あの、あれだぞ、これにはいろいろ事情が……」

　が、その言葉を無視して、フロワードはそのまま執しつ務む室のクラウの机に書類を置き、また戻もどってくる。再びこちらを見下ろす。冷たい顔でこちらをのぞきこみ、口くち許もとに薄うすい笑えみを浮うかべると、

「ふ」

　とだけ言って、部屋を去っていこうとして、

「っておまえ、おまえ絶対なんか妙みような勘かん違ちがいしてんだろう！」

　と、クラウは怒鳴った。

　するとそれにフロワードが応える。

「いえいえ、人様の趣しゆ味みをとやかく言うつもりは私にはございませ……」

「趣味じゃねぇええええええええ」

「ふふ」

「ふふじゃねぇよ！　ぶっ殺すぞ」

「でも、手も足もでないでしょう？」

「まじで殺……ってああもういいや。あの、あー、てめぇにこんなことを頼むのは癪しやくなんだが」

「ふむ。縄なわをほどいてほしい、ですか？」

「ああ。頼めるか？」

　とクラウが言うと、それにフロワードは言った。やはり楽しげに、

「いえ、やはり人様の趣味をとやかく言うつもりは……」

「だから趣味じゃないんだって」

「では私はこれで失礼いたします」

「ああ？　てめぇ、まじでこのまま放置しやがったらただじゃおかな……」

　しかしそこで、ガチャンっと、扉が閉まる音がした。

　それにクラウは怒いかりの形相で、

「あんにゃろ」

　と、言いかけたところでまた、ガチャンと扉が開く音がする。

　その音に、彼は助かったとばかりに、

「あ、やっときやがったかカルネ。てめぇが遅おせぇせいで根暗野や郎ろうに馬ば鹿かにされたじゃねぇか。とにかく、説明はあとだ。ちょっとこの縄をほどいてくんねぇか？」

　と、言う。

　するとそれに、扉を開けた主が答える。

「いえ、私はカルネ・カイウェル少将ではなく、あなたの嫌きらいな根暗野郎です」

「なっ」

「そして少し部屋が蒸むし暑かったようなので、扉を開けておこうと思いまして戻りました。これで他の部下たちにも、閣下の趣味を理解してもらえるでしょうし」

「はぁああ？」

「では、今度こそ私はこれで」

「はぁあああ？　ふざけ……てめぇ、てめぇまじで自由になったら真っ先に殺すからな！　絶対殺すからな！」

「………………」

「ってまじでもういねぇのかよ！　あいつまじであとで殺す！」

　と怒鳴る。

　しかしその怒ど声せいに応える者はもう、誰だれもいなくて。

「…………」

　今度こそ彼は、途方に暮れた。




　　第四章　いつもの三人の場合




「あーもう、なんだこれ。眠ねむい。寝ねたい。眠りたいの三重苦だなもう……」

　なんてまったく同じことを三つ並べながらライナは、だらだら歩いていた。

　場所はローランド帝てい国こくの、王城。

　その中を、催さい眠みん術じゆつに勝手にかかって勝手に眠ってしまったフェリスを背負いながら、ふらふら歩く。

　そのまま広間を抜ぬけ、廊ろう下かを抜け、そしていつもの執務室へとやってくる。

　あの、仕事狂きようのいじめっこ大王、シオン・アホターレの奴やつが棲すんでいる執務室だ。

　彼はその扉を開ける。すると案の定アホターレの奴はアホなので仕事をしていて。その、シオンを見てライナはあきれ顔で言う。

「どんだけ仕事好きなんだよ」

　するとそれにシオンが顔を上げ、無む駄だに好青年な爽さわやか笑顔で、

「お、ライナ八時間ぶり。よく寝れたかい？」

　なんて言ってきて、

「なんかその無駄な爽やかさがむかつく」

　と言った。

　するとシオンは笑って、

「で、寝れた？」

　ともう一度聞いてくる。

　その言葉にライナは、自分の過ごしたこの八時間について思いを巡めぐらせる。

　この仕事馬鹿からやっと解放され、そして家に帰りついたのが七時間前。それから二時間寝たところでフェリスがきて、催眠がどうのこうの。この本を読めだどうのこうの。さあこの催眠術を実験しにいくぞどうのこうのであっという間に八時間過ぎてしまっていまに至るのだが、とにかくまああれだ。ええと、

「……いま俺、三重苦中だから、話し掛かけないでくれる？」

　とライナが言うと、それにシオンは首をかしげる。

「三重苦？」

「ああ」

「なにとなにとなにの三重苦？」

「眠いと眠いと眠いの」

「それ一重苦だろ？」

「そんな突つっこみは受けつけてません」

「はは」

　それにシオンは笑って、それからこちらの背中を見る。気持ちよさそうに寝息を立てているフェリスの顔を見つめ、

「なーんか、その様子だと二人で仲良ししてて、ちゃんと寝れなかったー☆とか、そんな話？」

　などとふざけたことを、わざとらしく意味深な顔付きで言ってくるので、それにライナは、

「はっ」

　とだけ、言った。そのまま疲つかれた足どりで部屋の中に入る。そして、

「なぁシオン」

「うん？」

「フェリス、おまえの寝しん室しつに寝かしていい？」

　と、執務室の隣となりに併へい設せつされている、簡易の寝室のほうを指差す。

　するとシオンがまた、フェリスのほうを見てうなずく。

「いいよ」

「さんきゅ」

「でもそのかわりおまえは俺の仕事の手伝いな？」

「どのかわりだよ」

「寝室貸してやるかわり」

「俺が借りるんじゃねぇんだけど」

「でもおまえの彼女ジャーン？」

「ジャーンじゃねぇよ。誰だよおまえ」

「はは」

「ってか、誰が彼女だって？」

「フェリス？」

「はっ」

「照れるなって～ん[image: ]」

　と妙にテンションの高いシオンのほうを半眼で見つめ、ライナは言った。

「ってかおまえ、もしかして俺と別れたあと、寝てねーんじゃねーの？」

　と聞くと、シオンがそれにちょっとだけびくっと反応してから、言った。

「……も、もちろん寝たよ」

「おまえ反応わかりやすすぎんだよ」

「いやいや、ほんと、ちょっと仮か眠みんしたよ」

「ったく、もう、おまえ体壊こわしても知んねーぞ？」

　という言葉に、しかしシオンはにやりと笑って、言う。

「ま、俺が体壊すときはおまえも一いつ緒しよということで」

「はぁ？」

「今日も頑がん張ばって仕事しようねー」

　なんて言葉に、ライナは顔をしかめた。

「絶対やだ」

「やだしない」

「やだね。俺全然寝てないからもう無理」

「そう？」

「うん」

「でもそんなの俺の知ったことじゃない」

　なんて、爽やか好青年の顔のままこいつは悪の本ほん性しようを現して、それにライナは震ふるえる。

　なぜならこいつは本気なのだ。本気でこんな寝てない状態から、ライナに仕事をさせようとしているのだ。

　そのままさらにシオンが、

「いやー、仕事がたくさんあって、嬉うれしいねー」

　なんてふざけたことを言ってきて、それにライナは言った。

「鬼おに！」

　するとシオンは嬉しそうに答える。

「鬼でーす」

「悪あく魔ま！」

「悪魔でーす」

「鬼き畜ちく！」

「はっはっは、なんとでも言いたまえ。しかし仕事は山積みだよライナ君」

　と、シオンは書類の山の前で両手を上げてきて、それにライナは、絶望したような気分になる。

　それからふと気づいて、懐ふところから糸付きのコインを取り出す。

　するとそれにシオンが、

「あ、それ催眠術？」

　と聞いてくるのでライナはうなずき、言った。

「ちょっとおまえ、このコイン見てみ」

　しかしシオンは肩かたをすくめ、

「やだよ。それで寝かされるわけにいかないからな」

　と、書類のほうへと目を向け、仕事に戻もどってしまう。

　そしてもう、そうなることはライナにもわかっていた。コインを見ろと言って、まじまじと見てくれる奴なんて普ふ通つうはいないのだ。

　よっぽど頭が単純な奴を除いては。

「…………」

　と、彼は背中でよく眠っているフェリスのほうを見る。

　するとそれに、

「じゃ、早くフェリスを寝かせてこいよ。ちょっと相談したい案件があるから」

　なんてことをシオンが言ってくる。

　それにライナは、

「俺にはないよ」

　と言ってみるが、シオンはそれに、手を振ふるだけで応こたえる。こちらを見もしない。やはり催眠術をシオンにかけることはできなさそうで。

　それに、ライナはうんざりした顔で隣の部屋にいこうとして、

「…………」

　しかしそこで、彼は突とつ然ぜん、とある名案を思い付いてしまった。

　この、なんの役にも立たなそうな催眠術を使ってすべてを解決してしまうことができる、名案を思い付いてしまった。

　それにライナは笑えみを浮うかべ、それからその笑みをシオンから見えないよう隠かくして隣の寝室へといく。

　簡易ベッドにフェリスを横たえる。

　彼女は本当に気持ちよさそうに眠っていて、その彼女の寝ね顔がおを見下ろしながらライナは、

「ったく、こいつ見た目だけはいいから、寝てる分には天使みたいなのになぁ」

　なんてことを言いながら、しかし手に持っていたコインをくるんと回す。糸の部分を持って、コインを垂らす──

　とそこで、執しつ務む室のほうから声がする。

「おいライナ。フェリスと一緒に寝ちゃだめだぞー。仕事があるんだから」

　なんて声がして、それにライナは振り返り、それからもう一度フェリスのほうを見る。

　相変わらず彼女は天使の寝顔で、それを見て彼は、

「ふ、ふふふ、ふふふふふ、さ～て、それじゃ天使から悪魔を呼び起こしちゃうかなぁ」

　などと言いながら、コインをゆらゆらと揺ゆらし始めたのだった。




　　第五章　フェリス・エリスの場合




　声が聞こえる。

　ひどく眠ねむそうな、気け怠だるい男の声。

　その声が言った。

「おまえはだんだん眠くなる～、おまえはだんだん眠くなる～ってかもう、寝てんだけど……」

「…………」

「でも、俺の声は聞こえてるよな？　俺、この催眠でそう設定してっからな」

「…………」

「ほいじゃ俺の声に耳を澄すませて～」

「…………」

「いまからおまえは、銀色の髪かみの男をライナだと思うようになる。銀ぎん髪ぱつの男をライナだと思うようになる。いいか？　銀髪がライナだぞ？」

　という声がして、それにフェリスは答える。

「……銀髪が……ライナ？」

「そそそ」

「だが、銀髪はシオ……」

「それが最近変わったんだよ」

「最近変わった？」

「そそ、銀髪はライナ。銀髪はライナ」

「銀髪は、ライナ……」

「そう。あ、ついでに黒髪がシオンな。黒髪がシオン。銀髪がライナ。いつもの逆だ」

「ふむ」

「わかった？」

　それにフェリスはうなずいた。

「わかった」

「じゃ、いまから十分したら目が覚めるようにするから、そのつもりで」

「十分したら目覚める？」

「そそ」

「銀髪がライナ？」

「そう。じゃ、催さい眠みん終しゆう了りよう。会話を終わるぞー。はい、じゃ、いまから十分後に！」

　とそこで、パンッという手をたたくような音がした。

　その瞬しゆん間かん、彼女の意識が途と切ぎれ、そして再び目が覚める。

「…………」

　目を覚ましたときにはもう、なにも覚えていなかった。

「んっ」

　と、フェリスは体を起こし、周囲を見回す。

　するとそこはシオンの簡易寝しん室しつで、しかしなぜそこにいま、自分がいるのかがわからない。

　確かクラウの執務室で、あの赤髪男にライナと一緒に催眠をかけていたはずなのだが、

「はて」

　と、彼女は小さく首をかしげた。

　だがそれと同時にお腹なかがくーと鳴って、

「む、腹が減ったな。だんご分が足りん」

　と、いま自分がおかれている状じよう況きようなどどうでもよくなってしまう。そのまま彼女は立ち上がる。隣となりの執務室へと移動する。するとそこには、いつものように二人の男がいる。

　ライナと、シオンだ。

　そのうちの、銀髪の男──ライナ・リュートが言ってくる。

「やあフェリス。もう目が覚めたのかい？」

　いつになく爽さわやかな、好青年然とした笑顔でライナはそう言ってきて、それをフェリスは見つめて、言った。

「その笑顔はなんのつもりだ？」

「へ？　その笑顔って？」

「万年寝ぼけ顔をしているおまえがそんな顔をするときは、たいていやましいことがあるはずだ」

　と、言った瞬間、彼女ははたと気づく。そのまま自分の胸を押さえ、

「ま、まさか私が寝ているのをいいことに、おまえはあんなことやこんなことをしたのではないだろうな！」

　と、叫さけんでみる。

　するとそれに銀髪のライナが驚おどろいたような顔になり、それから目の前の机に座っていた黒髪のシオンに聞く。

「これ、どういうことだ？　フェリスはなんで俺のことをおまえの名前で呼んでる？」

　などと言う。

　そしてそれに黒髪シオンが嬉しそうに答える。

「そういう催眠かけたんだよねー」

「催眠？」

「そそ」

「なんのために？」

「いやー、俺がフェリスに、どんだけ傍ぼう若じやく無ぶ人じんな扱あつかいを受けてるか、おまえにも知ってもらおうと思ってさー」

　などと言う。

　それに銀髪ライナが不思議そうな顔で、

「いや、フェリスが傍若無人なのは知ってるけど、それは誰だれに対しても同じだろう？　俺とおまえを勘かん違ちがいさせる催眠なんかかけても、別に特別なことは起きないと思……」

　が、銀髪ライナの言葉はそこまでだった。なぜならフェリスが腰こしの剣けんを引き抜ぬき、

「意味不明なことばかり言うな！　混乱する！」

　と、殴なぐり付けたから。

　それに銀髪ライナは反応した。フェリスのほうを見て、

「え」

　とだけ、言った。

　そして普ふ段だんなら、それを少しだけ、よけるはずだった。致ち命めい傷しようにならないように、ライナの奴やつは少しだけ体をずらして剣の威い力りよくを半減させるはずだった。

　だが、今日のライナの様子は違った。

　いつもよりも反応が遅おそいのだ。ただ、驚いた顔で剣のほうを見るだけで、そのまま、

「ぐぎゃぁ」

　と、思いっきり顔面に剣があたった。

　そして、吹ふっ飛とぶ。そのまま壁かべにぶつかり、床ゆかにくずおれる。

　するとその光景に黒髪シオンが爆ばく笑しようしながら、

「うおー、痛いったそー」

　などと言う。

　それに銀髪ライナが半泣きで起きあがり、

「う、うあ、あ、じょ、冗じよう談だんだろ……ライナ、こんな暴力毎日受けてんのか？」

「なぁー？　あきらか俺だけ辛つらいだろ？　フェリス俺には全然手加減しないからさぁ」

「って、手加減とかそんな問題じゃ……いや、その、フェリス、こんな勢いで殴られてると、俺死んじゃうかも」

　が、無視してフェリスは言う。

「そんなことよりライナ。だんご分が切れた。買いにいくぞ」

「いやいやいや、ちょっと待ってくれフェリス。あの、俺はライナじゃないんだ」

「なにをわけのわからないことを言ってる？」

「いやほんとに、ほんとに俺はライナじゃなく……」

「やかましい」

　と、もう一度剣を振ふる。すると銀髪ライナはまた、まるで反応できずに剣に叩たたき潰つぶされて、

「ぎゃぁあああ」
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　などと悲鳴をあげるが、こいつはどうせ変態なのだ。今日は殴られたい気分なのだろう。

　彼女はふむっと一つうなずき、

「さあ、だんごを買いにいくぞ。おまえの金で」

　と言う。

　それに銀髪ライナがぐったりと床に潰れたまま、

「……ちょ……ちょっとまじでライナ、こんなの俺、体がもたない。冗談抜きで死ぬかも。頼たのむからフェリスの催眠解い……」

　しかしそれに黒髪シオンが言った。

「やだ」

「ちょ、ほんとに……」

「やだ」

　それに銀髪ライナが、泣きそうな顔で黒髪シオンをにらんで、言った。

「鬼おに！」

「鬼でーす」

「悪あく魔ま！」

「悪魔でーす」

「鬼き畜ちく！」

「はっはっは、なんとでも言いたまえ。しかし催眠は解かないよシオン君。たまには俺の大変さを味わうといいよ」

　と、黒髪シオンが笑う。

　だが、フェリスにとってそんなことはどうでもいい。いつものごとく床から動こうとしないライナのえり首をつかみ、

「さあいくぞライナ。だんごの買い出しだ」

　と言う。

　それにライナは引きずられながら、

「ちょ、噓うそだろ。ほんとに俺、ライナじゃないんだって。おいフェリス、目を覚ま……」

「うるさい」

「ぎゃぁあああああああ」

　と、ライナが叫ぶ。

　それにシオンが爆笑して、

「いやー、お二人さん仲がよろしいことで」

　という言葉にライナが叫んだ。

「てめぇえええええええええ」

「じゃ、二人でゆっくりねー」

「おまえ、おまえ、戻もどってきたら二十日徹てつ夜やで仕事させるからな！」

　なんて、なぜかライナが叫んで、それにシオンが、妙みように眠ねむそうな顔でにっこり笑ってから、言った。

「生きて、戻ってこれたらな」

　瞬間、ライナの顔が蒼そう白はくになる。

　それにフェリスは少しだけ違い和わ感を感じるが、しかし、やはりそこで腹がまたくーっと鳴って、

「おお、いかん。これ以上だんごから離はなれていては死んでしまう。ライナ、急ぐぞ」

「いやだから俺はライナじゃ……」

「言い訳するな」

「言い訳じゃ……ぎゃぁあああああああ」

　と、二人は執しつ務む室を出ていった。




　　　　◆◆◆◆




　そしてその、二人の光景を黒くろ髪かみシオン──もとい、ライナは見送って、

「……うあ～なんかすげぇ疲つかれた。いや、いつも疲れてっけど、今日も疲れた……けど、やっと寝ねれるよもぉ～」

　と、机に突つっ伏ぷそうとした、その瞬間。

　部屋の扉とびらが再び開いた。

　するとその扉の向こうにはクラウ・クロムが立っていて、こちらを見る。にやりと笑う。

「おーおーなんだライナ君。ちょうど寝るとこだったのかな～？　なら丁度よかった。俺が寝かし付けてやるよ～。この、糸付きコインでなー！」

　などと言って、彼は手に持った糸付きコインを振りかざして襲おそいかかってきて、それにライナは、

「は？　ってちょ、待っ……」

「さあ寝ろ！　というか死ね！　殺してやる！」

「ぎゃぁあああああああああ!?」

　と、結局ライナは、シオンたちが帰ってくるまで、寝られなかった。





（こいん・まじっく：おわり）


















はっぴー・あんはっぴー・どりーまー（前編）







　たまに夢を見る。

「…………」

　それはとても温かくて、泣きたくなるほど懐なつかしい夢。

　ぎゃーぎゃーとうるさくて、ひどくめんどくさくて、あまりのうっとうしさに疲れてしまうような夢なのに、なぜかちょっと、幸せを感じてしまうような、そんな夢。

　でも、どうしてそんな夢を見るのかはわからない。

　自分が疲れてしまったからか。

　それとも世界があまりにひどくて、辛つらくなってしまったからか。

　でもなぜか、その夢を見るとまた、少しだけ頑がん張ばろうと思えるのだ。

　前を向いて、歩いてみようかなって、そんな気持ちになるのだ。

　もう戻もどらない過去。

　二度と取り返すことのできない日々。

　そんな光景を眺ながめて、それでも少しだけ、前向きになれるから。

　彼は、その夢を見るのが好きだった。

　もちろんこれはただの夢で。

　いつかは覚めてしまう夢で。

　こんな夢がいつまでも続くとは思ってないけれど、それでももう少し長く。

　こんなにいい夢ならもう少し長く、続いてくれればいいのに。

　そんなふうに思うと、いつも──




「…………」




　ライナ・リュートは、目を、覚ました。

　薄うすく眼めを見開く。

　すると視界には、いつもの景色が広がっていて。

　ローランド帝てい国こくの王城。

　その中にある、執しつ務む室。

　本ほん棚だなと、書類が山積みになっている二つの机があるだけの、質素な光景が目に入る。

　だがそれに、ライナはいまいち現実感を持てない。なにか、妙に夢と現実がごっちゃになってしまっていて、

「……んぁ、俺はいま……」

　そう言うと、目の前の机で書類にペンを走らせていたこの部屋の主が、顔を上げる。

　高貴な生まれを感じさせる長い銀の髪かみ。強い意志が込こめられた、金の瞳ひとみ。

　シオン・アスタール。

　ライナの親友にしてこのローランド帝国のいじめっこ帝王は、今日も今日とて仕事に忙ぼう殺さつされており、少し疲れた顔をしている。

　シオンはその、疲れた顔で微笑ほほえんで、

「よぉ。やっと居い眠ねむりからお目覚めかな？」

　なんてことを言ってきて。

　それにライナはぼやけた瞳のまま、

「……俺、居眠りしてたの？」

「してた」

「どれくらい？」

「うん？　そうだな」

　と、シオンは少しだけ考えるように視線を空中に泳がせてから、

「四時間ぐらいかな？」

「……四時間？」

　そう聞き返し、ライナはそこでやっと、少しだけいまの状じよう況きように現実味を感じ始める。その居眠りをする前に自分がなにをやっていたのかを、思い出し始める。

　確か居眠りするまでに、例によってシオンの馬ば鹿かに四日徹てつ夜やで仕事を押しつけられてぎゃーもう死ぬってこのままじゃ死ぬってまじでぶっ殺すぞてめぇええええええええとか無む駄だに叫さけびながら机に突っ伏して意識を失った気がするようなしないような。

「ってか、記き憶おく失うほどよく寝たのは、久しぶりだなぁ」

　ライナが言うと、シオンは笑う。

「よく寝てたもんなぁ。もうよだれ垂れ流し放題」

「んぁ？」

　と、それにライナが自分の口に触ふれると、びっしょり濡ぬれていて。

「うわ、汚きたなっ！　ってかそういうことは、先に言えよなぁ」

　慌あわてて口を拭ぬぐう。

　するとシオンはそれに、また笑う。さらにこちらの目の部分を指さして、

「おまけに涙なみだまで流してるから、よっぽど徹夜が辛かったのかなぁって、起こせなくてさぁ」

　その、言葉に。

「へ？　涙？」

　ライナは言って、自分の眼の下に手で触れてみる。するとそちらもやはり濡れていて。

　シオンが楽しげに言った。

「涙とよだれを出しまくりながら寝る親友の姿に……こ、こいつこのまま死ぬんじゃないかと震ふるえた俺の気持ち、わかる？」

　それに。

　居眠りしながら大量のよだれと涙を流し続ける、ちょっと気味の悪いライナの姿に、びっくりして起こすことができないシオンの図、が頭に浮うかんで、

「……ああ、まあ、そりゃちょっと恐こわいかもな」

　ライナは苦く笑しようしながら言った。

　するとシオンはうんうんうなずく。

「ちょっとどころじゃなく、すげぇ恐いよ。もうね、こいつ、このままよだれ妖よう怪かいに変身するのか!?　とか思ったもんね」

「はは。んじゃ妖怪に変身したら、真っ先におまえを襲うよ。でもっててめぇ俺をこんな姿にしやがって～ってよだれ地じ獄ごくで窒ちつ息そく死しさせてやる」

「うあ、まじで？」

「まじで」

「そか。じゃあ妖怪でもできる仕事を用意しとかないとな」

「うあ、まじで？」

「まじで」

　なんて馬鹿なことを言い合いながら、しかしシオンは再び、書類に目を落とし、ペンを走らせ始めた。

　それにライナも肩かたをすくめ、それから、自分に与あたえられている分の書類の山を見つめる。

　はっきり言って、あと三日頑張り続けてもとても終わる気がしない量の書類の山が、目の前に積み上がっていた。

　しかもこの書類をなんとか片づけないと、次の仕事が間に合わないとかもう、仕事が仕事を呼ぶあほ過ぎるいまの状況に、

「あのさ、シオン」

「ん？」

「もっかい居眠り……」

「だめ」

「いやでも」

「だめ」

「だよねぇ……」

　げんなり言ってから、ライナもペンを取った。そして再び、仕事を始める。

　一年中寝ね癖ぐせが直らないままの黒くろ髪かみに、やる気が完全なまでに抜ぬけ落ちた長身瘦そう軀く。万年寝ぼすけな黒い瞳で彼はまた、仕事の書類を読み始める。

　しかしそれは、一年前にはとても考えられないことだった。

　このローランド帝国に戻ってきて、シオンの側そばで働くようになるまでは、まるで考えられないことだった。

　もう、なにもかも、全部が全部めんどくさくて、仕事なんてまるでしたくないし、一日八百時間は睡すい眠みん取らないと眠ねむくて死んじゃうぞまじでとかほざくような奴やつだったし。

　そんな彼が、四日徹夜のあとに四時間しか寝てないのにまた仕事するなんて、それはもう、奇き蹟せきが起きているとしか言いようがないことなのに。

「…………」

　なのに本当の奇蹟は、さらにそれとは別にあった。

　本当の奇蹟は。

　この、馬鹿みたいにこき使われて、働かされて過ごしているこの時間が。

　シオンや、フェリスや、他の仲間たちに囲まれてわーわーうるさくやっているこの時間が、そんなに辛くないということだった。

　いやむしろ、ちょっとこれ、幸せなんじゃないの？　って、そんなふうに思ってしまっている自分に、驚おどろく。

　こんな生活も、なんか、ちょっといいかなぁって思いそうになって。

　でも、それを顔に出すわけにはいかないから、ああもうめんどくせぇ仕事押しつけやがって死ねよなぁという表情を取り繕つくろって。

　でもそこで、シオンが言ってくる。こちらを見ないまま。仕事を続けたまま。

「なぁライナ」

「うん？　あ、ちなみにこれ以上仕事押しつけられても、僕ちん無理よ？」

　が、シオンはそれに笑って、

「いやいや、仕事はまた、別で押しつけるとして」

「死ね」

「はは。ま、それはおいといてさ」

「うん」

「おまえ、さっき寝ながら泣いてたけど、なんか悩なやみごとでもあるのか？」

　なんて言葉に。

「へ？」

　思わずそんな声を出して、ライナはペンを止めた。そのままシオンのほうを見る。

「悩みごと？」

　そう、自分で言ってみて。

　でも、びっくりするほどいま、自分には悩みごとがなくて、また驚く。

　そりゃ、悩みがまったくないわけじゃないけど。毎日シオンが仕事を押しつけてきたり、フェリスがぎゃーぎゃーワガママいったり、ああもうめんどくせぇとか、睡眠不足だとか……

　それにあれだ。いつも考える、あれ。

　とそこで、彼は少しだけ、目を細める。そして自分の瞳の奥を、意識する。

　すると彼の黒い瞳の表面に、うっすらと朱しゆの五ご方ほう星せいが浮かび上がってくる。

　それは、『複写眼アルフア・ステイグマ』と呼ばれる特別な瞳だった。

　誰だれもが忌いみ嫌きらう、呪のろわれた瞳。

　この瞳は一度暴走すれば、ライナの意思に関係なく、すべてのものを破は壊かいしてしまう。

　それは彼が愛してるものを、人を、なにもかもを。

「…………」

　だからいままではずっと、ライナは人を遠ざけて生きてきたのだ。

　自分は人を殺してしまう化物で、誰にも望まれてない、生きる価値のない怪かい物ぶつなんじゃないかとか、なんかもううざいことを頭の中でぐるぐるぐるぐる考えまくって、どんどん孤こ独どくになっていって。

　そしてそれが楽だと、思いこんでいた。

　本当は寂さびしいのに、でもそれが一番楽だからって。人を傷付けるなら、好きな人たちを殺してしまうくらいなら、いっそ独りのままがいいって。

　寂しいけど、ずっと独り。

　独り、独り、独り。

　誰も近寄るな。俺に近寄るな。

　そう叫んで、ライナはずっと独りで、逃にげ回っていたはずなのに。

「…………」

　なのにどういうわけかシオンの馬鹿が、うるせーとばかりに無理矢理ライナの近くに寄ってきて。

　フェリスのあほもだんご大好きとかわけわかんねーこと言ってライナの近くに寄ってきて。

　で、二人して馬鹿なことを言うのだ。

　こんな化物を必要だって。

　こんな人殺しの怪物でも、一いつ緒しよにいたら楽しいって。

　そしたら。

「…………」

　そしたらいつの間にか、あいつらがいったいどんな魔ま法ほうを使ったのか、ずっと、ずっと死にたいとすら思っていたはずのこの呪われた瞳ひとみの悩みも、少し、軽くなっていて。

　ほんとに、なんなんだよって、驚くのだ。

　なんでこんなに。

　こんなに、この馬鹿たちと一緒にいたら、悩みがなくなってんだよって、驚くのだ。

　でも、だからこそ。

「…………」

　ライナは、いまの状じよう況きように首をかしげた。

「……俺、別に悩みなんてないんだけど……なんで泣いてたんだ？」

　するとシオンは笑って、

「恐い夢でも見たか？」

「ガキじゃあるまいし」

「じゃ、嫌いやな夢とか？」

「嫌な夢？」

　ライナは言って、考える。

「……ってか俺、さっきなんの夢見てたんだっけ？」

　そして彼は、さっき自分が見た夢の内容を、思い出そうとしてみるが、しかし、いまいちちゃんと覚えていなかった。

　ただそこで、ちょっと妙みようなことに気付く。

　意識の奥のほうに引っかかりがあるような気がして、そこに、触ふれてみる。

　それは真っ暗な意識の奥。

　闇やみに包まれた記き憶おくの彼方かなた。

　ライナがそこに触れると、ちょっとだけ、さっき、居い眠ねむりしていたときに見た夢の景色を見つけたような気がした。

　それは幸せな夢の中。

　穏おだやかな、懐なつかしいような、それを思い出すだけで妙に温かい気持ちになるような……

　とそこで突とつ然ぜん。

「おいライナ」

　シオンが声をかけてくる。

　その声に現実に引き戻されて、

「へ？」

　ライナはシオンのほうを向く。

　すると彼は、心配げな顔でこちらを見つめていて、

「どうした？」

　なんてことを聞いてきて、ライナは首をかしげる。

「え？　どうしたって？」

「おまえ、また……」

　と、シオンが言った。

「また、涙なみだが出てるぞ」

　それにライナは、自分の頰ほおが濡ぬれていることに、気付く。手で触れると、びっくりするぐらい目から涙が溢あふれていて。

「うお、俺、泣いてんの？」

　聞くと、シオンがうなずく。

　それにライナは益ます々ます驚いて、

「え？　へ？　でもなんで？」

「いや、俺に聞かれてもなぁ……なんか、さっき見た夢を思い出したのか？」

　その問いに、しかしライナは首を振ふる。

　思い出したのは、妙に気分がよくなるような、幸福感だけ。

　あとはどんな内容だったのかも、映像だったのかもいまいち思い出せない。まるで思い出せない。

　なのに涙が出る。

　思い出せないのに、涙が出る。

　もう、意味不明に涙が出て、さらにその涙が止まらないっていうのは。

「…………」

　とそこで、ライナも真顔になった。そして涙が止まらないままの瞳を細めて、

「こりゃ……」

　と言った。

　するとシオンも同じことを考えたようだった。こちらを見つめ、ライナの言葉を継つぐ。

「……洗脳魔法か？」

　洗脳魔法。

　それはこのローランド帝てい国こくでは、禁止されている魔法のはずだった。人の意識をいじり、意のままに操あやつる禁きん呪じゆ。

　その意識のいじり方にはいくつかパターンがあって、恐きよう怖ふを与あたえて洗脳したり、幸福感を与えて洗脳したりと、まあ、やりかたはたくさんあるのだが、そのすべてに共通しているのは、洗脳魔法なんてそうそう簡単には発動できないから、それほど心配する必要はないということ。

　つまり洗脳魔法は、発動するのにかなり大がかりな準備と、高度な魔ま導どう技術が必要だから、相手に拘こう束そくされて無理矢理魔法をかけられたとかじゃない限り、知らぬ間に魔法にかかってました～なんてことは、ありえないのだ。

　当然ライナほどの術師なら、もし本当に洗脳魔法の攻こう撃げき対象になったとしても、洗脳魔法が自分にかけられようとしているということに、気付かないはずがない。

　そう。

　気付かないはずがないのだが、しかし、

「……俺、洗脳魔法をかけられた記憶、ないぞ？」

　ライナがそう言うと、シオンは益々難しい顔になり、

「じゃあ洗脳魔法じゃないのか？」

　が、ライナは首を振る。自分は洗脳魔法をかけられている。それは、わかった。

　さっき夢から目を覚ましてから感じる、この妙な幸福感。

　こんな四日も徹てつ夜やさせられてんのにシオンの馬ば鹿かに感謝したり、毎日暴力振るいまくってるフェリスのあほに感謝したりして、なんか俺ってば超ちよう幸せじゃない？　的なことを無む駄だに思っちゃってるのは間ま違ちがいなく、

「こりゃ洗脳魔法にかかって……」

　が、ライナがそう言いかけたところで、勝手に流れる涙以外にも、彼の体に、異変が起こった。

　突然、胸が痛くなる。

　息ができなくなる。

「あ……」

　声が、出なくなって。

　まずい、と思った。

　思ったよりもかなり、洗脳が進んでいる。

　洗脳魔法は、その術式が最後まで進むと、脳から、心臓を止める命令を無理矢理出させることすらできるのだ。

　ライナの様子に、シオンの顔色が変わる。

「治ち療りよう部隊を呼んでくる！」

　そう言って、部屋を飛び出していこうとする。

　しかし彼が出ていく前に、ライナは、口を開いた。

　そして言う。

　しかしそれは、ライナが言おうとした言葉じゃなかった。何者かに、無理矢理言わされている言葉。洗脳魔法によって、無理矢理言わされている言葉。

　メッセージだ。

　何者かから、ライナたちへと向けられた、メッセージ。

　ライナはその、メッセージを言った。

「……し、し、死ぬ……三日以内に魔法を解く方法を見つけられなければ、ライナ・リュートは死ぬ……三日以内に呪のろいを解かなければ、ライナ・リュートは全身を生きたまま腐くさらせ、地に還かえるだろう……さあ、私の挑ちよう戦せんを受けてみろ……魔法を解くための謎なぞを解いてみろ」

　と、そこまで言ったところで、胸の痛みが消えた。再び呼吸ができるようになった。ライナに無理矢理メッセージを言わせ終えたので、洗脳魔法が止まったのだ。

　ライナはそれに、息を大きく吐はき、今度は吸ってから、シオンのほうを見る。

　そして。

「……これってちょっと、まずいよな？」

　なんてことを、言ってみた。

　が、それは、まずいどころの騒さわぎじゃなかった。洗脳魔法はもともと禁呪で、発動するのが複雑でめんどくさい分、解かい呪じゆするのもめんどくさい構造に作られている。

　おまけに洗脳魔法は禁呪なので、研究を続けている魔導学者も少ない。

　ということはつまり、洗脳魔法を解呪するにはたいてい、かなりの時間がかかるはずなのだが、しかし。

「…………」

　猶ゆう予よは、あと三日しかないという。

　全身が腐り落ちるまで、あと三日。

　死まで、あと三日だ。

　それに、

「……とにかく、治療部隊と魔導学者たちを集めてくる」

　シオンがこちらを見ないままそう言って、すぐさま執しつ務む室を出ていこうとする。

　ライナもその後ろについていこうとするが、シオンが振り返り、

「いや、おまえは動くな。なにが洗脳魔法を進める要因になるかわからないから、おまえはここにいろ」

「って言われても、さっき俺に洗脳魔法かけた奴やつは、魔法を解くための謎を解いてみろって……」

　が、シオンはその言葉も制して、

「その謎もすぐに俺が解いてやる。だからとりあえず治療部隊がくるまでは、おまえはここでおとなしくしてろ」

　少し、強い口調で言ってくる。切せつ羽ぱ詰つまったような、余よ裕ゆうのない表情。しかしそれでいて、自信溢れる、力強い瞳ひとみでこちらを見つめ、

「心配するな。おまえは殺させない」

　なんてことを言ってきて。

　ライナはそれに、

「…………」

　肩かたをすくめた。シオンのあまりに真しん剣けんな顔に、思わず苦く笑しようする。そして、

「……わかった。んじゃ、俺の命はおまえに任せて、ここでだらだらしてようかね」

　するとシオンは少しだけ、笑う。

「そうしろ。さっきもう一度居眠りしたいって言ってたろ？　椅い子すに座って、だらだら寝ねとけよ」

「いいの？」

「ああ」

「んじゃ、お言葉に甘えて」

　言って、ライナは再び自分の席に戻もどる。それからまた、シオンのほうを見る。

　しかしシオンはもう、執務室を出ている。

　部屋の外に控ひかえていた部下に向かって、

「禁呪が使われた。対策班を組織しろ。それに洗脳魔法に詳くわしい治療部隊と学者を集め……」

　と、そこまでで、シオンの声が部屋から少しずつ離はなれていってしまい、聞こえなくなる。

　それにライナは、閉じられた部屋の扉とびらをしばらくぼーっと見つめてから、椅子に、どすんっと座った。

　そのままさらに、ぼんやりと部屋の中を見回す。もう見慣れまくったあまり広くない部屋を、本ほん棚だなを、自分の机の上の書類の山を、ぼんやりと眺ながめる。

　まだ仕事は大量に残っていた。三日じゃとても終わらないほど大量の仕事。

　さらに。

「…………」

　と、ライナは、シオンのほうの机を見る。あっちはもっとひどいありさまだった。もう、いまにも雪崩なだれが起きそうなほど積み上げられた書類の山を見て。

「…………」

　げんなりと、ため息をつく。

　あの山は、二週間は頑がん張ばらないと消えないだろう。もちろん、その二週間のうちにも、山の高さは世界を吞のみ込まん勢いで高くなっていくのだが。

　しかしいま、その山を一生懸けん命めい減らしている男は、部屋にいない。

　ライナを救うために、飛び出していってしまったから。

　三日以内に死んでしまうかもしれない呪いがかかったライナを救うために、飛び出していってしまったから。

　だから。

「……三日、ね」

　と、ライナは呟つぶやいた。

　いまいち、実感がわかなかった。三日で自分が死んでしまうかもしれない──そんなふうに突とつ然ぜん言われても、実感がわくはずがない。

　シオンは慌あわててくれていたけれど。

　こんな死んでもいいはずの、人殺しの化物のために慌ててくれていたけれど。

「さて」

　と、彼は言う。

「さて。どうしたもんかなぁ」

　シオンが戻ってきたら、一いつ緒しよに洗脳魔法の解呪や、治療を始めなきゃいけないだろうし、それでだめなら、洗脳魔法をかけてきている何者かからのメッセージにあった、

『魔法を解くための謎を解いてみろ』

　という謎を解くために、頑張る必要があるかもしれない。

　でも、どちらにせよ、すべてはシオンが戻ってきてからだ。

「…………」

　と、ライナは、シオンが出ていった部屋の扉をもう一度見る。

　しかしまだ、シオンが戻ってくる気配はなかった。まあ、洗脳魔法に詳しい学者を集めて、治療部隊も集めて、さらに洗脳魔法を使っている敵を探すための対策班を組織する、なんてめんどくさいことするには、それなりに時間がかかるだろう。

　早くて二時間か、もっとかかるかもしれない。

　その間、ライナはこの部屋で動いちゃいけないのだという。

　あの、いつもいつもあきらかに無理そうな仕事を押しつけまくってくるシオンが、居い眠ねむりしながらだらだらしてろと言う。

　それにライナは。

「…………」

　彼は、

「……ったく、なんだかねぇ」

　なんて言いながら、とりあえず机に転がっていたペンを取った。そして再び、さっきやっていた仕事を再開する。

　もし本当に三日なら。

　本当に三日後に、自分の命がなくなっているのなら。

　自分が死んだあとに、シオンに降りかかるであろう仕事を、少しぐらいは減らしといてやろうかって、そう思ったから。

「…………」

　彼は、ペンを走らせる。

　普ふ段だんはうえー仕事したくねーもう逃にげてーとかぶつぶつ言ってるはずなのに、熱心に書類に目を通していく。

　そして仕事を続けながら、少し、考えてみる。

　いったい自分はどこで、誰だれにこんな洗脳魔法をかけられてしまったのかを。

　誰の恨うらみを買ったのか？

　なんの目的でこんなことをされたのか？

　どういう仕組みの呪いをかけられたのか？

　いったいいまここで、なんの事件が起きて……

「…………」

　が、そこで。

　ライナはふと、走らせていたペンを止めた。続いて頭の中に展開していた思考を止める。そのまま眠そうに緩ゆるんでいた黒い瞳を、部屋の、扉の外へと向ける。

　するとその扉の外に、人の気配を感じた。初め、シオンが戻ってきたのかとも思ったが、どうやら違ちがうようだった。

　なぜならその気配は、かすかに、殺気を含ふくんでいたから。

　かすかだが、細く、鋭するどく、研とぎ澄すまされた殺気。ちょっと気を抜ぬけば、思わず気絶してしまいそうになるほどの、鋭えい利りな殺気。

　そしてその殺気は、あきらかにこの部屋の中へと向けられている。

　部屋の中の、ライナへと向けられている。

「…………」

　それに彼は思わず、笑えみを浮うかべた。

　そして、なんだよ、と思う。

　シオンはライナに、下手に動かないでここでじっとしていろと言ったが、なんのことはない、敵さんのほうからここにきてくれたじゃないか。

　まあ、

「手間が省けて、こっちとしちゃ好都合だけど」

　言いながら、彼は音を立てないように椅子から立ち上がる。

　全身を、緊きん張ちようさせていく。

　殺気の大きさから、敵の強さはだいたいわかる。かなり、強そうだ。ちょっとでも気を抜けば、さすがの彼も負ける可能性がある。

　それほどの遣つかい手が、いま、この部屋の外にいて。

　そしておそらくはそいつが、ライナに洗脳魔法をかけた奴なのだろう。

　こちらに気付かれずに、洗脳魔法を発動させることができるほどの、強敵。

　その敵が、いま、この部屋の外にいる。

　それにライナは、シオンがいま、この部屋を出てくれていたことに感謝した。これほどの敵を相手に、シオンを守りながら戦うのは正直ちょっと、辛つらいだろう。

　だがいまは、独りだ。

　部屋の中に独り。

　おまけに、放ほうっておけば三日後には死んでしまうかもしれないという、崖がけっぷちな状態。

　そりゃもう、

「俺ってば、久しぶりに全力で戦っちゃおうかなって思うほどよってね」

　小声で言いながら、彼は肩を一度、ぐるりと回した。さっきまでの居眠りのせいか、少しだけ体が硬かたいが、まあ、問題はないだろう。

　やれる、と思った。

　なら、こっちから仕し掛かけるか？

　ここで相手を、逃がすわけにはいかない。

　これ以上この無む駄だな事件が長引いて、シオンに手間かけさせるわけには、いかないのだ。だってあいつはもう、ここ一週間ほとんど寝てないんだぜ？　さっさと事件終わらせて寝かしてやらんと、三日と待たずに今日にも死んじゃうかもしれん。

　さらにこのまま事件が長引けば、そのうちフェリスの馬ば鹿かもここにやってきて、ライナに向かって『おーついに死ぬのかこの間抜け』とかいつもの無表情のまま言いながらも、きっとあいつは、心配しまくるだろう。わーきゃーうるさく暴れ回って、悲しそうな顔で死ぬなって言ってきて、めんどくさいことになる。

　フェリスにそんな顔を、させる前に。

　シオンが過労で倒たおれる前に。

「一発ここは、終わらせちゃおうか、ね!!」

　と、声を発した、刹せつ那な。

　ライナは全身の力を、解放した。

　殺気を、解放した。

　常人ならその殺気を受けただけで動けなくなってしまうほどの、大きな殺気を扉の向こう側にいる何者かにたたきつけて、駆かけ出す。

　机を飛び越こえ、部屋の扉を蹴け破やぶる。

　すると扉の外に、敵がいる。

　その敵の姿を、ライナの黒い瞳ひとみがとらえる。

　敵は、こちらに向かって攻こう撃げきしてこようとしていた。なんの魔法を使おうとしているのか、両手を高く掲かかげ、まっすぐにこちらを見つめてきている。

　その瞳を、ライナは見る。

　その、切れ長の、青く澄んだ瞳を見る。

　さらにそいつの、艶つややかな長い金色の髪かみを見る。真っ白な、陶とう器きのような肌はだを見る。世界中の美が、そいつ一人に集まってしまったんじゃないかと錯さつ覚かくするほどの整った容姿を見る。そしてスタイル抜ばつ群ぐんの肢し体たいに、腰こしにはその細い腕うででは到とう底てい扱あつかえるとは思えない長ちよう剣けんといういつもの姿を見る。

　そしてそれを見て、

「フェリスかよっ!!」

　と、ライナはうんざりした声で、叫さけんだ。

　そう。

　部屋の外で、無駄に殺気を爆ばく発はつさせていた敵は、ライナの相棒にして迷めい惑わく暴走だんご娘むすめ──フェリス・エリスだった。

　そのフェリスが、どういう意味があるのかジャジャーン!!　とばかりに両手を上げるポーズで廊ろう下かに突つっ立たっていて。

　ライナを見るなり、彼女は言った。

「ジャジャーン！」

「ってまんまじゃねぇか！」

　と、ライナはとりあえず突っ込んでおく。

　それから敵の襲しゆう撃げきかと無駄に緊張して、ぐったり疲つかれてしまった体の力を緩めながら、

「はぁ……ってか、なんなの？　なんでおまえ、突とつ然ぜん殺気爆発で、部屋の外に立ってたわけ？」

　ライナが聞くと、彼女は答えた。なぜかちょっとだけ得意げな顔で、

「ジャジャーン!!」

「いやそうじゃなくてね。俺の質問に答え……」

「ジャジャーン!!」

「えーと」

「ジャジャーン!!」

「…………こ、こいつは……」

　うめくように言いながら、ライナは質問をあきらめた。それから両手を上げているフェリスの顔を、見る。いつも完全なまでに無表情な彼女の顔を、見る。

　するとその、無表情の奥に、なぜか楽しそうな、嬉うれしそうな色が見えて。

「…………」

　なにやらその、ジャジャーン!!　に対して、ライナに反応して欲しそうな顔をフェリスはしていて。

　だが、そのジャジャーン!!　にいったいなんの意味があるのか、まるでわからない。

　洗脳魔ま法ほうをかけた犯人がいったい誰なのかよりもさらにわからない。

　というか、全然わかりたくない。

　どうせフェリスがやることといえば、なんかどうでもいいだんごがどうのこうのとかいう理由で、めんどくさいことしまくってわーぎゃー暴れるだけに決まっているのだ。

　だからライナは、

「……あ～、えーと、うん。じゃあ、そういうわけで俺忙いそがしいから、仕事に戻もどるよ」

　と、踵きびすを返した。

　そして再び、部屋に戻ろうとすると、

「ジャジャーン!!」

　フェリスが、ライナの目では追えないほどの速さで移動して、彼の目の前に回ってくると、ジャジャーン!!　ポーズを取る。

　それにライナは、

「…………」

　とりあえず無視で、机のほうへ向かおうとすると、また、

「ジャジャーン!!」

　またも彼の正面に、彼女が現れる。

「いや、あの、俺ほんと忙し……」

「ジャジャーン!!」

「まじなんだって！　まじで忙しいの！　俺ってば洗脳魔法にかかってて、いろいろやるこ……」

「ジャジャーン!!」

「お、おまえ、怒おこるよ？　さすがの俺も、あんまうざいとまじ怒……」

「ジャジャーン!!」

「いやほんと怒……」

「ジャジャー……」

「怒るって言ってんだるぁあああああああああああああああああああああああああ!!」

　ライナは叫んで、机の上にあったインクの壺つぼを手に取り、それをフェリスに投げつけようとするが、反対にその手をつかまれ自分の頭にインクを、

「ぎゃぁああああああああああああああ!?」

　と、いつもの展開だった。

　ライナはインクでべたべたになった頭を触さわってうんざりと顔をしかめ、それからフェリスをにらみつけると、

「……ってかおまえさぁ、いったいなんの用なわけ？」

　そう聞いた。

　すると彼女は一つうなずき、それからまた両手を高く上げると、

「ジャジャーン!!」

「いやそりゃもういいから……ああもう、なに？　そのジャジャーンってのに、意味があるわけ？」

　すると彼女は、こくこくとうなずいて、

「重大な意味がある」

「重大な意味？」

「うむ」

「なによ？」

「当ててみろ」

「知るかよ」

「いいから当てろ」

「え～？　でも俺ってば、全然興味な……ぎゃぁああああああああああああああって噓うそ！　噓！　ほんとはすげぇ興味ある！　興味あるから、剣で殴なぐるのやめて!?」

　ライナが叫ぶと、彼女は目にもとまらぬ速さで抜ぬきはなった剣を腰に収める。それからまた、両手を上げて、

「さ、当ててみろ。ジャジャーン!!」

　と言った。

　それにライナは、

「もうなんなんだよ……洗脳魔法の謎なぞだけで手て一いつ杯ぱいなのに、こっちにも謎女登場って、勘かん弁べんしてくれよ……」

　げんなりと言いながら、もう、ほんとにジャジャーンなんてどうでもいいのに、真剣にその意味について考え始めた。

　というかもう、三日後には自分は死んでしまうかもしれないという危機的状態で、洗脳魔法による謎も解かなきゃいけないはずなのに、俺ってばいったい、なんの謎に巻き込まれ始めてんの？　と自分に突っ込みながら、目の前のフェリスを見つめた。

　目の前に立っている、ジャジャーンとばかりに両手を上げて、どこか誇ほこらしげにしているフェリスの姿。

　さて、このポーズはいったい、なにを意味しているのでしょう？

　ライナは腕うで組ぐみして少し考え込んでから、

「とりあえずは、あれだよな？　ジャジャーンってのはまあ、ジャジャーンと登場しました～みたいな意味だよな？」

　そう聞くと、フェリスは、それだ！　とばかりにうなずいて、

「ということは、どうなる？」

「どうなる、か。あ～、どうなんのかなぁ。まじどうでもいいんだけどなぁ……でもまあ、フェリスはジャジャーンっと登場したわけだよね？」

「うむ。しかしそれはどこにだ？」

「どこに？　ええと、どこにだろ。この執しつ務む室にじゃないの？」

　が、フェリスは首を振ふる。

「馬ば鹿かライナ。物事はもっと広く考えなきゃだめだ。こんな狭せまい場所ではなく、もっと広い場所に、フェリスちゃんは登場している」

「うん？　広い場所？　ってなんのナゾナゾなのよこれ。ええっと、あ～、じゃあこのローランドに、とか？」

　しかしそれにもフェリスは首を振り、

「もっと広くだ」

「もっと広く？」

「うむ。もっともっと広くだ」

　と言った。

　それにライナは、ローランドよりも、もっと広い場所を想像してみる。もっともっと広い場所。

　とそこで。

「あ！」

　と、彼は言った。彼女がなにを言わんとしているのかがようやっとわかって、手をぽんっと打ち、

「そゆこと？」

　聞くと、彼女は大きくうなずく。

「やっとわかったか、この間抜けめ」

　それにライナは、うんうんうなずく。

「わかった。そうか。そういうことか」

　そして、彼女の出してきたナゾナゾの答えを、言う。

　フェリスが両手を上げて、執務室よりも広く、ローランドよりも広い場所──つまり、世界にジャジャーン!!　と登場した。

　というのはつまり、

「おまえ、誕生日なのか」

　ライナが言うと、フェリスが、

「正解！」

　なぜか、ちょっとだけ恥はずかしそうな顔で、そう言った。

　それにライナは思わず、苦く笑しようしそうになる。

　ああ、そういうことかと、思う。

　私は誕生日だから祝えと自分からはなかなか素す直なおに言い出せないから、こんなめんどうなナゾナゾを出してきたのだというのがわかって、笑いそうになる。

　でも、ここで笑ったらさすがにかわいそうなので、ライナは純じゆん粋すいに驚おどろいた顔で、

「そりゃおめでとう」

　そう言った。

　しかし彼女はまた、首を振って、

「おめでとうを言うにはまだ早いぞ」

「へ？　早い？　でも今日誕生日なんだろ？」

「違ちがう。三日後だ」

「三日後？」

「うむ。三日後にライナとシオンが私の誕生日パーティを盛せい大だいに開くらしいから、おまえもくればいい」

「って俺が開くことになってんのかよ」

　とライナが思わず突つっ込こむと、なぜか彼女は驚いた顔になって、

「ん？　開かないのか？」

「え？　あ～、じゃあ開く？」

「うむ」

　彼女は思いっきり、うなずく。それにライナは苦笑して、

「そか。ま、そうだな。じゃあ開くか」

「うむ！　プレゼントにはだんごが喜ばれるらしいぞ？」

「だんごね。ってかおまえ、ごり押しすんなぁ……まあ、うん。わかった」

　ライナはそう言って、もう一度、うなずいた。しかしうなずいてから、少しだけ困った顔になりそうになる。

　三日後。

　それは、ライナにかかっている呪のろいが発動するかもしれない日だったから。

　そしてこりゃ、まいったな、と思う。

　これは益ます々ます、三日後に死ぬわけにはいかなくなってしまった。せっかくのフェリスの誕生日に死んだら、あまりに縁えん起ぎが悪すぎて、毎年、誕生日パーティどころじゃなくなってしまうだろう。

　そりゃ、ちょっとまずい。

　いつもいつも暴力振るいまくりで、世界に迷めい惑わくを撒まき散らしまくってるフェリスも、俺が死んだら意外にめそめそ泣くかもしれないし。

　独りでほっとくと何日でも仕事をやめないシオンの馬鹿は、俺が死んだら過労死しかねないし。

　なんかもう、いつの間にやら妙みように死ねない理由が増えていて。

　ああもうめんどくせぇなぁと思う。

　死にたいときに死ねないなんて、ああもううぜぇなぁと思う。

　でもそれに。

　もう、なんかほんと鬱うつ陶とうしいのに、彼はなぜか、笑った。

　三日後に死が迫せまっているかもしれないのに、彼は小さく笑って、

「んじゃ、おまえのうざい誕生日を祝うために、ちょこっと頑がん張ばろうかね」

　そんなことを言ってみた。

　するとフェリスがうなずいて、

「うむ。だんご粉を買うために借金するなら、私にいい知り合いが……」

「借金してまでプレゼント用意しねぇよ！」

　ライナは叫さけんでから、笑う。

　楽しそうに笑う。

　それからもう一度、部屋の扉とびらのほうを見る。

　シオンはまだ、戻もどってきていない。だが、どうやらここでおとなしく待っている時間はないようだった。

　だから、

「じゃ、めんどくせぇけど、ちょっくらおまえのプレゼントでも用意しにいってこようかね」

　なんて言って、ライナは歩き出す。

　それは謎を解くために。

　三日後に死なないために。

　うざい相棒の。

「…………」

　仲間の誕生日を、盛大に祝ってやるために。

　彼はだらだらと歩き始め、しかし途と中ちゆうで、

「いや、その前に、頭洗うか……」

　さっきべっとりと頭にかぶったインクを触さわって、少し、ため息をついた。




　　　　◆




　場所は変わって。

　そこから少しだけ離はなれた、広間。

　シオンが禁きん呪じゆに対する対策班と、治ち療りよう部隊を組織して、これから執務室へと戻ろうとしていたところに、一人の女が現れた。

　腰こしには長ちよう剣けん、手にはだんごといういつもの姿の絶世の美女──フェリスだ。

　彼女が、シオンを見るなり、言う。シオンと、彼が命令を下している部下たちの姿を見回して、

「……うん？　いったい、何事だ？」

　それにシオンは、

「あ、フェリス。いいところにきた。ちょっと問題が起きてさ」

「問題？」

「ああ。ライナが、何者かに洗脳魔ま法ほうをかけられた」

　その、言葉に、フェリスは首をかしげる。

「洗脳魔法？　というのは、あれか？　無理矢理幻げん覚かくを見せたり、操あやつったりする……」

「それそれ。とにかくいま、あんまり状じよう況きようがよくないんだ。ライナを治療する必要もあるし、ライナに洗脳魔法をかけた敵を見つける必要もある。とにかく人手がいる。一いつ緒しよにきてくれないか？」

「それは構わないが、それでいま、ライナはどこにいる？」

「執務室。なにがきっかけで洗脳魔法が進行するかわからないから、部屋で動かないように言ってある。もう、何人か護衛を向かわせてあるけど、フェリスがライナについててくれると、助かる」

　シオンがそう言うと、彼女はだんごをもそもそ食べながら、うなずいた。例によっていつもの、ライナのことなどまったく心配していないような、無表情な顔をしている。

　しかし彼女は、その、無表情のまま、

「わかった。じゃあ、先にいくぞ」

　言って、走り出す。顔は無表情なのに、かなり慌あわてた様子で、走り出す。

　それにシオンは、嬉うれしくなる。思わず、微笑ほほえみそうになる。なんだかんだいって、彼女はライナのことを好きなのだ。

　だが、いまはそんなことに笑ってられるような状況じゃなかった。

　事態は、一刻を争うのだ。

　洗脳魔法は、時間とともに、進む。

　時間がたてばたつほど、解かい呪じゆが難しくなる。

　だから、

「さあ、俺たちもいくぞ。時間はあまりない。今回の事件の犯人を、捕つかまえるんだ」

　そう言って、シオンも、執しつ務む室へと向かった。




　　　　◆




　そして再び場所は戻って、執務室。

　時間も少しだけ、戻る。

　ライナは、執務室を出ようとして、

「いや、その前に、頭洗うか……」

　さっきべっとりと頭にかぶったインクを触って、少し、ため息をつく。

　それからふと、足を止めて、

「あれ、そういやフェリス、おまえ今度の誕生日で、何歳になるんだっけ？」

　そう言って、振ふり返る。

　そして執務室の中を、ライナは見る。

　だがそこに。

「…………」

　さっきまでジャジャーン!!　だのなんだの言って会話していたはずの、フェリスの姿が、どういうわけか見えなくて。

「あれ？　フェリス？」

　ライナは声をかけた。

「…………」

　だが、返事がない。

「お～い？　フェリス？」

「…………」

　しかしやはり、返事がない。

「って、え？　どゆこと？」

「…………」

「……え、ちょっと待てちょっと待て、噓うそだろ？　まさか」

「…………」

「まさか……まさかさっきから俺が話してたのも、洗脳魔法が見せた……幻覚だっ……」

　が、そこまでだった。

　彼が言えたのは、そこまで。

　そこでまた、ライナは、胸を押さえた。

　強きよう烈れつな痛みに、胸を押さえた。

「うわ、やべぇ」

　という声をかき消すように、息ができなくなる。頭の中が真っ白になり、やがて、黒く、埋うめ尽つくされていく。

「あ……」

　立ってられない。平へい衡こう感覚がなくなり、世界が、ぐらぐらと揺ゆれ始める。

　彼は膝ひざをつき、そのまま床ゆかへと倒たおれていこうとする。

　その、ライナの視界の端はしに。

　またも、金きん髪ぱつの絶世の美女の姿が映る。相棒の姿が。フェリスの姿が、映る。

　しかし彼女は、部屋ではなく、廊ろう下かの向こうから走ってくる。ライナ！　と叫んで、走ってくる。それを見て、それからライナは彼女の名前を呼ぼうとして、しかし、声がでない。一生懸けん命めい、彼女の名前を呼ぼうとするが、声がでない。

　でも、思う。

　あれが。

　あいつが、今度は。

　幻覚じゃないと、いいな、と。

　そんなことを思いながら。

「…………」

　彼の意識は、暗くら闇やみに消えたのだった。





（はっぴー・あんはっぴー・どりーまー：前編）
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はっぴー・あんはっぴー・どりーまー（後編）







　また夢を見た。

「…………」

　やはりそれはとても温かくて、泣きたくなるほど懐なつかしい夢だ。

　いつもどおり誰だれかがぎゃーぎゃーとうるさくて、ひどくめんどくさくて。

　ああもうおまえらうぜぇなぁって叫さけぶけど、なぜかちょっとだけ、そんなうぜぇ毎日に幸せを感じてしまうような、そんな夢。

　でもなんで、そんな夢を見る？

　なんでこんな、起きてるときだって同じぐらいうざい毎日なのに、夢の中まで、こんな夢を見るんだろう？

　と、不思議に思い始めると、また、夢は終わりを迎むかえる。

　代わり映ばえのしない、うざい景色が消え。

　そして──




「…………」

　ライナは、目を覚ました。

　薄うすく目を見開く。

　すると視界には、妙みような景色が広がっていた。

　病室を思わせる、白を基調とした部屋。

　白い壁かべに、白いベッド。

　そしてそのベッドの横では、手にペンを持ったフェリスがいて、ライナの額に夢中でなにかを書いている。

　そちらにライナはぼんやりと寝ねぼけた目を向けると、

「……おまえ、いったいなにやってんの？」

　そう聞いた。

　するとフェリスはそれに、なぜか緊きん張ちようした声こわ音ねで、

「シッ！　静かにしろ！　いま悪戯いたずら中だ！　おまえの声でライナの馬ば鹿かが起きたらどうする！」

　なんて突つっ込こみどころ満まん載さいなことを言われて。

　それからさらに、ぐりんぐりんと痛いほどペンで額に悪戯描がきされ続けて。

　それにライナはもう、思わず怒いかりの声を、

「……あ～、え～と、なんつーか……うん。悪戯の邪じや魔ましてごめんな」

　怒りの声を、あげるのもめんどくさいのでとりあえず謝っておいた。

　するとフェリスは満足げにうなずき、

「わかればよろしい」

　言って、さらにぐりぐりペンを押しつけてくる。

　グリグリ、ゴリゴリと、もうそれは、ペンでの悪戯描きというより、そのまま刺いれ青ずみにしてやるぜ！　と言わんばかりの勢いで、

「あ、おいフェリス。ちょっとそれ、痛過ぎ……」

「だから静かにしろと言っている！　ライナの馬鹿が目を覚ますだろ！」

「いや、とっくに目は覚め……うおわ、え？　なになに？　ちょ、それすげぇ痛い！　それすげぇ痛……ぎゃぁああああああああああああってこんな痛かったら秘密の悪戯もくそも、すぐ目が覚めるだろうがああああああ」

　とあまりの痛みに叫んで、ライナが起き上がろうとするのを、フェリスが無理矢理押さえ込んでくる。

　さらに彼女は、体ごとライナの上に乗っかり、両足で彼の腕うでを押さえ込むと、ペンを片手に、

「はいはい、痛くないよ～。恐こわくないよ～。もう、ほんの少しの辛しん抱ぼうですからね～。頑がん張ばってくださいね～」

　などと、子供に注射をする医者かなにかのような口調で言ってきて。

　それからライナの額をペンで──

　グリグリグリグリグリグリぐちゅ！

「ってぐちゅっていったあぁあああああああああああ!?　噓～ん!!　いまの、いまのあきらかに血、出たよな！」

　ライナが叫んでフェリスを突き飛ばす。

　すると彼女は、

「あ」

　と言ってベッドから転げ落ち、しかしそこからぴょんっと飛び跳はねて空中で一回転する。

　さらに天てん井じようを蹴けり、壁を蹴りと無む駄だなアクションを繰くり広げたあげくに、再びベッドの横の椅い子すに座ると、またこちらを向いて、

「おお、ライナ。やっと目が覚め……」

「てめぇが起こしたんだろうがぁあああああああああああああああああ!!」

　ライナの怒ど鳴なり声に、しかし、彼女はなにを言っているのかわからないという顔で、

「ふむ？　私がおまえを起こした？　なんのことやらわからないな。夢でも見たか？」

　なんて言いながら、彼女は、手に持っていたペンを懐ふところへと隠かくす。ちなみにそのペン先が、黒ペンのはずなのに、ちょっとだけ赤くなってるのはどういうことなのかな？

　どういうことなのかな!?

　と、うんざりした気持ちで思いながら、ライナは自分の額を触さわってみる。するとちょっとだけぬめっとしている。手を見ると、ほんのかすかだけれども血がついている。

　たいした怪け我がじゃないけれど、それでもこれ、ちょっと悪戯の範はん疇ちゆうを超こえてんだろこの馬鹿フェリスがぁああああああああああとか言おうかとも思ったが、普ふ段だんから剣けんでばんばん殴なぐりつけてきてそれが愛情表現だとか言い出しそうな迷めい惑わく女になに言ってもどうせ無駄なので、とりあえず彼は、

「……はふぅ……」

　いつものため息をついておいた。

　するとフェリスがそれに、なぜかちょっとだけ心配そうな顔で、

「ん？　急にため息をついて、いったいどうしたライナ。なにか悩なやみごとがあるのか？　悩みがあるのなら、一人で悩むことないぞ。このお姉さんに言ってみなさい」

　という、彼女のこの上なく優やさしい言葉に、もう、ライナは強い感かん銘めいを受けて、言った。

「死ね！」

　が、そんな言葉はまるで気にしないとばかりに、フェリスは続ける。

「ふむふむ。つまりおまえの悩みは、朝目が覚めたら突とつ然ぜん額にうんこマークが浮うき上がってきてしまい、困っていると、そういうことか？」

「ってうわ、これうんこマークなの？　ああもう、まじおまえ死ねって～。俺、そんな幼よう稚ちなマークのために流血したのかよ」

　ライナはげんなり言って、またため息をつく。

　するとそれにフェリスが、妙に嬉うれしそうな顔でこちらを見ている。

　悪戯成功～と、いわんばかりの顔でこちらを見ている。

　それにライナは、とりあえずなにかを怒鳴っとこうかと思ったが、

「…………」

　やはりめんどくさくなって、やめた。

　それからもう一度、周囲を見回す。

　するとあきらかにそこは、どこかの病室の中で。

　ライナはそれに、

「……俺、気絶した？」

　聞くと、フェリスが少しだけ真顔に戻もどって、

「うむ」

　と、うなずく。

「廊ろう下かで？」

「うむ」

　また、彼女はうなずく。

　そこで、少しだけ記き憶おくが戻ってくる。いま、自分がおかれている状じよう況きようを、思い出し始める。

　確か自分は何者かに洗脳魔法をかけられていて、その呪のろいを解くために、シオンが奔ほん走そうしてくれていて、で、その手伝いをするために、自分も執しつ務む室を出ようとしたところで。

「…………」

　また、洗脳魔法の呪いが発動して、気を失ったのだ。

　執務室を出てすぐの廊下で、倒たおれる瞬しゆん間かんに、フェリスがこちらに向かって駆かけ寄ってきている光景を見たような気が、したようなしないような。

　ライナはフェリスのほうを見て、聞いた。

「おまえがここに、俺を運んできてくれたのか？」

　するとまた、彼女はうなずく。

「目の前で馬鹿みたいに倒れたからな」

「ふむ。で、俺が気を失ってから、どれくらいたった？」

「うん？　そうだな。二日くらいか」

「おっと、そんなに？」

「うむ」

「そりゃ……」

　そりゃ、ちょっとまずいな。

　と、ライナは思う。

　本当なら、二日もだらだら寝ている暇ひまは、いまはないはずなのだ。

　ライナに洗脳魔法をかけた何者かからのメッセージによると、三日以内に洗脳魔法を解くことができなければ、彼の体は腐くさり落ちてしまうらしい。

　つまり、死ぬということだ。

　三日以内に呪いを解かなければ……いや、もう二晩寝てしまったので、残り一日か。

　一日。

　あと一日、ね。

　ライナはフェリスを見て、聞いた。

「で、シオンは？」

「飛び回ってる」

「……そりゃ、俺のために？」

「そうだ」

「うあ、そんなに借り作ったら、あとであいつに、こき使われそうだなぁ」

　ライナは言って、肩かたをすくめる。

　おまけに、二晩も寝ていたとなると、フェリスの奴やつはいったい、いつからベッドの横で座ってたんだ？　って話もある。

　まさか一昨日おとといからずっと、このベッドの横で看病してたとか？

　それでいい加減目を覚まさないライナに腹を立てて、ペンでグリグリしてきたとか？

「…………」

　ありえる話だと思った。

　そして、おまえいつからここにいたの？　とは、もう聞けなかった。

　もし仮に、一昨日からずっと彼女が看病してくれていたのなら。あの、迷惑暴走だんご娘むすめが、こともあろうに二晩徹てつ夜やで看病してくれていたのなら、もう、今回の借りはでかすぎて、一生おまえは私の奴ど隷れいだからなとか言われかねないし。おまけに申し訳なくて、なんというか、まともに彼女の顔を見れなくなりそうなので、ライナは、

「…………」

　彼は、別のことを聞いた。

「あのさ、フェリス」

「ん？」

「あの～……なんだっけ？」

「なんだ？」

「ああ、そうそう。おまえさ、明日あした、誕生日なんだって？」

　そんなことを、聞いてみる。

　ちなみにこれは一昨日、ライナが気絶する前に幻げん覚かくの中で見た情報だった。

　フェリスが執務室に入ってきて、自分は三日後が誕生日なので、

『三日後にライナとシオンが私の誕生日パーティを盛せい大だいに開くらしいから、おまえもくればいい』

　なんてことを、ライナに言ってきたのだった。

　しかしその、すべては洗脳魔法が見せた幻覚で。

　それがなんのために見せられたものなのかはまるでわからないのだが、しかし、その幻覚の中には、重要な手がかりが隠されている。

　つまり、もし本当に三日後がフェリスの誕生日なら、今回のこの洗脳魔法をかけた何者かは、少なくともフェリスの誕生日を知っている奴だということになる。

　つまり、内部の、ライナたちが知っている、誰だれかの犯行の可能性が高い、ということになる。

　だからライナは、もう一度聞いた。

「で、おまえ、誕生日なの？」

　するとフェリスは驚おどろいた表情になり、

「なぜ、知っている？」

「あ、まじで誕生日なのね？」

「うむ！　ついに私もこれでおまえと同じ、十九だ！　いままで年下だと思ってさんざんパシリに使われたが、これからはそうはいかないぞ!!」

　と、そう言って、どーん！　とばかりに指を一本、こちらへ向けてくる。

　それにライナは、

「……あ～、まぁ、どちらかというとパシリに使われてたのは俺のほうだと思うんだけど……そか、十九になるか」

「なる！」

「おめでと」

「まだ十八だ！」

「ああ、そうね。明日だったね」

「うむ！　なにやら私が聞いた話によると、ライナとシオンが私の誕生日パーティを盛大に開くらしいぞ？　おまえも招待して欲しいか？」

「って幻覚の中とほとんど同じセリフじゃねぇか」

　と、ライナが苦く笑しようしながら言うと、彼女は不思議そうに首をかしげ、

「幻覚？」

「いや、なんでもない」

「いま幻覚を見てるのか？」

「いやいや、いまじゃないけどね」

　言ってから、ライナは考える。フェリスのいまの言葉を。いま、彼女が言った、ほとんど幻覚の中と変わらないセリフからすると、やはり今回、ライナに洗脳魔法をかけてきた犯人は、かなりこちらの内情に詳くわしい奴のようだった。

　フェリスの生年月日を知っていて。

　さらに、彼女の性格まで、かなり完かん璧ぺきに理解している、何者か。

　いや、もしかするとライナの脳の中のフェリスの記憶を使って、ああいった幻覚を見せたのかもしれないが、少なくとも彼女の生年月日を、ライナは知らなかった。

　つまり、敵はフェリスの生年月日を知っている、何者かだということになる。

　となると、

「……かなり、犯人の候補が絞しぼれてくるんじゃねぇの？」

　彼が呟つぶやくと、彼女がこちらを見て、

「む？　犯人が誰だかわかったのか？」

「いや、それはまだわからないけど……でも、とりあえずシオンに会わないとな。闇やみ雲くもに犯人を探さがしても見つからないだろうし。いま、あいつがどこにいるかわかるか？」

　言ってから、ライナは起き上がる。

　すると少しだけ目め眩まいがする。頭が重い。それが寝ね過ぎていたせいか、それとも洗脳魔法をかけられているせいか。

　それにフェリスも立ち上がり、言った。

「起き上がって、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　少しだけ、心配そうな声こわ音ね。

　いつも強気な彼女には似合わない、不安げな声音。

　もしこのまま洗脳魔法が解けなければ、あと一日で死ぬ。

　おまけに治ち療りようはおそらく、間に合わない。洗脳魔法は複雑な術式で描かかれているので、三日やそこらじゃ、解かい呪じゆするのは不可能だ。つまりこの魔法をかけた犯人を見つけ出し、解呪するためのキーワードを聞き出さない限り、ライナは死ぬ。

　その事実をたぶん、こいつも知ってるのだ。

　でも、明日はフェリスの誕生日で。

　なのにその場で死ぬなんてのは、ちょっと、まずいよねぇと、思う。だからライナは笑って、

「ああ、全然平気だよ。それよりシオンと合流しよう。犯人捕つかまえて、さっさと事件を終わらせないとな」

　言ってから、ライナは歩き出す。病室を出て、廊ろう下かを歩く。

　するとフェリスも横をついてくる。

「で、シオンどこよ？」

　ライナが聞くと、彼女が答えた。

「なにやら今朝、ペンティーノ領にいくと言っていたが」

「ペンティーノ？　ずいぶん遠いとこいってんな。往復一日かかるぞ。じゃあそこに手がかりがあるって？」

「うむ」

「ってことは、あいつが帰ってくるのは、夜になるか」

　なら、どうする？

　と、ライナは腕うで組ぐみして、考え込んだ。

　自分たちだけで、とりあえず調査を始めるか？

　とりあえずライナが持っている情報は、どうやら敵が、フェリスの誕生日を知っているらしい、という事実だけなのだが。

　しかし、その事実はかなり重要なもののはずだった。なぜなら彼女の──剣けんの一族と呼ばれる謎なぞに包まれた一族の素す性じようを知っている者は、少ないからだ。

　それはもう、相棒であるはずのライナですら彼女の生年月日など知らなかったほどの、謎っぷり。

　となると彼女の誕生日を知っている人間の数はかなり少ないはずで、犯人の候補はそれだけでかなり絞れるはずだった。

　だからライナは聞いた。

「なぁフェリス」

「うむ」

「おまえの誕生日が明日だってことを知ってる奴って、どれくらいいるの？」

「ん？　いきなりどうした？」

「いや、どうも今回の犯人は、おまえの誕生日を知ってる奴っぽいんだよ。だから、おまえの誕生日を知ってる奴の中から犯人を探せば簡単に見つかるんじゃないかって思ってさ。で、おまえの誕生日知ってる奴って、結構多い？」

　ライナが聞くと、彼女は考え込むように視線を天てん井じように向けてから、

「いや、少ないな」

「誰と誰かわかるか？」

「ううむ」

　と、彼女は益ます々ます考え込むような顔になってから、

「たぶん、兄様は知ってると思う」

「ルシルか。まあ、でもあいつはこんな手のこんだことしねぇだろ。俺を殺そうと思えば、瞬しゆん殺さつだしな。他には？」

「イリス」

「ほいほい。兄と妹ね。そこらへんはないなぁ。あとは？」

「あとはシオンだな」

「ああん？　シオン？　おまえ、俺には誕生日教えないで、あいつには教えたのかよ？」

　ライナが聞くと、彼女はあっさり、

「うむ。なにやら部下として登録するために、プロフィールがいるとか言われて、書類に書かされたのだが……まずかったか？」

　と言われ、しかしそれに、彼は顔をしかめた。

　フェリスの情報が書かれた書類がどこかにあるのなら、犯人の数はぐっと増えることになる。

　その書類を見ることができる立場にいる者ならば、誰でも、彼女の誕生日を知ることができるからだ。

　それにライナは、

「あ～、さすがにそんなに簡単に、犯人は見つかんねぇか。しかしこりゃ、まいったな」

　言ってから、頭をかいた。

　それからもう一度、情報を整理してみようと思う。

　廊下を抜ぬけ、いくつか角を曲がり、見知った王城の回かい廊ろうに出てからいつもの執しつ務む室へと向かう道。

　そこを歩きながら、彼は思考をまとめていく。ぐるぐると脳を回転させて、推理を進めていく。

　その途と中ちゆう。

　執務室へと向かう道の途中で、何人かの人間とすれ違ちがう。シオンの部下で、王城で勤務している人間たちだ。そのだれもがおそらく、フェリスのプロフィールを見ることができる立場にいるはずだった。

　この王城の中に、犯人がいる可能性がある。

　とそこで、ライナは一人の女が、正面の回廊からこちらへ向かってきているのに気付いた。顔に見覚えはない。なのに彼女は、こちらを見つめて、それから、馬ば鹿かにしたような顔で、笑う。

　さらにその後ろからきた男も、ライナを見るなり吹ふき出して、笑う。

　さらにその次の女も笑い出して、なんかもう、それが気になって気になって推理が進まなくなってきて、ライナは隣となりを歩いているフェリスに言った。

「おまえ、俺の額にどんだけむかつくうんこマークかいたわけ？」

　すると彼女はまた、嬉うれしそうに、

「かなりの力作だ」

「すげぇ恥はずかしいんだけど」

「ふふふ[image: ]」

「いやふふふじゃなくてね。ちょ、たんま。執務室に戻もどる前に、俺、額洗ってくるわ。トイレいってくる」

　という言葉に、またも彼女は心配げな顔で、

「きっと石けんがしみるぞ？」

「ってどんだけ深く額えぐったんだよ！」

　怒ど鳴なりながら、彼は踵きびすを返す。それから一番近いトイレへ向かう。ってかだいたい、こんな馬鹿なことしてる暇ひまないのに、なに俺ってばいつもどおりフェリスに振ふり回されちゃってんだろとか思う。

　だってこのままほっときゃ明日にも俺、死ぬんだぜ？　それってなんか、かなりやばくない？

「ったく、いい加減にしてほしいよなぁ」

　と、ライナは、トイレに入った。

　そして入り口にある、綺き麗れいに掃そう除じされた洗面台を見る。

　それからその上に設置されている鏡を見る。

　さらにその、鏡に映った自分の顔を見る。

　すると彼の額には、巨きよ大だいなうんこに、にこにこ顔な絵が描かれていて。

　でも、すれ違う人間がそれを見て、笑うとは思えなかった。なぜならライナのぼさぼさな前まえ髪がみは額に下りてきていて、いまいちうんこマークはちゃんと見えないのだ。

　じゃあ、すれ違う人間たちは、いったい、なにを笑ったのか？

　それは。

「…………」

　と、ライナは、鏡の中に映った自分の顔をまじまじと見つめた。

　するとその顔には、額だけじゃなく、ありとあらゆるところに、らくがきされまくっていた。馬鹿だのあほだの女たらしだのうんこたれだの、幼よう稚ちな悪口が書かれまくっていた。そしてその中に、いくつか長い文章も書かれている。

　その一つを、読む。

　まず、左のほっぺに、こんなことが書かれている。妙みように馬鹿にしたような顔の、ちっさいシオンの絵の横に、

『はいはい僕ちゃん、シオンで～す。今日はフェリスと協力して、ライナ君におもしろどっきり事件を仕し掛かけ……』

「あいつらぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　しかしもう、全部を読み終わらないうちに、ライナは叫さけんでトイレを飛び出していた。

　するとトイレの外で待っていたはずのフェリスが、もう、かなり遠くへ、脱だつ兎とのごとく逃にげ去っていて。

「てめぇ、ちょ、待ちやがれぇえええええええええええええええええええええええ!?」

　ライナは、叫ぶ。

　ありえなかった。これはもう、ちょっと、ありえなさすぎた。ってかなんなの？　なんなのあいつら？　え？　え？　じゃあなにか？　この二日、自分は死ぬかもしれないってシリアスになって、フェリスとシオンには、迷めい惑わくかけるなぁなんて感謝しまくった俺の気持ちを、あいつら横で笑ってたってこと？　ずっと笑ってたってこと？

　うわ、うわそれ、すげぇえええええええ恥ずかしいいいいいいいいいいいいいいい!?

　ああだめだ。もうだめだ。あいつら殺して、俺がなんか、あいつらにありがとな的な態度をとった事実を消しよう滅めつしないともう恥ずかしくて生きていけない……

　だから、とりあえず逃げてくフェリスを、

「逃がすかぁああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　とライナは叫んで、指を空中で躍おどらせた。そのまま空間に、光の文字を書き込んでいく。

　それはかつて、エスタブールの魔ま法ほう騎き士し団と戦った際に奪うばいとった魔法だった。

「我・契けい約やく文を捧ささげ・大地に眠ねむる悪意の精せい獣じゆうを宿す」

　ライナは呪じゆ文もんを唱える。魔法が完成する。刹せつ那な、彼の体が一いつ瞬しゆんきらめいて、加速を始める。

　そして彼は走り出した。

　信じられない速さで逃げていくフェリスを追って、彼もとんでもない速さで追いかけていく。

　それでもいつもならとてもフェリスには追いつけないはずだった。魔法で加速した状態でも、フェリスの異常なまでの身体能力には一歩及およばないはずだった。

　しかし、今日の彼は違う。

　今日の、顔にらくがきされまくったライナは、一味違った。

「ぶっ殺ぉおおおおおおおおおおおす!!」

　と叫びながら、魔法でリミットを外した筋肉の限界を、さらに超こえる。すると体中が痛んで、みしみし言い始めるが気にしない。全力を超えた極限の力で彼は、フェリスを追いかける。

　床ゆかを駆かけ、障害物を避さけて壁かべを駆け、天井を蹴けって方向転てん換かん。

　するとだんだん、フェリスの姿が近づき始める。逃げていく彼女の姿が近づき始める。

　それにライナは、

「ふはははははは、追いつくぞ～！　すぐ追いつくぞ～！　そしたら顔にらくがきしてやる！　私はだんご嫌ぎらいっ子ですってらくがきしてやるからなぁ～!!」

　言いながら走り続けた。

　そのままさらに、フェリスは廊ろう下かを二回曲がる。それをライナは追いかける。

　彼女は階段を駆け上がる。

　ライナも階段を駆け上がる。

　そしてその途中で、ライナはにやりと、笑えみを浮うかべた。

　いま、二人が走っている回廊は、シオンの玉座がある広間へと続いているはずだった。

　そしてその玉座の間は、ライナの知る限り、隠かくし通路だとかそういうものがなければ、いき止まりになっているはずだった。

　つまりフェリスは袋ふくろのネズミということだ。

　だからライナは言った。嬉しそうに言った。

「はっはっは～。そろそろ、年ねん貢ぐの納めどきのようですなぁ、フェリスさん」

　と、どこの悪役だよと突つっ込こみが入りそうなほど楽しそうな声音で言った。

　しかしフェリスは振り返らない。そのまま回廊の奥、玉座の間へと抜けていって。

　ライナもその後を追う。

　真まっ直すぐに追う。

　そして回廊を抜け、そのまま広間へと抜けた──瞬間！

　突とつ如じよ目の前に広がった光景に、ライナは、

「…………」

　彼は、動けなくなってしまった。

　広間にはどういうわけかたくさんの人間がいて。

　一瞬、シオンがここで会議かなにかをやってるんじゃないかとも思ったが、どうもそういう雰ふん囲い気きでもない。

　なぜなら広間の中にいる奴やつらが全員、こちらを──ライナのほうを見ているのだ。

　おまけにその、ライナを見ている奴らの全員の顔を、彼は知っている。

　あの赤あか髪がみの馬鹿とかその彼女のノアとか、女たらしのカルネとか、槍やりが命のシルやらブーやら、詐さ欺ぎ師しのエステラに、なんか名前が似てて紛まぎらわしいエスリナ。

　他にもライナがこのローランドで、この、シオンの城で出会ったうざい面々が、だーっとそろっていて。

　そしてその中央に、あの二人がいる。

　玉座に座って、妙ににやにやしているシオンと、その横でだんごを食べているフェリスの姿。

　その光景を見て。

　普ふ段だんは集まらなそうな奴らが集まっているちょっと妙な光景をライナは見て。

「…………」

　あ、これやばい。

　と、直感的に思った。

　動物的な勘かんで、そう思った。

　なんかやばい。かなりやばい。

　だってそうじゃん？　こんだけの奴らを、いま、わざわざこのタイミングでここに集めて待ってたってことは、俺がフェリスを追ってここまで走ってくるのまで、すべて誰だれかの計画通りってことじゃん？　わざわざ洗脳魔法をかけて、それからその種明かし、でもってこの待ち伏ぶせって。

　なんか。なんかいつもより全然いじめの手が込こんでるよね、これ？　うわ～すげぇやべぇ。すげぇやべぇ臭においがぷんぷんする。

　ぷんぷんするので、

「え～と、じゃあ俺、そういうわけで、帰って寝ねま……」

　が、彼が踵を返して、すごすご帰ろうとしたところで。

　部屋の中の奴らが一いつ斉せいに言った。

　全員が一斉に、




『ライナ君！　お誕生日おめでと～!!』




　なんてことを、ライナに向かって言ってきて。

　おまけにあれが鳴った。

　あのうるさいあれ。

　クラッカーとかいううざいあれが、一斉にパンパンパパパーンとこちらに向かって放たれ、赤やら黄やら青やら橙だいだいやらの紙かみ吹雪ふぶきが舞まう。

　それにライナは呆ぼう然ぜんとクラッカーの群れを見つめ、それから中央にいる、フェリスと、そしてシオンを見つめて、言った。







[image: ]







「はぁ？　誕生日？　おまえらなに言ってんの？」

　するとそれに、シオンがいつもの、悪戯いたずらっ子こ炸さく裂れつな笑顔で言ってくる。

「やあやあこれでついにライナも俺と同じ、二は十た歳ちになったかぁ。めでたいなぁ」

「ってだからおまえ、なんの話してんだよ？　誕生日？　誰の？」

「おまえの」

「いや意味わかんねーから。俺はあれだぞ？　子供のころの記き憶おく全然なくて、親の顔すら覚えてないから、誕生日とか覚えてないぞ？」

　ライナがそう言うと、シオンが肩かたをすくめてから、

「だからだよ。親の記憶もない。生まれた記憶もない。そんなかわいそうなライナちゃんに、僕らが誕生日を作ってあげようと」

「ってうぜぇ～。じゃあなにか？　今回のこれは、その、なんか俺に誕生日を作ってあげよう計画なわけ？」

　ライナが聞くと、全員が一斉に、

『そう』

　とうなずく。

　それからカルネが、

「はい。じゃあライナさんも状じよう況きようを理解できたところで、あらためましてみなさんクラッカーを……」

「用意しなくていい!!」

　ライナはもう、うんざりした顔で言った。

　そして広間の中にいる面々を見る。みんな楽しげなのか、馬ば鹿かにしてるのか、嬉うれしそうな笑顔でライナを見つめていて。

　おまけに無む駄だにケーキ的なものや、料理的なものが用意されていて。

　どうやら本気で彼らは、ライナの誕生日を祝おうとしているみたいだった。

　なんかそれが。

「…………」

　なんかそれが、妙に恥はずかしくてライナは、顔をしかめて言った。

「ってか、それにしたって今回のは、意味不明すぎるだろ？　俺の誕生日を勝手に作って祝おう計画なのに、なんで嫌いやがらせみたいに俺に、洗脳魔法とかかけるわけ？」

　その問いかけに、今度はフェリスが答える。

「うむ。いい質問だ！　答えてほしいか？」

「そりゃほしいでしょ」

「だがおまえのような馬鹿には教えてやらない」

「っておまえ、まじ殺……」

　が、そこでシオンが笑いながら、

「ま、てっとりばやく言うとだね」

「結局教えるのかよ！」

　というライナの突っ込みは無視して、シオンは続けた。

「いや、これはフェリスがおまえのために思いついた企き画かくだから、フェリスから説明するのは恥ずかしいだろうって思ってさ～。だから俺が説明するよ」

　その言葉に、ライナは、フェリスのほうを向いて。

「……おまえが、俺のために？」

　すると彼女はなぜか、ちょっとだけ気まずそうに顔をそむける。顔を赤らめて、恥ずかしそうに顔をそむける。

　それに。

　その、彼女のなんか、かわいらしい仕草に。

「…………」

　ライナは震ふるえた。

　そしてまた、彼の中の動物的勘が叫さけび始める。こりゃやばい。もうやばい。なんかこう、フェリスがいつになく恥ずかしそうにしたり、女っぽくし始めたらいつだって危険信号点てん滅めつなのだ。そのあとには必ずすごいイジメがどかんと現れるの間ま違ちがいなしで、だからライナはもう、全身に力を込めた。逃にげる準備をした。なにか起きたらすぐ広間を飛び出せる準備をした。

　とそこで、シオンの説明が始まる。

「いやぁしかし、フェリスがあんなにライナのことをきちんと考えてるとは思わなかったなぁ」

　なんて言葉は無視で、ライナはちょっとずつ、ちょっとずつ、体を沈しずめ、逃げる用意をする。

「突とつ然ぜんライナが倒たおれたときには俺も驚おどろいたけど、あの洗脳魔ま法ほうは、フェリスがカルネに頼たのんで、長い時間をかけてライナにかけてたものらしいんだよ」

　それに、ライナはカルネのほうを向いて、

「実行犯はおまえかぁ！」

　怒ど鳴なった。

　するとカルネがへらへら笑って、

「いやぁ、禁きん呪じゆを使うのはさすがにまずいかなぁとも思ったんですが、フェリスさんの、『私の誕生日の前日にライナの誕生日を作ればきっとあいつも忘れないだろう』とか、そんな愛ある話を聞いたらなんか感動しちゃって、ここは一つ、頑がん張ばっちゃうぞ[image: ]って」

「はぁ？　ちゃうぞ[image: ]じゃねーよおまえ。禁呪ったら、ちょっと操作間違っただけでとんでもない暴走するような危険魔法だろうが」

　というライナの言葉にもカルネは楽しそうに、

「そうなんですよねぇ。二度ほどライナさんが死にかけたときは、僕もちょっとだけ肝きもを冷やし……」

「ざっけんなぁあああああああああああ!?」

　なんてライナの悲鳴に、カルネがへらへら笑う。フェリスはふふふと笑う。シオンがにやにや笑うってなにこれ？　なんなのこれ？

　あきらかにこいつら、俺の誕生日祝う気とかなくない？　新しいイジメ見つけて楽しんでるだけじゃない？

　とそこで、シオンが、

「ま、そんな冗じよう談だんはさておき」

「死にかけたのは冗談じゃねぇだろ！」

「まあまあ、落ち着けよ。みんなほんとに、おまえのこと好きなんだから」

「俺は嫌きらいだけどな！」

「あはは。で、フェリスが言うには、おまえには親の記憶もないし、誕生日もいつかわからない。それで祝われてもきっと、本当に喜んではくれないだろうと。だから洗脳魔法で、脳の中にライナ誕生の記憶を作ってやろうと」

「捏ねつ造ぞうじゃねぇか！」

　が、そのライナの叫びに、シオンが少しだけ真顔になって、

「捏造でも……それでもそれが幸せな記憶ならさ、少しは自分嫌いのおまえが、生きる意味を見つけられるようになるんじゃないかってさ……フェリスが言うんだよ」

　なんてことを言い出して。

「う……」

　と言っただけで、ライナは、なにも言えなくなってしまった。それどころかフェリスのほうを見ることさえできなくなってしまう。

　ただ心の中で、うえ～なんだよそりゃって、思うだけで。

　これじゃ、あれじゃん。まじでこいつら、俺のこと祝おうとしてんじゃんって。

　それが一番まずかった。そういうのが一番まずかった。だって。だってそんなの、すごい恥ずかしいじゃないか。

　だが、シオンがさらに、続ける。

「そんなわけで、それを聞いたあとは俺も参加して、いろいろプレゼントを用意したんだけど……まあ、とりあえずはフェリスからのプレゼントを受け取ってやってくれよ」

「…………」

「おまえの頭の中に、フェリスが作ったおまえが生まれたときの幸せな記憶が入ってるから。それを見てやってくれ」

　シオンがそう言った。

　それにライナは、逃げようとしていた体の力を、抜ぬいた。

　そして。

「ったく、おまえらはほんと、いつもながらうぜぇなぁ」

　と言う。するとシオンは笑って、

「はは。うざいのはお互たがいさまだけどな。じゃ、記憶を再生するぞ？」

「捏造の？」

「捏造の。でも少なくとも、おまえのために作った、幻げん想そうだ」

「幻想ねぇ。ふぅん……じゃ、やれよ」

「ああ」

　シオンはうなずいてから、手を掲かかげた。そして指をパチンっと鳴らす。

　途と端たん。

　また、胸に痛みが走った。息苦しくなり、頭の中が真っ白になる。

　洗脳魔法の作った夢の中に、引きずり込まれていくのだ。平へい衡こう感覚がなくなり、世界が、ぐらぐらと揺ゆれ始める。膝ひざが落ち、床ゆかにつきそうになったところで、両りよ肩うかたを誰だれかに支えられるが、それが誰かはわからない。きっと広間にいた、仲間の誰かだろう。

　ただいまは、意識が朦もう朧ろうとしてしまって。

　なにもかもがわからなくなってしまって。

　やがて。

　ライナは──




　　　　◆◆◆◆◆




　夢を見た。

　そしてその夢がどういうものになるか、それをもう、ライナはうっすら知っていた。

　それはとても温かくて、泣きたくなるほど懐なつかしい夢だ。

　いつもどおり誰かがぎゃーぎゃーうるさくて、ひどくめんどくさい夢。

　まず最初に見えたのは暗くら闇やみ。

　それから突然、その闇をつんざくように声が響ひびいた。

　オギャーとかいう、なんかすごくわかりやすい声。そしてその声がどうも、自分の喉のどから放たれているということがライナにはわかる。生まれたのだ。初めてこの世に生まれた瞬しゆん間かんの景色を、見ているのだ。

　最初に見えたのは、小さな部屋だった。暖だん炉ろと、淡あわい光の灯ともしびがあるだけの、質素な部屋。

　とそこで、その部屋の扉とびらが、開くような音がして。

「おお、ついに生まれたか！　でかしたぞ！」

　という、声が響く。どうやらそいつが父親らしい。喜びと、期待の込められた声。

　ライナはその声のほうを見る。

　するとそこには、妙みように肩かた幅はばの広い、まるで似合わないちょびひげを生やした、金きん髪ぱつ絶世の美女が……

（ってなんで親おや父じがフェリスなんだよ!?）

　というライナの突つっ込こみは、しかし夢の中なのでかき消されてしまう。

　そのままアホとしか思えないひげ姿のフェリスが近づいてきて、そのひげ面づらでこちらをのぞきこみ、誕生したばかりのかわいらしい我が息むす子こを見つめて言った。愛いとしげな声こわ音ねで、

「おお、おお、なんと、生まれたときから怠なまけ者な顔をしておるのぉ。もう、あきらかに人生の負け組といった顔だ」

（どんな顔だよ！）

「よし、『あきラかに、じんせイの負け組だナ』──略してライナと名付けよう！」

（どういうこじつけだよ!!　ってなにこれ？　なんなのこれ？　これのどこが幸せな記き憶おくなわけ？　生まれてすぐにけなされまくってんだけど俺）

　という言葉も、夢の中なので誰にも届かない。

　ただ淡たん々たんと、まったく意味不明なパラレルワールドが続くだけで。

　ってかね、フェリスのね、おまえどんだけデカイ肩かたパッド入れてんの？　って突っ込みたくなるほどの無む駄だな肩幅だけでも、トラウマになりそうな夢が続くだけで。

　そして肩パッドフェリスが言う。

「よし、今日からおまえはライナだ。すでに負けが確定している人生だが、生まれてくれて、ワシは嬉うれしいよ。お誕生日おめでとう！」

（全然、祝われてる気がしねぇなぁ…）

「さあ母さんも言ってやれ。お誕生日おめでとうと言ってやれ」

　と、フェリスが言う。

　するとそれに、ライナの後ろから、

「んもう、父さんたらはしゃいじゃって～」

　なんて声が響く。

　それにライナは、どうやらその、声の主の胸に、優やさしく抱だきかかえられていたんだということに気付く。

　そしてそれがどうやら、自分の母親だということに気付く。

　だがその母親を、恐こわくて見れない。フェリスが父親なら……フェリスが父親なら……母親はきっと……

　と、ライナが、びくびくと目線を上げて、母親のほうを見ると。

（………………）

　そこには、本当に綺き麗れいな母親がいた。柔やわらかそうな、それでいて高貴さを感じさせる銀の髪かみ。意志の強そうな金……

（ってやっぱシオンかぁあああああああ!?）

　ライナは悲鳴を上げた。

　だって、だってシオンの馬ば鹿かは、化け粧しようをしているのだ。無駄にかわいらしい頰ほお紅べにに、真っ赤な口紅。それが似合ってないのならまだしも、ちょっと美人なところがよりきもい。まじきもい。その、きもいシオンが優しい顔で、

「生まれてきてくれて、ありがとう、坊ぼうや」

　と言って、赤い唇くちびるでこちらにキスしようと、

（ぎゃぁあああああ噓うそ!?　噓だろぎゃぁあああああああああああああ）

　なんて悲鳴も誰にも届かな……

　が、そこでフェリスが言う。

「おお、なにやらぎゃーぎゃーわめいているぞ」

（おおおおおお!?　俺の悲鳴が届いたか？）

　が、シオンが言う。

「きっとお腹なかが減ってるんですよぉ」

（え？　へ？　いや違ちがう。それ違……）

「おお、そうか。お乳ちちの時間か」

（ちがぁああああああああああああ……）

「はいはい、ライナちゃんもう泣かないの。いますぐお乳あげますからねぇ～」

　と、シオンが服の、胸の部分をはだけようとする。その服の下に、あきらかにあるはずのないふくらみがあるのにライナは気付いて、

（噓だぁあああああああああってまじやめて!?　やめて!?　お乳いらないからまじや…………ぐぎゃぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?）




　　　　◆◆◆◆




「……あ……あ……あ……」

　悪夢だった。いろいろ悪夢だった。悪夢以外の、なにものでもなかった。

　その悪夢から覚めたとき、ライナは死よりも深い闇にぐったりと沈しずんでいた。

　目を覚ますとそこはさっきの広間で。このローランドで出来た仲間たちが彼を優しく見守ってくれていて。

　そしてフェリスが、言う。妙に嬉しそうな、勝ち誇ほこったような声音で、

「どうだ？　生きる意味を見つけられたか？」

　なんてふざけたことを言ってきて。

　しかしもう、ライナには答える気力が残っていない。

　続いてシオンも、

「みんなに愛されてて、よかったなぁライナ」

　なんてふざけたことを言ってきて。

　それにライナは、胸の奥にこいつらまじ殺してやろうかと殺意が芽生え始める。

　だがその殺意も。

「じゃああらためまして、いまからライナ君の誕生日パーティをはじめまーす」

　というカルネの声とともにパーティが始まってしまい。

　それが妙にうるさくて、ぎゃーぎゃー騒そう々ぞうしくて、ひどくめんどくさくて。

　ああもうおまえらどこまでもうぜぇなぁって思うけど、ライナもそれに、いつの間にやら笑ってしまっていて。さっきまでちょっと殺意とか感じてたはずなのに、もう、なんなんだろこれ、と思う。

　そして気付くのだ。

　いつの間にか、あれを思わなくなってるってことに。

　妙な夢をフェリスが作ってくれなくても、別にもう、思わなくなってるってことに。

　自分は死ななきゃいけない化物で。

　誰にも自分は生きることを望まれてなくて。

　もういっそ、死んだほうがいいんじゃないかって、ずっとずっと、深く深く、思い続けていたはずなのに。

　シオンが笑って、フェリスが笑って、みんなで笑ってるうちに、なんか、それがひどく馬鹿らしいことのように思えてきて。

　日々がこんなに穏おだやかなら、まあいいかって、そう思うのだ。

　だからきっと、自分は、感謝してるんだと思う。このうざい連中に。このうざい仲間たちに。もちろんそれを、口に出して言ったりはしないけれど。恥はずかしいから、ンなことは絶対に言えないけれど。

　覚えてなかったはずの誕生日を無理矢理作られて、嫌いやがらせみたいにめんどくさいことをされて、おまけにシオンに、

「あ、それで俺からのプレゼントはね、ほら、さっきまで洗脳魔ま法ほうで二日寝ね込こんでたろ？　あの二日で、二十日徹てつ夜やして仕事しても大だい丈じよう夫ぶなようにおまえの体を改造してやっ……」

「てめぇふざけんなぁあああああああああああああああああああああああああ!!」

　と叫さけびながら、それでもライナは笑った。

　みんなが笑ってるから、仕方なくライナは笑った。

　そして最後に。

　誰だれにも聞こえないような声で、ちょっとだけありがとって、そう言ってみようかなって思ったが、

「…………」

　やめた。恥ずかしすぎるのでやめた。

　だから胸の奥にしまいこむ。いつも思ってる気持ちを、胸の奥にしまいこむ。




　いままでありがと。

　んでもって、これからもよろしくな。




　それは言葉にしないけど。

　だって明日もどうせ、こんな馬鹿みたいなお祭りが続くんだから、それは言葉にしないけれど。

　でもそれでも、胸の奥のほうだけでちょっとだけ、言ってみる。ありがとうって、これからもよろしくって、そう言ってみて。

　それから。

「てめぇまじ死ねよぉおおおおおおおお!!」

　と、酒の瓶びんを投げつけてきたフェリスに叫んで、ライナはまた、笑いながら走り出した。




　　　　◆◆◆◆◆




　そんな、祭りが終わって。

　それから少し、時が流れてしまって。

　また、夢を見た。

「…………」

　あの夢だ。

　たまに見る、あの夢。

　それはとても温かくて、泣きたくなるほど懐なつかしい夢。

　ぎゃーぎゃーとうるさくて、ひどくめんどくさくて、あまりのうっとうしさに疲つかれてしまうような夢なのに、なぜかちょっと、幸せを感じてしまうような、そんな夢。

　いまはどうしてそんな夢を見るのかを、彼は知っている。

　本当に懐かしいからだ。

　世界があまりにひどくて、辛つらいからだ。

　でもどれだけ世界がひどくても、その夢を見るとまた、頑がん張ばろうと思える。

　前を向いて、歩いてみようって、そんな気持ちになる。

　もう戻もどらない過去。

　二度と取り返すことのできない日々。

　そんな景色を眺ながめて、それでも少しだけ、前向きになれるから。

　だからきっとあれは、本当にプレゼントだったんだと、いまは思う。

　あの思い出や、あの記き憶おくや、あの馬ば鹿からしい日々はプレゼントだったんだっていまは思う。

　あの馬鹿みたいにうざいと思っていた日々が生きる意味を与あたえてくれて、だからもう、過去を振ふり返らずに前に進むことができるから。

　もちろんこれはただの夢で。

　いつかは覚めてしまう夢で。

　こんな夢がいつまでも続くとは思ってないけれど、それでももう少し長く。

　こんなにいい夢ならもう少し長く、続いてくれればいいのに。

　そんなふうに思うと、いつも──




「…………」




　ライナ・リュートは、目を、覚ました。

　薄うすく眼を見開く。

　すると視界には、いつもの景色が広がっていて。

　いつものひどい世界が広がっていて。

　世界はなにもかもが変わって、ライナは、たくさんの命を背負ってしまっている。

　たくさんの悲しみを、たくさんの喜びを、たくさんの思い出をその胸に抱かかえ、押し潰つぶされてしまいそうなこともあるけれど。

　でも、彼は笑う。

　あの記憶があるから。

　あの思い出があるから。

　だから彼は笑えみを浮うかべて、

「待ってろよ、シオンの馬鹿が」

　と、そう言える。

　それに感謝している。いまならきっと、口に出して言うことさえできるかもしれない。ありがとうって。おまえにほんと、感謝してるって。

　まあ、いまはもう。

「…………」

　それを言う相手は遠く離はなれてしまっているけれど。

　でも、それでも。

「いまからだって、届かないこたぁない」

　そう言って。

　それから彼は、漆しつ黒こくのマントを翻ひるがえした。

　大切なものを、再び取り戻すために。

　言い忘れた言葉を、もう一度あいつに言うために。

　希望をなくし、光をなくしてしまった堕おちた黒い勇者を救うために。

「…………」

　親友を救うために、悪魔王と呼ばれた誰よりも優やさしい王は、ゆっくりと歩き始めた。





（『大伝説の勇者の伝説』につづく）









　あとがき




　はい。

　これで、『堕おちた黒い勇者の伝説』シリーズは、終わりとなります。

　といっても『堕ち伝』は、『伝説の勇者の伝説』シリーズ一巻のラストに繫つながっていく物語なので、伝勇伝が終わるわけでは全然ないのですが。

　しかし、一つのシリーズが終わりました。

　正直いって、僕はこの『堕ち伝』の、最後の読み直し原げん稿こう（ゲラと言います）を読みながら、泣きそうになりました。

　だって、まさか伝勇伝のシリーズの中の一つが、終わる日がくるなんて、思っていなかったからです。

　いやもちろん、終わるに決まっているのです。革命編は、この巻で終わるように最初からプロットを切っていたし、それにもう、何年も前『いつか天てん魔まの黒ウサギ』シリーズの短編がドラゴンマガジンに載のるのと入いれ替かわるようにして、伝勇伝は連れん載さいを終えていたのですから。

　そしてその、短編のストックも、この巻できちんとすべて消費したことになります。

　いまやドラゴンマガジンは隔かく月げつ刊かんですが、僕が連載していたころは月刊で。

　伝勇伝というシリーズはさらに、その雑誌上で、連載権を読者様からの人気投票で争って優勝する──という経けい緯いで、始まったのですが、以来、ドラゴンマガジンでは最長に近い、シリーズの一つだと思います。

　フォルダを確認すると、なんと第八十話まであります。

　まじか！

　六年半以上、連載していたことになります。小学一年生が、中学一年になるまで、月刊連載をしていたということです。

　おまけにライナたちはとてもいい子で、当時のドラゴンマガジンは、アンケート至上主義！　みたいなときもあったのですが、なんにも気にせず、ライナとシオンとフェリスを楽しく描えがいていれば、彼ら彼女らが騒さわいでいれば、アンケートでいつも三位以内にいました。だからアンケート結果を気にすることなく、やりたい放題、やらせてもらってました。

　ライナが昼ひる寝ねして、フェリスがだんごを食べて、シオンが仕事をし続ける毎日。

　それが僕は大好きで大好きで、書き下ろし長ちよう編へんをやりながらだったので連載はきつかったけれど、いま思い返すと、この連載をやらせていただけたのは、本当に幸せな時間だったと思います。

　でも時は流れ、本編である『伝勇伝』は、ローランドを出て『大伝説の勇者の伝説』へと話を大きくし、本編との乖かい離りが進んだので、ローランドで騒ぎ続ける連載をやめる決意をしました。同時に、シオンの革命編を始めることにしました。

　そしてそれからですらたぶん、五年くらいたってます。

　でもそれも、今回で終わり。

　シオンの革命もそうですが、ローランドでライナたちがわいわい騒ぐ時間は終わり、長編である『大伝』で、あの日々を取とり戻もどせるかどうか？　の、戦いが始まります。

　なのでみなさん、『大伝』をよろしくね、と、言う前に、お礼を言わせてください。

　ってか、ここにいるみんなに、『大伝』の告知なんていらないんだよね！　だってこれ、『伝勇伝』の外伝としては、十九冊目だぜ！　外伝十九冊も買ってくれる仲間に、いまさら伝勇伝の宣伝なんて、いらねー（笑）




　だけど、お礼はしたいです。

　ここまで続けさせてもらえたのは、やりたい放題やらせてもらえたのは、楽しく今日も小説を書かせてもらえるのは、みなさんのおかげです。みなさんに支持してもらえなければ、ライナは立つことも眠ねむることもできません。シオンも覇はを唱えることはできません。

　ここまでこれたのはだから、みなさんのおかげです。

　みんな大好き！

　ありがとう。

　これからもよろしくね！




　と、お礼を言ったところで、いやー、しかし、正直、『伝勇伝』長くやりすぎて、終わるの怖こわいよ。長編はまだもう少し続くけど、そうか。もう二度と、短編は書かないのか。いやもう何年も前から書いてないから、いまさらなんだけどさー。

　ってか、いまは雑誌が月刊じゃなくなってしまったし、長いシリーズというライトノベル自体が世の中からなくなってきているので、八十話なんて連載する作品は二度と出てこないんじゃないだろうか。もちろん、僕がやることも二度とないだろうし。

　そう思うと、本当に貴重な体験をしたと思います。月刊ライトノベル誌という珍めずらしいジャンルで、一番部数が出ていた雑誌で連載できていたのだから。

　でも、短編読み直したら、ちょっと書きたくなってきたな。もし暇ひまができたら、ホームページとかで、趣しゆ味みで書こうかな……とかいうと、ドラゴンマガジンの編集長に、じゃあ雑誌でやってくださいよおおおおおと言われてしまいそうなので、やるならこっそりやります。こっそり。




　なんて馬ば鹿かな話はさておき、

　次の話～。

　なんか集英社ジャンプＳＱ．で僕が原作脚きやく本ほんをやってる、『終わりのセラフ』と、講談社ラノベ文庫でやってる『終わりのセラフ　一いちの瀬せグレン、16歳の破は滅めつ』という両作品が、人気が爆ばく発はつしてしまっているのですが、みなさん読んでくれたかなー？




　という宣伝をね、『伝勇伝』ファンなみなさまに挟はさみつつね、でも今日はすごく、違ちがう、特とく殊しゆな宣伝をさせてもらおうと思うのです。

『堕ち伝』『いつか天魔の黒ウサギ』がもう終わるのですが、それに入れ替わる形で、富士見に新作をやりに戻ってくることになりました。また富士見か！　とは僕も思うのですが、富士見の担当兼けん副編集長ハーギーの、

「なに講談社やら集英社やらで活かつ躍やくしてるんですか！　鏡かがみさんはミスターファンタジアでしょうが！」

　という口説き文句に陥かん落らくして、なにげに富士見では五年ぶりの新作を立ち上げにやってまいりました。

　それも、僕にとっても、ちょっとお化けタイトルになってしまっている『伝勇伝』を超ちよう意識しながら作った新作（書いてる最中に、これじゃライナに負けるだろ！　書き直す！　書き直してやる！　とか、やってたのよまじで笑）

　もう、冗じよう談だんではなく、いまの僕の実力で、伝勇伝を超こえるためにはどうしたらいいか、に、死ぬ気で取り組んでみました。それくらい僕にとってライナたちは大きな存在で、そして新作は、伝勇伝をすごく色いろ濃こく受け継ついだ、でも、まったく新しい作品になっていると思います。

　その宣伝ページがもらえるーってことなので、やっちゃいます。

　まずは、これをどうぞ～！

　これだ！↓




	
		[image: ]

	




　鋭えい意い制作中的な！

　でももう書き上がっています。

　黙もく示し録ろくアリス

　といいます。

　六時間以内に、少女を殺して世界を救う──物語です。

　でも、主人公は世界なんてどうでもいいと思うタイプです。半眼でずっとへらへら笑ってます。

　伝勇伝好きな人はたぶん、一気に入り込めると思います。

　もっと詳しよう細さいな告知は、次発売の『大伝説の勇者の伝説14』でやるのでー、よろしくねー。

　というわけで、





　七月　　終わりのセラフ２（小説）

　八月　　堕ち伝８（この本だよ！）

　九月　　終わりのセラフ３（コミック）

　十月　　大伝14

　十一月　黙示録アリス１（買ってね！）

　十二月　いつか天魔の黒ウサギ最終巻（出せなかったら翌年！）

　一月　　終わりのセラフ４（コミック）＆終わりのセラフ３（小説）






　というスケジュールで、実は先月からやってます。六か月で七冊出てますね。ええ。鏡貴也フルスロットルとか昔書かれたことありますが、もう、そんなレベルじゃないですね。

　どう思いますこれ。

　みなさんどう思います？

　あほかぁあああああああああああああ！　と、毎度の叫さけび声なのですが、でもね、最近小説が楽しくて仕方なくて、あまり辛つらくなかったりします。刊行点数増えてるのに、むしろ書く分量も多くなってきているくらいで、不思議なこともあるものですね。

　シオンの病気がうつったのでしょうか。体に気をつけるべきですね。シオンは人間ドックにちゃんといくべきだと思います。




　とかとか、なんかそんな馬鹿な話をしてるうちに、スペースもなくなってまいりました。ということは、もうすぐ終わるわけです。これで伝勇伝の、短編集のあとがきを書くのは最後になります。

　明るい口調で書きながらも、やっぱりこみ上げてくるものはあるのですが、しかし、終わりではありません。まだ終わりではありません。堕ち伝は伝勇伝に続くし、この本に収録されていた短編『はっぴーあんはっぴーどりーまー』の最後には、『大伝』に続く、と書かれていました。

　でも……やっぱりちょっと、ほんの少しだけちょっと、寂さびしいね（笑）。しかしそれと同時に、みんなにこの作品が、短編集を十九冊もだせるほどに愛されたことが、嬉うれしいです。

　だから最後にもう一度。

　みなさん、ありがとう！

　そして～。

　再来月！

　大伝でまた、会いましょう！　『大伝』ではライナ、シオン、フェリスたちが、『堕おち伝』では解決することができなかった世界を、よくしようと必死に頑がん張ばっています。




　あ！　それと、十一月の『黙示録アリス』もぜひ！　よろしくー！




　ではみなさん。

『堕ちた黒い勇者の伝説』及および『とりあえず伝説の勇者の伝説』シリーズを、長い間ありがとうございました。

　でも、これからもライナやフェリスやシオンを、よろしくお願いします。




　鏡貴也のツイッター　https://twitter.com/kagamitakaya

　鏡貴也のＨＰ「鏡貴也の健康生活」http://www.kagamitakaya.com/


鏡　貴たか也や
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